
第54A号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第107図 杯 A　 12．5 休部一部欠損。平底。体部は内攣気 口縁部から体部内・外面ロクロナデ。 長石 P 311　　　　　 60％

1 土　 師　器 B　　 3．5

C　　 6．3

味に立ち上がり，［］縁部に至 る。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部回転

へラ切 り後，へラ削り。

にぷい黄橙色

普通

中央部覆土下層

2

杯 A ［13．5］ 底部から目線部にかけての破片。平 ［二1縁部か ら体部内・外面ロクロナデ。 雲母・スコリア・パミス P 312　　　　　　 35％

土　 師　器 B　　 3．7 底。休部は内攣気味に立 ち上が り， 内面へラ磨き。底部へラ削り。底部 にぷい橙色 中央部覆土下層

C ［9．2］ 口縁部に至る。 下端抑圧痕。 普通

3

杯 A ［13．0］ 底部から口縁部にかけての破片。平 日縁部か ら休部外面ロクロナデ。内 砂粒・石英・雲母 P 313　　　　　　 20％

土　 師　器 B　　 3．5 底。〕体部は内攣気味 に立ち上が り， 面へ ラ磨 き。底部 回転へ ラ切 り後， にぷい黄橙色 中央部覆土下層

C ［6．5］ LI縁部に至る。 ヘラ削り。 普通

4

高台付杯 B （3．3） 高台部から体部にかけての破片。体 体部外南口クロナデ。底部高台貼 り 砂粒・雲母・スコリア P 315　　　　　　 25％

土　 師　器 D ［8．9］ 部は内攣気味に立ち上がる。台部は 付け後，ナデ。内面へラ磨き。内面 にぷい橙色 中央部西側覆土中層

E l．8 長くハの字状に開 く。 窯色処理。 普通

5

棄 A ［20．0］ 体部から口縁部にかけての破片。体 ［］縁部内・外面横ナデ。体部外面縦 砂粒 ・雲母・黒色粒 P 316　　　　　　 10％

土　 師　 器 B （6．8） 部は内攣 しながら立ち上がる。頚部 位のへラ削 り後，横ナデ。内面横ナ にぷい痩色 竃前覆土中層

はくの字状 を皇 し，［］縁部 は外傾す

る。端部は外上方につまみ上げ られ

ている。

デ。輪積み痕。 普通

6

嚢 A ［19．6］ 休部から日縁部にかけての破片。体 11 縁部 内・外面横ナデ。休部外面上 長石 P 317　　　　　　 10％

土　 師　器 B （7．1） 部は内攣しなが ら立 ち上が る。頚部 位縦位のヘラ削 り。中位横位のヘラ にぷい橙色 竃前床面

は くの字状 を望 し，目線部は外傾す

る。端部は内上方につまみ上げられ

ている。

削り。内面ナデ。 普通

7

甑 B （14．9） 底部から休部にかけての破片。多孔 体部外面縦位のへ ラ削 り後，横位の 長石 P 318　　　　　　 25％

土　 師　器 C ［13．8］ 式。体部は内攣気味に立ち上がる。 ヘラ削 り。内面横ナデ。輪積み痕。 にぷい橙色

普通

竃前床面

8

杯 A ［13．4］ 底部から口縁部にかけての破片。）平 日縁部から体部内・外面ロクロナデ。 砂粒・雲母・パミス P 319　　　　　　　 5％

須　恵　 器 B　　 3．5 底。体部は直線的に外傾 して立ち上 底部手持 ちへラ削 り。体部下端手持 灰黄色 西壁下壁溝覆土中

C ［7．0］ が り，口縁部に至る。 ちヘラ削 り。 普通 三和無産

9

杯 B （2．9） 底部か ら体部 にかけての破片。平底。 体部内・外面ロクロナデ。底部手持ち 長石・スコリア P 320　　　　　　　 5％

須　 恵　 器 C ［6．6］ 体 部は直線的に外傾 して立 ち上 が

る。

ヘラ削 り。体部下端手持ちへラ削り。 灰黄色

普通

南東 コーナー床面

堀ノ内無産

土製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！　 出 土 地 点

備　　　　　 考
長さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

10 管状土錘 3．8 1．5 0．4 7．1 南東コーナー床面 D P 60　　　　　　　 100％

金属製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i　 出 土 地 点

備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

11 鉄　　 鎌 （15．8） 4．7 0．4 （8 3．6） 東壁付近床面 M 37　　　　　　　　　 75％

図版番号 種　　 別 銭径 （cm） 穿径 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ） 初 鋳 年 度 （西 暦） 鋳　 造　 地 備　　　　　 考

12 萬年適賓 2．7 0．6 0．15 3．7 天平宝字 4 年 （7 60） 不　明 M 3 8

壁　壁高は13cmで，外傾して立ち上がる。西側は，第54A号住居跡に掘り込まれ不明である。

壁溝　第54A号住居跡に掘り込まれ東側半分で確認する。上幅10－20cm，下幅2～10cm，深さ5cmで，断面形

はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ50cmほど掘り込み，付設されている。規模は焚口部から煙道部までの長さ90cm，両袖
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第108図　第54B号住居跡出土遺物

電土層解説
1　暗赤褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐灰色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

間の最大幅130cmである。袖部は灰褐色粘

土で構築されている。火床部は径30cmの円

形に10cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて

硬化している。煙道部は火床部から緩やか

な斜傾で立ち上がる。

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，粘土粒子微量

ピット　Plは径15cmの円形で，深さ15cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
5　暗褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量　　　6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遣物　土師器片11点，須恵器片9点が出土している。第108図13の土師器聾は竃内の覆土中から出土している。

14の須恵器皿は中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，第54A号住居跡との重複関係から9世紀中葉

以前と思われる。

第54B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測凰cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第108図 整 B （3．3） 底部から体部にかけての破片。体部 休部外面へラ削 り。内面ナデ。 砂粒・石英・長石・ P 323　　　　　　 20％

13 土　 師　 器 C ［9．4］ は直線的に外傾して立ち上がる。 雲母・スコリア

橙色

普通

竃内

14

皿 B （1．7） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部内・外面ロクロナデ。底部手持 ち 石英・長石・雲母 P 327　　　　　　 30％

須　 恵　器 C　　 6．4 体部は直線的に外傾 して立ち上が

る。

ヘラ削り。 灰白色

普通

中央部覆土中層

第55院号住居跡（第109図）

位置　調査D区東部，D4g3区。

重複関係　本跡が第55AeC号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　南側が調査区域外に延びており，東西5．03恥　南北（3．02m）で，平面形は不明である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～25cm，下幅5－10cm，深さ10cmで，調査区内は全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。中央部から南東にかけ，暗褐色土の貼床となっている。

竃　北壁中央部を壁外へ80cmほど掘り込み，付設されている。規模は焚口部から煙道部までの長さ110cm，両

袖間の最大幅150cmである。袖部は灰白色粘土で構築されている。火床部は径40cmの円形に10cmほど掘りく

ぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1灰褐色　灰白色粘土小ブロック・粘土粒子多量，焼土粒子微量　　　3　暗赤褐色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子中量
2　灰褐色　灰褐色粘土小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　4　赤褐色　焼土粒子多量，灰少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径55cmの円形で，深さ55cmである。P2は径40cmの円形で，深さ30cmである。

いずれも主柱穴と思われる。P3は長径75cm，短径45cmの楕円形で，深さ35cmである。P4ほ長径60cm，短径45
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cmの楕円形で言策さ35cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　灰白色粘土小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土

粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，灰白色粘土小ブロック・焼士粒
子微量

遺物　土師器片500点，須恵器片71点，灰粕陶器片4氏土製品3息鉄製品7点，古銭1点，縄文土器片4

点が出土している。第110図1の土師器杯は西壁中央部の覆土下層から，10の須恵器高台付杯は北西コーナ

ー部の床面から正位で，その上から24の古銭が出土している。2の土師器杯は竃内前面の床面から出土して

いる。3e4の土師器呪　7の土師器嚢，13e14の灰粕陶器軋17e18の管状士錘，20の刀子，21の鉄鎌は

中央部西側の覆土中層から出土している。5の土師器高台付皿は東壁近くの覆土下層から，23の鉄釘は東壁

下の壁溝の覆土中層から出土している。8の土師器甑は竃内の覆土中から，9の須恵器杯は中央部の覆土中

層から出土している。6の土師器聾は北西部の覆土中層から，22の鉄釘は北西部の床面から出土している。

11の須恵器嚢は北東部の覆土下層から出土している。12の灰粕陶器軋19の管状士錘は中央部西側の床面か

ら出土している。15e16は拓影図である。15は須恵器嚢の体部片で，外面に格子目叩きが施されている。16

は須恵器婆の体部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡は第55A号住居跡の主軸方向と東壁が同じであり，出土遺物に時期差が見られないことから，第

55A号住居跡に住んでいた人が建て替えをした可能性がある。本跡の時期は，出土遣物から9世紀後葉と

考えられる。12～14の灰粕陶器瓶は黒笹14号窯式である。24の古銭は皇朝十二銭の「隆平永賓」である。

第55B号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第110 図 杯 A ［14 ．1］ 底部 か ら［二i縁 部 にか け ての破 片 。宰 口縁 部か ら体 部外 南 口 クロ ナデ。 体 砂粒 ・石英 ・雲母 P 328　　　　　　 5 5％

1 土　 師　 器 B　　 4．5 底。 休部 は直 線 的 に外傾 して立 ち上 部 外 面上 位か ら下 端手 持 ちへ ラ削 り にぷい黄橙 色 酋壁 中央覆 土下層

C　　 6．8 が り， H 縁部 に至 る。 内 面へ ラ磨 き。 底部手 持 ちへラ削 り。

内面 黒色 処理。

普通

2

杯 A ［13．0］ 底 部 か ら［］縁部 にか けて の破 片。 平 口縁 部 か ら休部 外面 ロク ロナ デ。体 砂粒 ・ス コリア P 329　　　　　　 35 ％

土　 師　 器 B　　 4．5 底 。休 部 は直線 的 に外 傾 して 立 ち上 部下 端 回転 へ ラ削 り。 内面 へ ラ磨 き にぷ い橙色 竃 前床面

C ［6 ．2］ が り，＝縁 部 に至 る。 底 部 回転 糸 切 り後 ，回 転 へ ラ 削 り。

内面黒 色処理 。

普通

3

杯 A ［15．2］ 底部 か ら口縁 部 にか け ての破 片 。平 口縁 部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。底 砂 粒 ・石 英 ・雲母 P 35 2　　　　　 10％

土　 師　 器 B　　 4．4 底 。 体部 は直 線 的 に外傾 して立 ち上 部手 持ちへ ラ削 り。体部下端手持 ちへ にぷい橙 色 中央 部西側 覆土 中層

C ［8．4 ］ が り， Ll縁部 に至 る。．） ラ削 り。 普 通

杯 B （1．9 ） 底 部か ら体部 にか けての破 片。 平底。 体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナデ。 底部 回 転 砂粒 ・長石 ・雲母 P 353　　　　　　 25 ％

4 土　 師　 器 C　　 5．1 休 部は 内攣気味 に立 ち上が る。 糸切 り。 内面黒 色処理 。 にぷ い黄橙 色

普通

中央部 西側 覆土 中層

5

高 台付 皿 A ［13．1］ 底 部か ら［二滴義郎 に かけ ての 破 片。 体 口縁 部 か ら体 部 内 ・外面 ロ クロ ナデ 。 長石 ・雲母 P 337　　　　　　 15 ％

土　 師　 器 B （ 1．7） 部 は 直線 的 に外 傾 して 立 ち上 が り，

［了縁部 に至 る。台 部剥離 。

底部高 台貼 り付 け痕。 にぷ い褐色

普通

東 壁付近 覆土 下層

6

確
瓦

A ［19．2 ］ 体 部 か ら口縁 部 にか け ての破 片 。体 口縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 砂 粒 ・長 石 P 33 9　　　　　　 40％

土　 師　 器 B （13．3 ） 部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 頚部 部 外面 中位 横 位 のへ ラ削 り。輪 積 み にぷい橙 色 北西 部覆土 中層

は くの字 状 を呈 し， 日縁部 は外傾 し，

端部 は上方 につ まみ上 げ られて いる。

痕。 普 通

7

嚢 A ［19．8］ 休 部か ら臼縁部 にか けて の破 片。 体 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 内面 ナデ。 砂粒・雲母・スコリア P 355　　　　　　 10 ％

土　 師　 器 B （7 ．7 ） 部 は内 攣 しなが ら立 ち上が り， 口縁

部 は外 反す る。

橙色

普通

中央部 西側覆 土 中層

8

甑 B （13．2） 底部 か ら休 部にか けて の破片。 休 部 体 部 内 ・外 面 ナデ 。輪 積 み 痕 －。体 部 石英 ・雲 母 P 351　　　　　　 20 ％

土　 師　 器 C ［13．2］ は内攣 気味 に立 ち上 が る。 外 面下端 へ ラ当て痕 。 橙 色

普 通

竃 内
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図版番号 器　　 種 計測倒cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第110図 杯 B （1．6） 休部片。二．休部は内攣気味に立ち上が 体部内・外面ロクロナデ。 砂粒 P 34 7　　　　　　　 5％

9 須　 恵　 器 る．。 灰色

普通

中央部覆土中層

体部外面朱書

10

高台付杯 A ［14．4］ 台部か ら口縁部にかけての破片。ユ　体 ＝縁部から体部内・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 348　　　　　　 20％

須　 恵　器 B　　 5．4 部は直線的に外傾 して立ち上が り， 底部高台貼 り付け後，ナデ。） 褐灰色 北西コーナー床面

D ［7ぷ

E　 l．1

口縁部に至る。台部は短 くハの字状

に開く。

普通 三和無産

二次焼成

11

襲 A ［16．4］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。休部外面縦 石英 ・黒色粒 P 349　　　　　　 10％

須　 恵　器 B （6．9） 部は内攣しなが ら立ち上がる。〕頭部 位のヘラ削 り。内面ナデ。） 灰白色 北東部覆土下層

はくの字状を呈 し，目線部は外傾す

る。

普通 三和無産

12

瓶 B （3．8） 高台部から体部にかけての破片。体 体部内・外面ロクロナデ。底部高台貼 胎士：灰白色 P 350　　　　　　 20％

灰粕陶器 D　 ll．0 部は内攣しなが ら立ち上がる。台部 り付け後，ナデ〔体部外両軸。 粕調：オリーブ灰色 中央部西側床面

E　 l．0 は短 くハの字刀根こ開き，断面台形。 普通 黒笹14号窯式

13

瓶 B （6．2） 高台部から体部にかけての破片。体 体部内・外面ロクロナデ。）底部高台貼 胎土：灰白色 P 356　　　　　　 30％

灰粕陶器 D ［13．0］ 部は内攣 しなが ら立ち上がる。台部 り付け後，ナデ。 粕調：オリーブ灰色 中央部西側覆土中層

E　 l．0 は短 くハの字状に開き，断面台形。 普通 黒笹14号窯式

14

瓶 B （14．5） 体部片。休部は内攣 しなが ら立ち上 体部内・外面ロクロナデ。休部外面 胎土：灰白色 P 357　　　　　 10％

灰粕陶器 がる。 上位粕。 粕調：灰オリーブ色

普通

中央部西側覆土中層

黒笹14号窯式

土製品観察表

図版番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔 径（cm） 重義（g ）

17 管 状士錘 3 ．6 1．6 0．3 （8．4 ） 中央 部西側 覆土中層 D P 6 1　　　　　　　　 95％

18 管 状土錘 4 ．0 1．3 0．3 6．2 中 央 部西側 覆土中 層 D P 66　　　　　　　 100％

19 管 状土錘 3．6 1．4 0 ．3 6．6 中 央 部西側床 面 D P 67　　　　　　　 100％

金属製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重還（g ）

20 刀　　 子 （7．0 ） 0．9 0 ．1 （ 6．8 ） 中央部 西側覆 土中層 M 39　　　　　　　　　 50％

21 鉄　　 鎌 （4．9 ） 3．6 0 ．3 （18．5 ） 中央部 西側覆 土中層 M 40　　　　　　　　　　 5％

22 鉄　　 釘 （15．2 ） 1．2 0 ．6 （′5 3．8 ）‘ 北西部 床面 M 41　　　　　　　　 90 ％

23 鉄　　 釘 （3．9 ） 0．7 0 ．7 （11．9 ） 東壁付 近覆土 中層 M 42　　　　　　　　　 50 ％

図版番号 銭　　 名 銭径 （cm） 穿径 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ） 初 鋳 年 代 （西 暦） 鋳　 造　 地 備　　　　　 考

2 4 隆幸永賓 2．5 0．6 0．15 2．7 廷暦15年　 （796） 不　 明 M 43

第55品号住居跡（第109図）

位置　調査D区東部，D4g3区。

重複関係　第55B号住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。また，本跡が第55C号住居跡を掘り込

んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　南側が調査区域外に延びており，東西4．20m，南北（2．50m）で，平面形は不明である。

主軸方向　N－2ぐ－W

壁　壁高は40cmで，外傾して立ち上がる。北・西壁は第55B号住居跡に掘り込まれ不明である。

壁溝　上幅15～25cm，下幅5－10cm，深さ10cmで，調査区内は全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

一一一138　－－



竃　北壁中央部に付設された痕跡が確認される。規模は不明であるが，袖部は灰白色粘土で構築されて，火床

部は，熱を受けて赤変している一一部が確認される。

覆土　第55B号住居跡の床下部のみ残存している。

土層解説

4　暗褐　色　ローム粒子多量（第55Bぢ一住居跡の床部）　　　　　5　黒褐色　黒色土粒子状白色土粒子多鼠粘土粒子少量（1
～5mmの異色土と粘土の薄い堆積が相互に14層）

遺物　土師器片140点，須恵器片6点，土製品3点が出土している。第111図25の土師器高台付杯は，竃前面の

床面から出土している。26の土師器高台付皿は北東コーナー部の覆土下層から出土している。27の土師器嚢

は左袖部内から出土している。28・29の須恵器杯と31・32の管状土錘は，東壁近くの覆土下層から出土して

いる。30の管状土錘は東壁近くの覆土中層から，33の管状土錘は東壁中央の壁溝上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀中葉から後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

トー－一十一1－－－－・i

第111図　第55A号住居跡出土遺物

第55A号住居跡出土遺物観察表

◎

q－

（9　　㊥

‾、∴

図 版 番 冒 ・ 器　　 稚 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 1 1 1 ［刈 高 台 付 巧 、 B （ 4 ，6 ） 高 子 ㌻部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 、 体 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 内 面 へ ラ 磨 き ．、つ 砂 粒 ・ 雲 母 P 3 3 5 　　　　　　 3 0 ％

2 5 上　 帥　 器 D　　 7 ．8

E 　 l ．2

部 は 内 攣 気 味 に 立 ち l二が る ．ニ　 台 部 は

ハ の 字 状 に 開 く し

底 部 高 台 貼 り 付 け 後 ， ナ デ こ、 に ぷ い 橙 色

普 通

竃 前 床 面

2 6

高 台 付 皿 A ［1 3 ．4 ］ 休 部 か ら l 接 豪 部 に か け て の 破 片 。 体 L l縁 部 か ら 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・長 石 P 3 3 8 　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （ 1 ，9 ） 部 は 直 線 的 に 外 傾 し て 立 ち 上 が り ，

「1 綾 部 に 至 る 。 台 部 剥 離 。－

橙 色

普 通

北 東 コ ー ナ ー 覆 土 下 層

2 7

丑 B （1 0 ．0 ） 底 部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 。 、1（底 。ニ 休 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 削 り 後 ． 横 位 の 長 石 ・ス コ リ ア P 3 4 0 　　　　　　 2 0 ％

土　 師　 器 C ［ 6 ，4 ］ 体 部 は 内 要一ブ 気 味 に 立 ち ＿し か る 。 へ ラ 削 り 。 内 面 ナ デ 。 輪 積 み 痕 。 に ぷ い 褐 色

普 通

危 左 袖 郡 内

2 8

杯 A　 1 3 ．5 底 部 か ら 目 線 部 に か け て の 破 片 、． 平 r l 縁 部 か ら 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。． 砂 粒 ・石 英 ・雲 母 P 3 4 2 　　　　　　 5 5 ％

須 ： 悪 ． 器 B　　 4 ．5 底 ′　 休 部 は 内 轡 気 味 に 立 ち 上 が り ． 体 部 中 位 か ら 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 に ぷ い 黄 橙 色 東 壁 付 近 覆 土 下 層

C　　 6 ，7 【 縁 部 に 至 る ， 底 部 手 持 ち へ ラ 削 り 。， 普 通 ニ三 和 窯 産

2 9

杯 A　 1 4 ，0 体 部　 一部 欠 損 。ニ　 平 底 で　 休 部 は 直 線 的 「 l縁 郡 か ら 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・石 英 ・長 石 P 3 4 3 　　　　　　 4 5 ％

狙　 恵　 器 B　　 5 ．2 に 外 傾 し て ‾立 ち し か り ． 「l 縁 部 に 至 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 娠 ㌧ 底 部 手 持 明 褐 灰 色 東 壁 付 近 捜 土 ド 層

C　　 5 ，7 る 。． ち ヘ ラ 削 り 。 普 通 三 和 窯 産

土製品観察表

図 版番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

山　 上　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径（cm） 重量（g ）

3 0 管 状 土錘 3．3 1．5 0．3 （7．2 ） 東嘩付 近覆 土中 層 D P 62　　　　　　　　 95 ％

3 1 管 状 f二錘 3．2 1．5 0 ．3 （7．3 ） 東壁付 近覆 「下層 D P 63　　　　　　　　 95％
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！　 出 土 地 点

備　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

32 管状士錘 （4．5） 1．3 0．2 （5．2） 東壁付近覆土下層 D P 64　　　　　　　　 85％

33 管状土錘 3．2 0．9 0．3 （2．2ラ 東壁中央壁藩士 D P 65　　　　　　　　 95％

第55院号住居跡（第且09図）

位置　調査D区東部，D4h3区。

重複関係　第55AeB号住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　竃とその周辺部のみの調査で，南側の大部分が調査区域外に延びており，規模と平面形は不明

である。

主軸方向　［N－8°－W］

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。北東部は第55B号住居跡に掘り込まれ不明である。

囁　北壁中央部の壁外へ付設された火床部から煙道部が確認される。右袖は第55B号住居跡に掘り込まれ，規

模は焚日部から煙道部までの長さ（70cm），両袖間の最大幅（100cm）である。袖部は砂質粘土で構築されて9

火床部は熱を受けて赤愛している。煙道部は焚日部から緩やかに立ち上がる。

篭土層解説
1　暗　褐　色　粘土太・小ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム大輔中小ブロック8粘土大・小ブロック中量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　窯　褐　色　焼土中ブロック・ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量

3　暗褐色　灰多量，粘土小ブロック中量

4　暗赤褐色　灰多量，焼土中ブロックe焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

遣物　土師器片5点が出土しているが，図示できるものはない。

所見　出土遺物が少なく時期決定が難しいが，第55AeB号住居跡との重複関係から9世紀中葉以前と思われ

る。

第56号住居跡（第112図）

位置　調査D区東部，D4e3区。

重複関係　本跡が第57e59号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第53e58号住居跡が本跡

を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．25m、短軸2．95mの長方形である。

主軸方向　N－2〇一W

壁　覆土が薄く，床面の範囲を確認するだけで壁高は測定不能である。

床　中央部に，踏み固められている痕跡が見られる。

竃　北壁中央部に薄い粘土の堆積が見られ，竃が付設されていた痕跡を確認する。規模や竃の構築状況は不明

である。

覆土　覆土は薄く不明であるこ

遺物　土師器片120点，須恵器片6息　灰粕陶器片2息　鉄淳（椀形淳）1点，縄文土器片2点が出土してい

る。第日3図183の土師器杯は，竃内の覆土中から出土している。2の土師器杯は竃前面部の床面から正

位で，5の土師器嚢は中央部の床面から出土している。4e6の土師器窯は中央部の床面から出土している。
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縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀

中葉と考えられる。

第57号住居跡（第112図）

位置　調査D区東部，D4e3区。

重複関係　第53e56号住居跡が本跡を掘り

込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．15m，短軸（1．50m）

で，平面形は不明である。

壁　覆土が薄く，床面の範囲を確認するだ

けで，壁高は測定不能である。
l

床　北部に，踏み固められている痕跡が見　〆〆－ヽ

られる。

覆土　覆土は薄く不明である。

遺物　土師器片2点が出土しているが，図

示するものがない。
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第112図　第56c57号住居跡
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所見　出土遺物が少なく時期決定は難しいが，第56号住居跡との重複関係から9世紀中葉以前と思われる。
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第日3図　第56号住居跡出土遺物

第56号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　「－　」

ノ

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 1 13 図 杯 A ［12．2 ］ 底 部 か ら口縁 部 にか けて の破 片。 平 口縁 部 か ら体部 内 ・外面 ロク ロナ デ。 長石 P 358　　　　　　 50 ％

1 土　 師　 器 B　　 4．2 底 。 体 部 は内 攣 気味 に立 ち 上 が り， 底部 手持 ちへ ラ削 り。休 部 下端 手持 浅黄橙 色 竃 内

C　　 4 ．9 口 縁 部 はわずか に外反 す る。 ちヘ ラ削 り。 不良

杯 A ［12 ．6］ 底部 か ら口縁 部 に かけ て の破 片。 平 日縁 部か ら体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナデ 。 砂粒 ・長石 ・スコリア P 35 9　　　　　　 50％

2 土　 師　 器 B　　 3．5 底 。 体 部 は 内攣 気 味 に 立 ち上 が り， 底 部 手持 ちへ ラ削 り。体 部下 端 手持 灰 白色 竃前 床面

C　　 5．2 ロ 縁部 は わずか に外反 する。 ちヘ ラ削 り。 不 良

士不 A ［12．6 ］ 体 部 か ら口縁 部 にか け ての破 片 。体 口縁 部か ら体部 内 ・外 面 ロク ロナデ。 長石 P 360　　　　　　 25％

3 土　 師　 器 B （4．7 ） 部 は 内攣 気味 に立 ち上 が り，口縁 部

はわず かに外 反す る。

にぷ い黄橙 色

普通

竃内

4

確瓦 A ［11．7］ 休 部か ら日縁部 にか けて‾の破 片。 体 日縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面縦 砂粒 ・長石 P 363　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （ 3．1） 部 は内 攣 しなが ら立 ち上 が る。 口縁 位 のヘ ラ削 り。内 面ナ デ。 にぷ い黄橙色 中央部床 面

部 は外 反す る。 普通
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図版 番号　 器　　 種 計測値如 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

l

第113 図　　　 望 B （3．7） 底 部 か ら体 部 にか け ての破 片 、ま平 底、） 体 部 外 面 横 位 の ヘ ラ削 り二二　内 面 ナ 砂 粒 ・石 英 ・雲母 P 364　　　　　　　 5 ％

〇　　　 土　 師　 器 C　　 9．0 体 部 は 直線 的 に 外 傾 して 立 ち 上 が

る。

デ、、こ 浅黄橙色

普 通

中 央部床面

十」

6　　　 －1二　師　 器

B （5．1） 体 部片こ、外面 に短 い把 手が 付 く＿、 体部 内 0外 面 ナ デ ー　把 手 部 貼 り付 け 砂 粒 弓壬イ十 雲母 P 365　　　　　　　 5 ％

後や　ヘ ラ削 i）、 灰 褐色 中央 部床面

普通

第鯛考住居跡（第114回）

位置　調査D区東部，D4f2区。

重複関係　本跡が第56e59号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第60。61号住居跡，第2号

井戸跡と第201号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　弓弦3．70111の方形である。

主軸方向　N一汀、

壁　壁高は3鹿mで　外傾して立ち上がる。南西部は第60号住居跡に掘り込まれ不明である。

壁溝　上幅5～25cm言下幅3～10cm言采さ5cmで全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ60cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚日部から煙道部までの長さ140C恥

両袖間の最太幅105cmである。袖部はテ　灰褐色粘土で構築されている。火床部は，径30cmの円形に5cmほど

掘りくぼめられ，熱を受けて硬化している。煙道部は第201号土坑に掘り込まれ不明である。

竃土層解説
1　極暗赤褐色　焼上粒子・灰褐色粘土中・小ブロック少量
2　にぷい赤褐色　灰褐色粘土粒子中量　焼土粒子・ローム粒子少量
3　にぷい赤褐色　灰褐色粘土小ブロック中量，焼土中ブロック・

粘土粒子少量

4　暗　赤　褐　色　頬」二粒子e灰中鼠　炭化粒チ少量

5　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多義，灰白色粘土
小ブロック中量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径35cmの円形で深さ16．5cmである。腋入口施設に伴うピットと考えられる。

P2e P3ほ径25～30cmの円形で深さ13cmである。底部が丸く何かを置いたピットと思われる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・暗褐色L小ブロ

ック多量，焼士粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　粘土小フロック・粘招立チ多註
4　暗褐色　粘土粒子少還

遣物　土師器片284点，須恵器片19点，灰粕陶器片8氏　士製品5点が出土している。第115図2の須恵器杯は

竃前面の覆土中層から出土している。lの土師器高台付椀は中央部南側の床面から，3の須恵器杯は中央部

の覆土中層から出土している。4の須恵器甑，10の土製紡錘車は，中央部の覆土中層から出土している。5

の灰粕陶器椀は北東コーナー部の覆土下層から，6の灰粕陶器長頸瓶は，竃右袖部内から出土している。7

の管状士錘は中央部東側の床面から，8e9の管状土錘は中央部南側の床面から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から9世紀未から10世紀初頭と考えられる。5の灰粕陶器椀は，遠江産で静岡

県浜北市の二川窯跡産か営口窯跡産と思われる。6の灰粕陶器長頚瓶は，窯笹90号窯式で，第82号住居跡出

土の灰袖陶器と接合する。

第鯛考健屠跡つ第H　図）

位置　調査D区東部，D4f2区。

重複関係　第58・61号住居跡と第2号井戸跡，第279号士坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。
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第114図　第58・59号住居跡



規模と平面形　長軸3．46m，短軸3．44mのほぼ方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は22cInで，外傾して立ち上がる。北西部は第58号住居跡に掘り込まれ不明である。

壁溝　上幅10～20cm，下幅3－10cm，深さ6cmで全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ40cmほど掘り込み，付設されているが，左半部は第58号住居跡に掘り込まれ不明であ

る。規模は焚口部から煙道部までの長さ80cmである。袖部は灰褐色粘土で構築されている。火床部は熱を受

けて赤変硬化している。煙道部は焚口部から垂直に立ち上がる。

竜土層解説
1　褐　　色　褐色粘土大・小ブロック・粘土粒子多量，炭化物　　　　3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　炭化物・灰多量，焼土粒子中量，焼土大・小プロ
2　黒褐色　炭化物・灰多量，焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ック少量

ピット　Plは径20cmの円形で，深さ15cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，ロームブロックが不均一に堆積しているので，人為堆積と思われる。

土層解説

5　暗褐色　ローム大・中ブロック・暗褐色土中ブロック多量
6　暗褐色　ローム大・中ブロック多量

7　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片92点，須恵器片1点，鉄淳（鍛冶淳）1点（10g）が出土している。第116図11の土師器嚢，14

の管状土錘は竃内覆土中層から出土している。12の土師器嚢は南壁近くの覆土中層から出土している。13の

須恵器杯は北東コーナーの床面から正位で出土している。鉄淳は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から8世紀後葉と思われる。
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第58号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 115 図 高 台 付 椀 A ［19，1］ 高 台 部か ら口縁 部 にか け ての 破 片。 口 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石 英 ・長石 P 371　　　　　　　 35％

1 ：1二　 師　 器 B　 7．3 休 部は 内野気 味 に立 ち上が り， 口縁 デ 。 底 部 高 台 貼 り付 け 後 ． ナ デ 。 オ リー ブ黒色 中央部南 側床 面

D ［9．0］

E　 l．0

部 はわず か に外 反 す る。台部 はハ の

字状 に開 く。

内 ・外 面黒 色処理 。 普 通

2

杯 A ［13．8］ 底部 か ら口縁部 にか け ての破 片。 平 口緑 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ 石 英 ∵長石 ・雲母 P 370　　　　　　　　 2 0％

須　 恵　 器 B　 3．9 底。 休部 は直線 的 に外傾 して ロ緑 部 デ。底 部手持 ちへ ラ切 り。体 部下端 にぷ い橙 色 奄前 覆土 中層

C ［5．8］ に至 る。 手持 ちへ ラ削 り。 普通

3

坪 B （2．6） 底 部か ら休部 にか けて の破 片。平底。 口 緑 部 か ら体部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 374　　　　　　　 10 ％

須　 恵　 器 C　 6．0 休 部 は内攣気 味 に立 ち上が る。 デ。 休部 下端 手持 ちへ ラ削 り。 底部 灰黄褐 色 中央部 覆土 中層

回転 へ ラ切 り後 ，ヘ ラ削 り。 普通 三和窯 産

4

甑 B （7．3） 底 部か ら休部 にか け ての破 片。体 部 休部外 面横 位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 石 英 ・長石 P 376　　　　　　　 15％

須　 恵　 器 C ［17，0］ は直線 的に外 傾 して 立ち上 がる。 多 にぷい橙 色 中央部 覆土中層

礼式 。 普 通 三 和窯 産

5

椀 A ［16．4］ 高 台部 か ら口 縁 都 にか けて の破 片 。 口縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 胎土 ：灰 黄色 P 37 8　　　　　　　 4 5％

灰 租 陶 器 B　 4．9 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り，口緑 デ。 底 部 高 台 貼 り付 け 後 ， ナ デ 。 粕調 ：透 明 北東 コー ナー覆土 下層

D ［8．6］

E　 O，8

部 はわずか に外 反す る。 台部 は三 日

月状 を呈 してい る。

体 部内 ・外面粕 。 普通 遠江 産

6

長　 頸　 瓶 B （6．5） 体部片 。肩部 は内攣 して頭 部 に至 る。 体 部内 ・外面 ロ クロナ デ。休 部 と頸 胎土 ：灰黄色 P 379　　　　　　　 10 ％

灰 粕 陶 器 部 の接 合痕 。休 部外面 粕。 粕調 ：オリーフ貰色

普通

磁右袖 部内

窯 笹 90 号窯式

土製品観察表

図 版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 径 （cm ） 孔 径 （cIn） 重 墨 （g ）

7 管 状 土 錘 3．9 1，0 0．3 （3．6 ） 中 央部 東側床 面 D P68　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

8 管 状 上 錘 3 ．8 1．1 0．3 4．1 中 央 部南 側床 面 D P69　　　　　　　　　　　　　　　　 10 0％

9 管 状 土 錘 3 ，0 1．0 0．3 2．6 中 央 部南 側床面 D P 70　　　　　　　　　　　　　　　　 10 0％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

10 紡　 錘　 車 ［8．6］ 1．0 ［1．1］ （16．6） 中央部覆土中層 D P 71　　　　　　　　　　　　　　　　 20％

／

『
第116図　第59号住居跡出土遺物
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第59号佳屠跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値k扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 を焼成 備　　　　　　　 考

第116図 婆 A　L15．0」 ［］縁部片ニ　Ll縁部は外傾する。 Ll縁部内 か外面横ナデ。 長石弓舞ト スコリア P 3 81　　　　　　　 5 ％

11 土　 師　 器 B　C 3．2） 橙色

普通

竃内

婆 A　L15．6］ 体部からr二J縁部にかけての扇げ言 体 「1縁部から体部内 ・外面ナデ、二一つ 砂粒 ・石英 0雲母 P 384　　　　　　　　 5 ％

12 土　 師　 器 B （5．1） 部は内攣気味に立ち上が り，日縁部 にぷい橙色 南壁付近覆土中層

は外反する。 普通

13

杯 Å　 13．4 日縁部”が・一部欠損。　 休部は直線的に ＝縁部か ら体 部内 8 外面 ロクロナ 砂粒 ・石英 P 385　　　　　　　　 95％

須　 恵　 器 B　 4．0 外傾 して立ち上が り， 汀縁部に至 デ。底部手持ちへラ削 り。ニラ 黄灰色 北東コーナー床面

C　 8．2 るぐ 普通 新治窯産

上製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i … 二 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm） 孔 径 （C汀1） 重 量 （g ）

14 管 状 士 錘 4・2 i　 o・9
0．3 （2．8）電内 D P 72　　　　　　　　　　　　　　　　　 95％

第60号住居跡　し第1＿17図）

位置　調査D区東部，IMf2区、

重複関係　本跡が第58号住居跡を掘り込んでいるため9　本跡が新しい。また　第鋸号住屠跡が本跡を掘り込ん

でいるため，本跡が古い．、、

規模と平面形　長軸こう．58111，短軸2．60111の長方彬である、、

主軸方向　N－7、－Ⅵ’

壁　壁高は21＿el11で，外傾して立ち上がる∴

璧溝　上幅摘～蟻cm　下幅　～5cm言采さ3cmで全属する。断面形はU字形である。

床　全体的に辛J．11で．I恒夫部がよく踏み回められている、

竃　北壁中央部西寄りにA竃資　東寄りにB竃を確認した。A竃は袖部の残存状態が良くないのでB竃より古いと

恩われる。

A竃はタ　北壁を壁外へ渕cmほど掘　込み　付設されている。規模は焚日部から煙道部までの長さ60cm9

両袖間の最大幅90cmである。袖部はにぷい褐色粘土で構築されている。火床部は長径45cm，短径25cmの楕

円形で5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤愛している。煙道部は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

B竃はタ　北壁を壁外へ醐cmほど掘　込み　付設されている。規模は焚日部から煙道部までの長さ95C恥

両袖間の最大幅80cmである。袖部は褐色粘土で構築されている。火床部は長径郁cm　短径郡cmの楕円形で

5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

A竃土層解説

1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　にぷい褐色粘土太・中e小ブロック0

粘土粒子多量

B竃土層解説

1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子0炭化物・ローム粒子少量

覆量　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中最，
焼士粒子0炭化物少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，

焼土粒子せ炭化物。粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼士粒子0ローム中e小ブロック・
ローム粒子中量，焼土中も小ブロック少量

4　赤褐色　ローム中の小ブロック多量

3　暗赤褐色　焼土太・中e小ブロック0焼士粒子も
炭化物中量，ローム粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子少還

トー1（う　ー



遺物　土師器片1112点，須恵器片25点，瓦片1点，土製品22点，鉄製品3点，鉄淫10点（95g），縄文土器片3

点が出土している。第118・119図1の土師器杯は北東部の床面から，2の土師器杯はB竃前面の床面から出

土している。3・4の土師器杯，6の土師器高台付杯，9～12の土師器嚢はB竃内の覆土中から散乱するよ

うに出土している。5の土師器杯，17－19の管状土錘，21の鉄鎌は南東コーナー部の床面から重なり合って

出土している。7の土師器高台付杯，22の不明鉄製品は中央部の床面から，8の須恵器高台付杯，13の土師

器髪，15の土師器甑は，中央部の覆土中層から出土している。20の丸瓦は南東部の覆土中層から出土してい

る。14の土師器嚢は，A竃内の覆土中層から出土している。16の須恵器嚢は南壁下の壁溝の覆土中から出土

している。鉄淳は含鉄洋2点（30g），鍛冶淫8点（65g）で中央部の覆土上層から出土し，流れ込みと思わ

れる。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。

上36．8m
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第117図　第60号住居跡
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第118図　第60号住居跡出土遺物（1）
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第119図　第60号住居跡出土遺物（2）

第60号住居跡出土遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 118図 杯 A　 12．9 底部 か ら口緑 部に かけ ての破 片。平 口 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長石 P 38 6　　　　　　　 6 0％

1 土　 師　 器 B　 3．4 底。 休部 は直線 的 に外傾 して 口緑部 デ。 体部 下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部 にぷ い褐色 北 東部床 面

C ［6．0］ に至 る。 ヘ ラ削 り。 普通 体部 外面刻 香

2

杯 A ［11．8］ 底部 か ら口緑 部 にか けて の破 片。平 口緑 部 か ら体 部内 ・外 面 ロ クロ ナ 砂粒 ・雲母・黒 色粒 P 387　　　　　　　 30 ％

土　 師　 器 B　 3．3

C　 7，0

底 。 休 部は 内野 気 味 に立 ち上 が り，

口緑部 に至 る。

デ。底 部 回転糸切 り。 にぷ い橙色

普通

B 竃前 床面

3

巧こ A ［12．2］ 底 部か ら口縁 部 にか けての破 片。 平 口綾 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 砂 粒 ・雲母 P 388　　　　　　　 30％

土　 師　 器 B　 3．4 底 。体 部 は 内攣 気味 に立 ち上 が り， デ。体 部下 端手持 ちへ ラ削 り。 底部 にぷい橙 色 B 奄内

C ［5．6］ 口緑 郡 はわずか に外 反す る。 手持 ちへ ラ削 り。 普 通

4

杯 A ［13．6］ 底 部か ら口緑 部に かけ ての破 片。 平 日録 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ・長 石 ・雲 母 P 38 9　　　　　　　 30％

土　 師　 器 B　 4．0 底 。休 部 は内 轡気 味 に 立ち 上が り， デ。体部 下端 手持 ちへ ラ削 り。 底部 にぷ い橙色 B 薗 内

C ［6．4］ 口緑 部はわ ずか に外反 す る。 手持 ちへ ラ削 り。 普通

5

杯 A ［14．8］ 体 部 か ら口緑 部 にか けて の破片 。体 口 緑 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ

デ。

石英 ・雲母 ・スコリア P 39 1　　　　　　 10 ％

土　 師　 器 B （3，0） 部は 内攣気 味 に立 ち上 が り， 口縁 部

はわず かに外 反す る。

にぷ い橙色

普通

南東 コー ナー床面

6

高 台 付 杯 A ［13．9］ 底 部か らロ緑 部 にか けての破 片。 体 口縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 399　　　　　　　 20 ％

土　 師　 器 B （5，2 ）

E （0．5 ）

部 は内 轡気味 に立 ち上 が り，ロ縁 部

は わず かに外反 す る。

デ。底 部高台 貼 り付 け後， ナデ。 にぷい赤 褐色

普通

B 寵内

7

高 台 付 杯 B （3．7） 高台 部 か ら体 部に かけ ての破 片。体 体 部 内 ・外面 ロタ ロナデ。　 体 都下 砂粒 ・石英 ・スコリア P 4 00　　　　　　　 40％

土　 師　 器 D　 7．6 部 は内攣 気味 に立 ち上が る。 台部 は 端 手持 ちへ ラ削 り。底 部高 台貼 り付 浅黄橙色 中央 部床 面

E　 l．7 ハの 字状 に開 く。 け 後． ナデ。 普 通

8

高 台 付 杯 B （2．0） 底 部 片。体 部 は内攣 気味 に立 ち上が 底 部内 ・外面 ロ タロナ デ。底 部 高台 砂粒 ・雲母 ・黒 色粒 P 402　　　　　　　 30 ％

須　 恵　 器 る。台 部剥 離。 貼 り付け 後，ナ デ。 にぷ い橙色

普通

中央 部覆土 中層

9

璽 A 18．6 体 部か ら口緑 部 にか けての破 片。 体 口緑 部内 ・外面 横 ナデ。 休部外 面上 砂粒 ・長石 ・雲母 P 405　　　　　　　 50 ％

土　 師　 器 B （28．1） 部 は内 暫 しなが ら立 ち上が る。頚 部 位横位 のヘ ラ削 り， 下位縦 位 のヘ ラ 灰褐色 B 薗内

は くの 字状 を呈 し，口緑 部 は外傾 す

る。

削 り。 内面 ナデ。 普通

10

藍 A ［2 1湖 休 部 か ら口縁 部にか けて の破 片。体 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ。体 部外 面縦 砂 粒 ・長 石 ・雲母 P 40 6　　　　　　　 35％

土　 師　 器 B （19．4） 部は 内攣 気味 に立 ち上が り， 口緑部 位 のヘ ラ削 り。内 面 ナデ。休 部外 面 にぷい橙 色 B 寵内

は外傾 す る。 輪積 み痕 。 普通

1149



計漸値毎1ラ

．＼lt棚

B（14．2）

器　形　の　特　徴

体邦からLi縁部にかけての破片　体

部は内攣しながら立ちi二がるへ　頭部

はくの字状を賢し，日縁部は外傾す

手　法　の　塙　徴

＝縁溜拒い外面横ナデ　体部外面縦

位のヘラ削り。内面ナデ　体部内0

外面輪積み痕。

胎巨色調ゆ焼成 備　　　　　　　考

P407　　　　　　　　20％

B竃内

i る。‥う i

婆 。・Ⅹ 「23．2」 体 部か ら汀縁 部震 かけ ての破 片 V′′　体 ＝縁溜掃い 外面 械 ナデ ー　体 部外 面縦 砂 粒 弓 姜石 の雲 母 P 4 09　　　　　　　 15％

12　　 土　 師　 器 B　は ．7） 部は内攣 気味 に立 ち上 が　 言 1 線 部 位の ヘ ラ削 り㍉ トキ而ナづ㌔ 橙 色 B 電内

は外反す る，二、 や や不良

を
第日9 回　　　 婆 Å ［21粛 体 部か ら日縁部 に かけ ての破 片。－、＿　体 ＝縁 部内 。外面横 ナ デ。二ム　体 部外面 中 砂粒 e 雲 母 のスコ

序 4 10　　　　 20％

13　　 土　 師　 器 B 「＝詔 部 は内攣 しなが ら立 ち上 がる 、・÷　頭部 位 縦位 のへ ラ削 、 内面 ナデ 、 リア 中央 部覆土 中層

は くの字 状 を呈 し言 二縁部 は外傾 し 灰褐 色

端部は上方につ まみ上 げられている 。 やや不 良

慧
E
B （2．5） 底部 か ら体部 にか けて の破片 。．－フ平 底。） 体 部 外 面 横 位 のヘ ラ削 り。）内面 ナ 砂 粒 0 石英 e 雲母 P 413　　　　　　　　 用％

14　　 土　 師　 器 C ［8．4］ 体部 は内攣気 味 に立 ち 上が る、二、 デ 。 にぷい 黄褐色

普通

A 竃内

甑 B （3．3、） 底 部か ら体部 にか けて の破 片 底 部か ら体 部 内 を外 面 ロ クロナ デ。二） 長イ圭雲一軒 スコリア P 4 15　　　　　　　　 5 ％

ユ5　　 土　 師　 器 C ［19．7］ は鍔状 に横方 向 に開 く。体 部は直 線 体部 下端穿 孔。二、 にぷい赤 褐色 中央部 覆土中層

的 に外傾 して立 ち上 がる。 普通

斐 A ［13．4］ 休 部か ら＝縁部 に かけ ての破 片ノ〕体 ［二i縁 部内 ・外面横 ナ デ。休 部外面縦
砂粒 石英 e 雲 粛

P 4 18　　　　　　　　 5 ％

16　　 須　 恵　 器 B （3蔚 部 は内攣 L なが ら立 ち ！二が る ∴頭部 位 のヘ ラ削 り′ノ　内面 ナデ フ 灰 白色 南壁 下壁溝璃

は くの字状 を呈 し， 「1縁 部は外 傾す 普通 新治 窯産

る。、）

圭製品観察表

別

計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 与 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 還 （g j

2 0　 巨 L　 瓦
（5・6）　　　　 抱が ”L5 日＿0ユ．2） 南東部覆土朝顔 T 9＋ 凹面凍江川迂　 凸面ナデ調整　　　 ％

金属製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 左 上 地 点　　 備　　 考

長 さ （cm）
幅 （cn－小 豆 さ （cm）

重 量 （g ）

21 鉄　　　 鎌 （12．2）
305 ！　 0・2

（19．9） 南如 －ナ璃 滴　　　　　　　　 M 壷　　　　　　　　　　　　　　　 45％

22 不明鉄製品 2．8 1．9 1．9 （6．鋸 中央部床面　　　　　　　　　　　　 M 鮮

第61号住居跡　し第．120図）

位置　調査I＿）区束乱I刃1．両：．

重複関係　本跡が第58～60号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。またタ　第2号井戸跡が本跡を掘り

込んでいるため，本跡が古い、

規模と平面形　長軸3．38111．紬柚2．3－1111の長方形である．

主軸方向　N－8－1‾－E

壁　覆土が極めて薄く床面の範囲を碓認するのみで，壁を碓認することができない

床　北部及び東部は，ローム混じりの暗褐色土で貼床している。全体的に平坦で9　よ　踏み固められている。

竃　東壁中央部を壁外へ蟻cmほど掘　込み　付設されている。規模は焚冒部から煙道部までの長さ摘紋m　両

15（〕



両袖間の最大幅80cmである。袖部は灰褐色粘土で構築されている。火床部は5cmほど掘りくぼめられてい

るが，規模は不明である。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量

2　暗褐色　灰・炭化物中量，炭化物・ローム粒子少意

覆土　覆土が薄く不明である。

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・

粘土粒子少量

遺物　土師器片26点が出土している。第121図1の土師器小皿は，南東コーナー部の床面から正位で出土して

いる。2の土師器嚢は，竃前面の床面から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土遺物から10世紀後半と思われる。

第120図　第61号住居跡

＼＝＝二⊆＝ク

2m

ト　　　1　　－－－1
0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！

ゝ山末＝ク

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿＿　i i

第121図　第61号住居跡出土遺物

第61号住居跡出土遺物観察表

l刈版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第 121 図 小　　　 皿 A　 9．6 平底 。休 部 は内攣 気 味に 立 ち上が り， Ll縁 部 か ら体 部内 ・外 面ロ クロナ デ。こ． 砂粒 ・石英 ・雲 母 P 4 20　　　　　　　 100 ％

1 土　 師　 器 B　 l，6

C　 6．4

口縁 都に 至る。 底 部回転 へ ラ切 り後，ヘ ラ削 り。 橙 色

普通

南東 コー ナー床 面

2

丑 B （3．1） 底 部 か ら体 部にか けて の破 片。平 底。 休部 外面 縦位 のヘ ラ削 り．。内 面ナ デ。 砂粒 ・雲母・スコリア P 42 1　　　　　　　 10％

土　 師　 器 C こ10．2］ 体 部 は［射 ずしなが ら立 ち 上が る。つ 底部 へ ラ削 り。 にぷ い橙色

普通

電‾前床 面

151－



第62号住居跡（第122図）

位置　調査D区中央部，D4gl区。

規模と平面形　長軸3．87m，短軸3．47mの長方形である。

主軸方向　N－10。－W

壁　壁高は20～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ65cmほど掘り込み，付設されている。規模は焚口部から煙道部までの長さ105cm，両

袖間の最大幅100cmである。袖部は灰白色粘土で構築されている。火床部は径40cmの円形で3cmほど掘り

くぼめられて，熱を受けて硬化している。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。
寵土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粘土粒子少量　　　　　　　　　3　暗赤褐色　粘土中・小ブロック多量，焼土小ブロック・
2　暗赤褐色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，焼土小　　　　　　　　　　　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム中・

ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　′トブロック少量

ピット　Plは径25cmの円形で，深さ20cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

第122図　第62号住居跡

152－

1m
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土層解説
1暗褐色　ローム粒了ヰ量，ローム小ブロック少量，

灰白色粘土粒子微量
2　褐　　色　ローム中ブロック中墓，ローム小ブロック・

焼土粒子少量

遺物　土師器片205点，須恵器片15点，灰粕陶器片2点，鉄製品5点が出土している。第123図1の土師器杯は

中央部の覆土下層から正位で，3の土師器杯は，中央部西側の覆土上層から，10の須恵器嚢は，中央部の床

面から出土している。2の土師器杯，9の須恵器蓋，11の土製品（把手か），14の鉄斧は，竃内の覆土中層

から出土している。4の土師器杯は，南東部の覆土下層から出土している。5の土師器杯，8の土師器羽釜

は竃前面の床面から，6の土師器高台付杯は東壁付近の覆土下層から出土している。7の土師器嚢は，右袖

部内から出土している。12の刀子，13の鉄釘は，北西コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。

l（

＼l

甘　口

第123図　第62号住居跡出土遺物

∴言∴．痺声‾

閻
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第62号住屠跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 穫 計測値 k扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 8 焼 成 備　　　　　　　 考

第 123 図 棒 A 13．2 底 部か ら日縁 部 にか けての破 片。 平 ［二l縁 部か ら体部 内・外面 ロクロナ デ。 砂粒・雲母・スコリア P 42 3　　　　　　　 70 ％

l 土　 師　 器 B　 3．6 底 。体 部 は内 攣 気味 に立 ち上 が り， 休部 下端手 持 ちへラ削 娠　 底 部手 持 橙色 中央 部覆 土下層

C　 5．9 汀縁部 はわず かに外 反す る。〕 ちヘ ラ削 り。 普通

2

杯 Å　 12．7 底部 か ら＝縁 部に かけ ての破 片。。平 汀縁部 か ら体 部 内 e外面 ロ クロナ デ。ニラ 砂 粒 e 長 石 ・雲 母 P 424　　　　　　　 55 ％

土　 師　 器 B　 3．6

C　 5．9

底。。休 部 は内 攣気 味 に立 ち上 が り，

日縁 部に至 る。

底 部回転 糸切 り。） にぷ い橙色

普通

電内

3

杯 A　 L12．4」 底部 か ら＝縁 細にか けて の破片 。㍉ 平 日縁 部 か ら体 部内 朝 滴再 クロナデ。 砂 粒 ・長 石 ・実 母 P 425　　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B　 3．6 底。 体 部は 内攣 気 味 に立 ち 上が り， 休 部下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部手持 橙 色 中央部 西側覆 土上層

C 「舶 」 L l縁部 はわず か に外反す る。ラ ちヘラ削 りミニ） 普通

4

杯 B （3．1ラ 底部 か ら体 部 に か け て の破 片 。 平 体 部内 e外 面 ロ クロ ナデ。 休 部 下端 砂 粒 eスコ リア・パ P 426　　　　　　　 40％

土　 師　 器 C　 5．8 底 。休部 は内攣 気味 に立 ち上が る。 手持 ちへ ラ削 り。底部 手持 ちへ ラ削

り。）

ミス　 にぷい 褐色

普 通

南 東部 覆土下層

r〇

杯 B （2．1） 底 部 か ら体 部 に か け ての 破 片 。二〕平 体部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。）底 部 ト：一極 ミ 砂粒・雲母・スコリア P 4 27　　　　　　　　 30％

土　 師　 器 C　 7．5 底。休部 は内攣 気味 に立 ち上が る。） 糸切 り後　 へ ラ削 。 にぷい褐 色

普通

竃前 床面

6

高 台 付 杯 B （4．3 ） 高台 部か ら体 部に かけ ての破 片。体 体 部外 面 ロク ロナデ。底 部高 台貼 り 砂 粒 ・石 英 ・雲 母 P 428　　　　　　　 50 ％

土　 師　 器 D　 7．2 部 は内攣 気味 に立 ち上が る。 台部 は 付 け後 ，ナ デ。内面 へ ラ磨 き。ラ　内面 にぷ い褐色 東壁付 近覆 土 下層

E　 l．6 ハの字 状 に聞 く。 黒 色処理 。〕 普通

7

I

聾 A ［18．8］ 休部 か ら r l縁部 にか けて の破片 。体 H 縁部 内 e外 面横 ナ デ。 体部 外 面縦 砂 粒 0長 石 e 雲 母 P 429　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B （8．8） 部は 内攣 しなが ら立 ち上 がる。 頸部

は くの字 状 を皇 し 「璃豪部 は外 傾す

る。：）

位 のヘ ラ削 り。 内面ナ デ。

i

灰 褐色

普通

j

竃右袖 内

8

羽　　　 釜 A　 L29．5」 体部か ら日縁 部 にか けての破 片 ミ〕体 ＝縁 部 内 ・外面 横 ナ デ。〕体 部 外 面梯 石 英 e長 石 P 4 31　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B （15．0） 部 は内攣 気味 に立 ち I二が り言 二i縁 部

に至る。体 部上 位 に鍔が付 く。

位の ヘ ラ削 り。内 面ナデ 。

［

にぷい褐 色

普 通

竃 前床面

9

蓋 A ［13．2］ ＝縁 部片 。〕頂 部 は平班 でタ　ロ縁部 内 日縁 部 内 ・外 面ロ ク ロナデ 。）外 面 自 砂粒 P 43 5　　　　　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B　「1．3） 側 に短い かえ りが付 く。ブ 然滴転 灰黄 色

普通

竃 内

10

棄 A ［24ぷ 休部 か ら［二l縁部 にか けて の破 片。体 口縁 部内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 面縦 砂粒 P 433　　　　　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （5．1） 部 は内攣気 味 に立 ち上が る。）頭部 は 位 の平行 叩 き。 内面 ナデ。 にぷ い黄橙 色 中央部 床面

くの字状 を呈 し．＝縁都 祁 は外 傾す

る。さ

普通 新治窯 産

土製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 義 （g ）

1 1 婆 の 把 手 （9．5） 2．8 2，7 （9 1．鋸 竃内 D P 76　 全面抑圧痕

金属製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 与 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 垂 音 （g ）

12 刀　　　 子 （18．0） 1．4 0．4 上は 7）北西コーナー覆土中層 M 49　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 5％

13 鉄　　　 釘 （9．7） 1．3 0．7 白 6．5）北西 コーナー覆土中層 M 50　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 5％

14 鉄　　　 斧 （7．2） 4．7 2．6 （13 5．鋸 竃内 M 5 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 40％

第63号住居跡（第12－′‥1図）

位置　調査D区中央部，Dニ1el区、

重複関係　本跡が第64号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第276～278号土坑が本跡を掘り

込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．80111，l蝕軸3．05111の長方形である、

一一　＿15∴1－



主軸方向　N一m）－E

壁　壁高は1kn了こ．外伸して立ち上がる、一

望溝　上幅は～摘cm言下幅　～5cm　深さ5cmで北壁下と東壁下の…一部で確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に、l川上∴　よく踏み出められている、

竃　北東コーナー部にA鼠　東壁中央部にB竃を確認した。Å竃は袖部の残存状態が良くないのでB竃より古

いと思われる

A竃は北東コーナー部を壁外へ郷cmほど掘　込み　付設されている。規模は焚日部から煙道部までの長

さ柑娠m　両袖間の凝太幅醐cmである。袖部は　褐色粘土で構築されている。火床部は長径5艶m　短径

25cmの楕円形に3cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤愛している。閏礫を支卿として火床部中央に埋設

して使用しているつ亜道部は火床部から緩やかに立ち上がる－＿，

B竃は東壁中央を壁外へ朝cmほど掘　込み　付設されている。規模は焚日部から煙道部までの長さ跳短堪

両袖間の最太幅85cmである。袖部はタ　褐色粘土で構築されている。袖部の補強材として土師器聾片を健用

′　　′　′・　；・く、　　　′′　　　′　　　′　　一　一　・、　′〕′ノ　ノ　　ーよ‥ノー　．

畑道部は火床部から緩やかに立ち上がる

A竃土層解説

1　暗赤褐色　粘i二粒子や廃土粒子eローム粒子少鼠
2　暗褐色　ローム粒子申鼠∴路上粒子少最
B竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子の粘土粒㌢中量
2　にぷい赤褐色　焼土太の中ブロック多量

3　賠赤褐色　焼圭二粒子や粘土粒子少量9　炭化粒子微量

4　暗褐色　灰多鼠　炭化粒子0ローム粒j二少量

∴；暗　旧　邑　炭化物・ト研一量∴　机上大・中ゾrlリシ・

粘土粒子少量

‘　　Jtl　′：一、、′．　　　　　’、　ノ′′‘ノ‘′′　　・′　′　　　　‘、　′、工．rl、一∴．了．

土層解説

1　情　FL　色　目－∴l巨・小ゾtl‥ソ・主ト一∴位「少量

炭化粒子微量

ご　暗　褐　色　し了－∴中・小ゾLJ・′ン・しトー∴粒「多量

遺物　土師器片柑点　須恵器片　点　線粕陶器片”点　灰粕陶器片　貞　義片　点　鉄製品　点が出土して

いる。第は図　8　の土師器軌　の土師器襲撃　用の土師器甑は　B竃内の覆土中から出土している。3

の土師器高台付椀タ　8の土師器嚢はタ　Å竃内の覆土中から出土している。4の土師器高台付椀は南東部の覆

土中層からタ13の緑粕陶器椀夕　且護の丸瓦は南東部の覆土下層から出土している。5の土師器高台付梶とⅢの

須恵器杯は学南西部の床面から出土している。の土師器高台付椀と蟻の銑鉄は　両壁中央付近の床面からタ

9の土師器甑は竃前面の覆土中層から出土している。且2の灰袖陶器椀は中央部北側の覆土下層からラ　蟻の刀

子は中央部の覆十中層から出上している－

所見　本跡の時期は言旧二遣物から1用‖二紀前半と考えられる．

第64号住居跡（第1211図）

位置　調査I．）区中り用；，I）・柄区

ノ云二い冥　′∴′、：；′∴－・∴－ノl、′∴、）　ノ：ノ′，′′〉、．′l・ノ′′、′・＼－jlつ・、′′・、′、／′′一、′．ノい！∴．′

規模と平面形　長軸3．50Ill、紬巨献上持111のほぼ方形である

主軸方向　N－（‾）

璧　壁高は2激mで　外傾して立ち上がる。北東部は第63号住居跡に掘り込まれ不明である。

璧湧　上幅ユ5～25cm言翻霞3～10cm言蒙さ5cmで南壁下と酋壁下の一部で確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に、印tで，踏み回められている

竃　北壁中央部を壁外へ掘り込みタ　付設されている痕跡を確認する。規模は焚口部から煙道部までの長さ

一一155…－
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第63号住屠跡出土遺物観察表

計酢値毎l） 笛　形　の　特　徴

底部から＝縁部にかけての破手寺　平

法　の　璃　徴

汀縁部から体部内e外面ロクロナデ

胎土の色調e焼成 惰　　　　　　　考

砂粒　石英＋雲母 P∠皇36　　　　　　　　40％

つ ‾‾圭二 師 器 圧　 3．6　 底、＿、体部は内攣気味に 立ち上が 軋 底部軽便 糸鋸 、 ！ i B 電内

C　は．娠　 ［二縁部はわずかに外反する。．、 普通

杯 Å ［l幻1 「体部から汀線部にかけての破片、＿　体 汀線部から体部外南口グロナデ、内 長石・雲母・パミス P 437　　　　　　　　 20％

2　　　 －－－i二　師　 器 B 再 ．、） 部は内攣気味に立ち上が り，主音縁部 面へラ磨 獣　 内面黒色処理。． 浅黄橙色 B 竃内

に至る。
ま

普通

高 台 付 椀 Iう（張り 「高台部から体部にかけての破片。体 体部外南口タロナデ、ニ　底部高台貼り
j長鉦 雲母

P 439　　　　　　　　 55％

3　　　 ＿L　 師　 器 I〕　 8．6　 部は内攣気味に 立ち l二がる∵　台部は 付け後，ナデこ　内面へラ磨 き　 底部 にぷい黄橙色 Å電内

E　 ユ．3　 ハの字状に開く〕
！

外面へラ記号。）底部内面線刻こ、 普通

高 台 付 椀 B 上げ）「高台部から休部にかけての破片二　体 体部外海口クロナデ。底部高台貼 り 砂粒 パミス・黒色粒 P 4 40　　　　　　　　 30％

4　　　 土　 師　 器 D　 6．9　 部は内攣気味に立ち上がる。二　台部は 付け後，ナデ。内面へ ラ磨 き。ム二　内面 にぷい黄橙色 南東部覆土中層

E　 l．0　 ハの字状に駆‖∴ 黒色処理（′） 普通

高 台 付 椀 Iう「揃う 「高台部か ら体部の破片。二　台部は短 く 体部外南口タロナデ．．ノ　底部高台貼 り 長石 P 45ユ　　　　　　　　 20％

土　 師　 器 D　 7．0　 ハの字状に開く。ノ 付け後，ナデ。内面へラ磨き∴　内面 にぷい黄樟色 南西部床面

E　 O．8 黒色処理。） 普通

高 台 付 椀 Å ［16．0］ 高台部から＝縁部にかけての破片 目線部から体部内e外面ログロナデ。二．

底部高台貼り付け後き　ナデで．ン

i砂 粒 や石英 ・雲母

にぷい黄橙色

普通

i

P ∠皇50　　　　　　　　 35％

6 線 器

i　 ～

B　 6．6　 体部は内攣気味に立ち上が恥，＝縁

I＿〕L＆親　 部はわずかに外反する。こ　吾郎はハの

E　 i．8　 字状に開く。二〕

西壁中央床面

藍 Å ［ユ捕り 「体部から日縁部にかけての破片．。体部 頸部内も外面横 ナデ。体部外面縦位 長石受持かスコ当ア P 4 41　　　　　　　 20％

7　　　 土　 師　 器

［

B （8．の　 ほ内攣 しながら立ち上がり，頭部はく のナデ。＝）内面横ナデ。ニ B 竃内

の字状を呈しラ　＝縁部は外傾するこ′ 普通

婆 B （9．7．） 体部から頭部にかけての破片告　体部 体部外面中位へラ削 り，内面ナテ㌧ 砂粒9雲母のパ ミス P 44 3　　　　　　　 25％

8　 仁 師 器

I

iほわずかに外反して立ち脱 －張 り出し部へラ削 り。つ

i普通　　　　　　　 …

A 竃内

［ ； i ！ ［普通 ！

9

甑 B （6廓 底 部か ら体部 にか けての破 片っ　休部 底 部 内 も外面 横 ナ デ。′）体部 外 面縦位 砂粒 ・雲母 4パ ミス ㌘冬44．　　　　　　　 5％

i二　 師　 器 C ［蟻ぷ ば 内攣 しなが ら立 ち上が るく。底 部 は の ヘ ラ削 り∴　内面 ナデ、”ノ まう電 前覆 土中層

鍔状 に横 方向 に閃 くノ　休 部下端 に外

面か ら穿孔 。ニ

普通

＝）

甑 B （10．1j 底部 か ら休 部 にかけ ての破 片。 多孔 休部 外面 中位 縦位 のナ デ， ド端横位 石 英 P 445　　　　　　　 10 ％

土　 師　 器 C L14．9］

i

式 。ノ　休 部 は外 傾 して立 ち上が る。） のへ ラ削 り㌔　内面横 ナデ ノ

やや不 良

B 寵 内

H

杯 B （2．5） 底 部か ら休 部に かけて の破 片。－⊃平底 。 体部 内 e外 面 ロ クロ ナデ 。）体 部 下端 砂粒 eスコ リア P 457　　　　　　　　 用％

須　 恵　 器 C ［7．0］ 体 部 は 直 線 的 に外 傾 して 立ち 上 が 手持 ちへ ラ削 り。．底 部手持 ちへ ラ削 黄灰 色 南 西部床 面

る。 り。二） 普 通

12

椀 B （1．7） 底 部破 片ノ　平底。）台部 は三 甘酢 l太を 底 部 ロ クロナ デ。底 部高台 貼 年付け 胎土 ：灰圭 1色 P 4 46　　　　　　　　 5％

灰 袖 陶 器 D ［7．7」

E　 O．6

呈 すさ。 後， ナデ。＿こ， 紬調 ：灰オリーブ色

普通

中央部北 側覆土 下層

13

椀 B　「ほ） 底部破 片 。平底 。台 部 はハの 字状 に 底 部 内 e外面 ロク ロナ デ。 底 部高 台 胎土 ：灰 白色 P ∠皇4 7　　　　　　　　 5％

線 粕 陶 器 D　 L 7．41 開 く。 貼 り付 け後 ， ナデ 。高 台部 内 ・外 面 軸調 ：灰オリーブ色 南東 部覆 土下層

E　 O．7 ！鰍 ＝ノ 良好 近江 産

士製品観察表

、、 AI＿．ふ 托　 言　　 計　　 測　　　 値 巨 ろ 二｝二地 点　 巨 …音　　 考

服 つ 橡　 別 区 議 ） 幅 （cm） 厚 さ （C扉 重 量 （g j

14　 巨 L　 瓦　 （5・2j
（柏餅 1．8 （111．0）

南東部覆土下層　　　　 巨 1日 摘 加 東凸面ナデ調整　 5％

金属製品観察表

別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　土　地　点　　　　　　　　　 備　　　　　　　　　　　 考長さ km車 齢 cmj　 厚 さkmH 重畳 （g）

ユ5　 巨失　 鉱 り抽　　 可　 0可 （融 絡 洩 付近床面　　　 巨壬52　　　　　　　 90％

16　 巨ブ　 可 （14可　 1・6 ！ ・5 日 37・2ラ再測 覆土欄　　　　 恒 4　　　　　　　 90％
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（110cm），両袖間の最大幅（90cm）である。袖部は，褐色粘土で構築されている。火床部は不明である。

煙道　部は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土屑解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土小ブロック少量

2　黒褐色　灰・粘土粒子多量（2～5mmの灰層と褐色粘
土層が相互に堆積している）

3　褐灰色　灰多量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック中量

覆土　単一層であり，ロームブロックが不均一な堆積をしているので，人為堆積と思われる。
土層解説
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

遣物　土師器片278点，須恵器片15点，鉄製品1点，土製品7点が出土している。第126図16の土師器台付皿は

南西部の覆土下層から，19の須恵器高台付杯は南西部の覆土中層から出土している。17の土師器甑は，南壁

付近の覆土下層から出土している。18の須恵器杯は西壁中央の覆土下層から出土している。21の管状土錘は

北西部の覆土下層から出土している。23の不明鉄製品は西壁中央の床面から出土している。22の凹石は中央

部の覆土中層から出土している。20は須恵器聾の休部片で，外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀中葉と考えられる。18の須恵器は三和町の三和窯産である。19の須

恵器は岩瀬町の堀ノ内窯産である。

．

［　　　　l

・二　三こ　こ．二　二弓‾　71

°　　　　．二　　　　　23

第126図　第64号住居跡出土遺物

第64号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第 126図 台　 付　 皿 A ［12，6］ 底部か ら口緑 部 にか けての 破片 。平 口緑 部か ら休 部外面 ロクロナ デ。底 長石 P 452　　　　　　　 30 ％

16 土　 師　 哲語 B （3．2） 底 。休 部 は直線的 に外 傾 して口縁 都 部 高台貼 り付 け後， ナ デ。内 面へ ラ にぷ い橙色 南西部 覆土 下層

C （1．0） に至 る。台部 はハの 字状 に開 く。 磨 き。 普通

17

甑 B （2．6） 底 部か ら休部 にか けて の破 片。休 部 休部 外面 横位 の ヘ ラ削 り，内面 横ナ 砂粒 石英・雲母・パミス P 4 55　　　　　　　　 5％

土　 師　 器 C ［15，4］ は内攣気 味に立 ち上が るリ　多孔式 。フ デ。底 部へ ラ削 り。 底部 線刻。 にぷい橙 色

普 通

南 壁覆 土下層

159－



士製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 ‥ 二 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm） 孔 径 （cm） 重 義 （g ）

2 1 管 状 土 錘 （3．3） 1．2 0．3 （4．2）北西部覆土下層 D P 77　　　　　　　　　　　　　　　　 85％

石製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm．） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

2 2 凹　　　 石 6．1 7．4 2．6 1∠ま1．4 安　 山　 岩 中央部覆土中層 Q 4 1

金属製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 1 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

23 不明鉄製品 （13．3） 1．0 0．6 （17．0）西壁中央付近床面 M 5 5　′”一一一部木片付着

‥－　　　　　　　－　　　　－　　　－　－

第127図　第65号住居跡

2m
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＿160

第65号住居跡　し第127図）

位置　調査D区中央部，D3d9区。

規模と平面形l軒半分が調査区域外へ延びてお

り，南北3．25m，東西（土64m）で，平面形は

不明である。

主軸方向　N－10じ－W

壁　壁高は14～19cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～20C恥．下幅2～10cm，深さ3cm

で，南壁下と東壁下の一部で確認する。断面

形はU字形である。

床　全体的に平Ⅲで，よく踏み回められているこ、

竃　北壁中央部に焼土の堆積と粘土塊が見られ

るので，調査区域外にあるものと思われる。

ピット　Plは径20elllの円形で，深さ22cmであ

る。出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・
粘土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量



遺物　土師器片52点，須恵器片3点，縄文土器片1点が出土している。住居内全体から細片で出土している。

縄文土器片は流れ込みである。

所見　出土遺物が細片であり時期を決定するのが難しいが，遺構の形状から平安時代と思われる。

第66号住居跡（第128図）

位置　調査D区中央部，D3eo区。

重複関係　本跡が第64・67号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第268・270号土坑が本跡を

掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸2．50mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅13－20cm，下幅4～10cm，深さ5cmで南西部を除いて確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁中央部を壁外へ60cm掘り込み，付設されている。規模は焚口部から煙道部までの長さ100cm，両袖間

の最大幅90cmである。袖部は，にぷい褐色粘土で構築されている。両袖の内側に径10cm，長さ25～30cmの

円礫が補強材として埋設されている。火床部は径35cmの円形に5cmほど掘りくぼめられ，中央部に円礫が

支脚として利用されている。煙道部は火床部から垂直に立ち上がる。

2m

ト　　＿　；　　　！

第128図　第66号住居跡
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竃土層解説
1　暗褐色　粘土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土中・小ブロック多量，

焼土小ブロック中量

竜袖断割土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子少蛋
2　にぷい褐色　粘土粒子多量

3　暗褐色　粘土粒了ヰ量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

覆土　単一層であり，ロームブロックが不均一に堆積しているので，人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中童，炭化物少量

遺物　土師器片98点，須恵器片14点，鉄製品1点，土製品2点，鉄棒2点，円礫16点，縄文土器片1点が出土

している。第129図1の土師器杯は竃左側の床面から正位で出上している。2の土師器杯は中央部の覆土中

層から出土している。3の土師器杯は，竃内の円礫の支脚上から逆位で出土している。4の土師器杯と5・

6の土師器栗は，竃内の覆土中から出土している。7・8の管状土錘は竃前面の床面から出土している。9の

刀子は，竃内から出土している。鉄淫は，流動淳1点（10g），含鉄津1点（5g）が中央部の覆土中層から出

土し，流れ込みと思われる。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀末から10世紀初頭と考えられる。

㊥　　◎

－1＿二．土言：

／

直⊥三ク4

価

第129回　第66号住居跡出土遺物

第66号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 12別項 杯 A lO，5 目線 部一部 欠損 。平 底。休 部は 直線 口縁 部 か ら体 都内 ・外面 ロ クロナ デ。 長石 P 46 1　　　　　　　 9 5％

1 土　 師　 器 B　 3．3

C　 6．0

的 に外 傾 して日録 部に至 る。 底部 回転 糸切 り。 にぷ い黄橙色

普通

電左 床面

2

珂こ A ［15．7： 底 部か らロ縁 都 にか けての破 片。 平 Fl 縁 部か ら休 部外 面ロ タロナ デ。体 砂 粒 ・雲母 ・黒 色粒 P 462　　　　　　　　 4 5％

士　 師　 器 B　 4．5 底 。 休部 は 内攣 気 味に 立ち上 が り， 部下 端手 持 ちへ ラ削 り．。．内面へ ラ磨 にぷ い黄 橙色 Lrl央 部覆土 中層

C　 6．6 口縁部 はわず かに外 反す る。 き。底 部 回転 へ ラ切 り。 内面黒 色処

理．。

普通

162一



航 鵬 十 洋　 種 ト服 血
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 4色調 e焼成 備　　　　　　　 考

第129図　　　 杯　　　 A ［9五 底部から目線部にかけての破片、二　体 汀線部か ら体部内甥摘再 クロナデ：‥ 砂粒・長石e黒色粒 P 463　　　　　　　　 35％

3　　　 土　 師　 器　 B　 3．0 部は内攣気味に立ち上が りサ 竃内

C ［4ぷ はわずかに外反する。、 普通

杯　　　 A H5．0］ 底部から＝縁部にかけての破片÷　平 ＝縁部か ら体部外面ログロナデ。、体 砂粒・雲母ぜ黒色粒 P 舶8　　　　　　　　 20％

4　　　 土　 師　 器　 B　 3．7 底ジ　体部は内攣気味 に立ち ［二が 娠 部下端手持ちへ ラ削 り。内面へラ磨 にぷい橙色 電内

C L 8．4〕 ＝縁部に至る、） き。底部手持 ちへラ削 り÷ 普通

婆　　　 A ［21圭 休部か ら＝縁部にかけての破片。体 ＝縁部内。外面横ナデ。体部外南中 砂粒・長石・黒色位 P 464　　　　　　　　 20％

〇　　　 土　 師　 器　 B　C12．5） 部は内攣 しながら立 ち上が り，日縁 位縦位のヘラ削 り。－ニ　内面ナデ＼二 橙色 竃内

部は外反する。．。 普通

斗 体部から＝縁部にかけての破片。体 日露淵錘年外面横ナデ。＝　体部外面申 砂粒・雲母・パミス P465　　　　　　　 15％
部は内攣気味に立ち上がり，＝縁部
部は外反する。

位縦位のヘラ削り。内面ナデ。フ にぷい赤褐色
普通

竃内

土製品観察表

図版番号

言　 計　　 測　　 値 i 出 土 地 点　 日 置　　 考

種　 別 恒 （。m中 畑 cm中 L 径 （cm ）

7 3．1
［　 0．8

0．2
i （2．0）庖 前床面　　　　　 序 p 78　　　　　　 95％

8 （2．3、） †．り 0．2 （1．7）
電前床面　　　　　 恒 79　　　　　　　 95％

金属製品観察表

＿　　　　＿＿l∵……

第67号住居跡（第1：細、舶

位置　調査I．、）区中央部、I、）31’0区一

重複関係　本跡が第（う8－号住Il朋亦を捕り込んでいるため，本跡が新しい，、また．第（う（昌子仕万引称，第270・280、

282号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸廿去）111、短触甜0111のほぼ方形であるこ，

主軸方向　N－1千㌧1・1’

壁　壁高は32日11で，外伸して立ち上がる、

壁溝　上幅15－20cm∴翻融～10cm言深さ5棚で北東部を除いて確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦でタ　よく踏み固められている。

竃　北曜中り周；を哩外へ25ml握り込み、付設きれている、規模は焚＝部から煙道部までの長さ125（、111．1両袖間

の最大幅105cl11である．袖部は，灰白色粘上で構築されている：火床部は長径40cnl，短径2OL：111の楕円形に

1（冗111ほど握りくぼめられ，熱を受けて赤変している、煙道部は火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる．、

竃土層解説

1　灰褐色　ローム粒子中毒L　ローム小ブロック
灰白色粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック中量

3　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，粘土小ブロック微量
4　赤褐色　廃土小ブロック・焼土粒子多量
5　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量

ピット　2か所（Pl・f）汗I〕1は律25elllの円形で．深さ15enlである、出入［1施設に伴うど、ソトと考えられる、、

P2ほ径50cmの円形でタ　深さ25cmである。性格は不明である。

覆土　5層からな星　ロームブロックを局部的に含有して堆積しているので．人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　紡作土

2　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子多量，
粘土太。中ブロック中量

3　暗褐色　ローム中の小ブロックのロトーム粒子ゆ中農，

炭化粒子・粘土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，廃土粒子少量



上。6．。m　可

第130図　第67・68号住居跡
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遺物　土師器片466点，須恵器片48点，灰粕陶器片4点，土製品2点，鉄製品2点，円礫19点，縄文土器片3

点が出土している。第131図1の土師器椀，7の須恵器杯は南東部の覆土中層から出土している。2の土師器

杯は南西部の覆土中層から出土している。3の土師器椀は，竃左側の床面から出土している。4の須恵器杯

はP2の覆土中から，5の須恵器杯は南東コーナー部の床面から，6の須恵器杯は北東部の覆土中層から出土

している。8の須恵器杯は北東部の覆土中層から出土している。9の須恵器高台付杯は竃内の覆土上層から

出土している。10の須恵器蓋は東壁中央の壁溝上から横位で出土している。内面を硯として転用している。

11の土製紡錘車は中央部西側の床面から，12の鉄鎌は東壁近くの床面から出土している。縄文土器片は流れ

込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀前葉と考えられる。8の須恵器は栃木県宇都宮市の宇都宮窯産であ

る。

第131図　第67号住居跡出土遺物

第67号住居跡出土遺物観察表

．

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

は　　　　　　」　　　」＿＿＿　　i

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　　　　　　 考

第131図 椀 B（5．7）底部から休部にかけての破片。平底。体部内・外面ロクロナデ。休部下端長石 P469　　　　　　　 30％

1 土　師　器 C　7．6 休部は内攣気味に立ち上がる。 回転へラ削り。内面へラ磨き。底部橙色 南東部覆土中層

回転糸切り後，回転へラ削り。内面

黒色処理。

普通 底部外面墨書

－165



図版番号 器　　 種 計測値k 扇 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 縮 特 徴　 中 臣 色調 潮 茂 備　　　　　　　 考

第131図

2

杯

土　 師　 器

B （2．1）

C ［6．41

底部か ら体部にかけての破片。ラ平底。′、 体部外而ログロナデこ内面へラ磨き、ム） 砂粒の石英・黒色粒

体部は内攣気味に立ち上がる。、　　 底部 ′司転糸切 生　 内面黒色処理。二、

P 470　　　　　　　 10％

南西部覆土中層

普涌 体部外面窯二重

′）J

椀 Å 14．4 r二ま縁 部－′〃′－A部 欠接。ラ　平底 。．ん、体 部は 内攣 ＝縁 部か ら体部 外海 口 クロナデ 。体 長石 P 4 73　　　　　　　　 95％

土　 師　 器 B　 6．4 気 味に立 ち I二が り， ＝縁 部に至 る。′、 部 材 紅手持 ちへ ラ削 り。内 面へ ラ磨 にぷ い橙 色 電 左側床 面

C　 7．0 き。フ　底 部静 止糸切　 後　 手持 ち√＼ラ

削 軒一　内面黒 色処理 。。

普通 底 部外 面「邁瑳」墨書

4

杯 A 12．8 口縁 部一部 欠損 。㍉ 寺笑底。）体部 は直線 甘縁部 か ら体 部 内朝 滴 恒 クロナ デ。 砂粒 き石英 P 475　　　　　　　　 95 ％

須　 恵　 器 B　 3．8 的 に外 傾 して 立 ち上 が り十‡縁 部 に 休 部下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部回転 黄灰色 P 2内覆土 中

C　 7．0 至 るくム） ヘ ラ切 り後， ヘラ浄付し 良好 新治 窯産

5

杯 Å 13．1 ＝縁部　 一部 欠・損 二　平 底。‥う　体 部 は直線 昔縁 部 か ら体 部内 ∵外商待㌢タロナデこニ 砂粒 ・石 英 e長 石
i
I）476　　　　　　　 90％

須　 恵　 器 B　 4．0 的に外 傾 して立 ち上 が り言 璃豪部 に 休部 下端 手持 ちへ ラ削 り〔底潮ト 方 褐 灰色 南 東 コーナ ー床面

C　 7．6 至 る。 向へ ラ削 り。⊃ 普 通 新 治無 産

6

杯 A ［13．11 底 部か ら目線 部 にか けての 破片 ∴ 平 ＝縁 部か ら体部 内 。外 面 ロク ロナデ。”ノ 砂粒 ・石 英・雲母 P 4 77　　　　　　　　 55％

須　 恵　 器 B　 3．8 底 。二ュ　体部 は濱 線 的に外 傾 して立 ち上 底 部 回転 へ ラ切 り後 ， 底 部側 面ナ 灰黄 色 北 東部 覆土中 層

C　 7．8 が り言 1 縁 部 に至 る。） デ。 普通 新 治無産

7

杯 A ［12．1」 底 部か ら日縁 部 にかけ ての破 片。 平 日縁部 か ら体 部 内 ・外 面 ロク ロナデ。＿） 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 47 8　　　　　　　 4 5％

須　 恵　 器 B　 a 8 底。）休部 は直線 的 に外傾 して立 ち＿i二 体 部下 端手持 ちへ ラ削 り。）底部 回転 南東 部覆 土中層

C　 7．∠ま が 娠　 ＿＿首縁 部 に至 るJ＝ノ ヘ ラ切　 後　 へ ラ削 、、ノ 灰黄褐 色 底部 外面 「冨棒□」墨書

普通 新治 窯産

8

杯 A ［13．2］ 底部 か らH 縁部 にか け ての破 片。平 日縁 部 か ら体 部内 e外面 ロ クロナデ 。ノ
く P 479　　　　　　　　 20 ％

須　 恵　 器 B　 4．0 底。ラ　休 部 は直線 的 に外傾 して立 ち上 底 部回転 糸切 り後 含　底部 側面 回転へ オ リーブ黄色 北 東部 覆土 中層

C ［7．4］ が り， ＝縁部 に至 る′、つ ラ削 り。∴＿． 普通 宇 都宮 窯産

9

高 台 付 杯 B （3．2j 高台部 か ら休 部 にか けて の破片 二‥、体 体 部内 ・外 面 ロ クロ ナデ 。底 部 高台 砂 粒 ・黒 色粒 P 482　　　　　　　 15％

須　 恵　 器 D ［12．0］ 部 下端 に明 瞭な稜 を持 つr－）台部 はハ 貼 り付 け後 学　ナ デ。二． 灰 色 竃 内

E　 l．2 の字状 に開 く。ニラ 普 通

－　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1　　－　　1

士製品観察表

別 i 径 。。m）計 藷iけ　　　　　　 値 巨 与 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 孔 径 （cm）

11 i紡 錘 可　 は 8］
1．5 0．5 （16．4） 中央部西側床面 D P 80　　　　　　　　　　　　　　　　　 70％

金属製品観察表

Ill‾‾＿＿‾＿＿lIl‾l‾　＿II＿　lll＿　‾

第68号住居跡（第、130図1

位置　調査D区中央部　D漁区。

重複関係　第67号住居跡，第22202710281号士坑が本跡を掘り込んでいるため資　本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．20111，短軸ユ00111で．平面形は隅九方形と思われる一

主軸方向　N－　‾－E

壁　壁高は15elllで．外傾して立ち上がるつと東部が第67射日朝亦に裾年込まれ不明である、、

壁溝　上幅25～30cm，下幅3～5cm，深さ5cmで芦　北東部を除いて確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に平川で．踏み回められている

竃　北壁中央部を壁外へ掘り込み，付設されていた痕跡を確認したが，第281号士坑に掘り込まれ不明である。

l（う（う



ピット　Plは径30cmの円形で，深さ30cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中・

小ブロック・粘土粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

遺物　土師器片171点，須恵器片17点，鉄製品2点，鍛治淫1点（25g）が出土している。第132図13の土師器杯

は竃左側の床面から正位で出土している。14の土師器杯は竃前面の覆土下層から出土している。15の土師器

高台付杯は，竃右側の覆土下層から出土している。16の須恵器杯は中央部の床面から逆位で出土している。

17の須恵器蓋は北東部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀前葉から中葉と思われる。16の須恵器は栃木県宇都宮市の宇都宮窯

産である。

第68号住居跡出土遺物

第68号住居跡出土遺物観察表

ニ′／／／‥二′て

て、、＼

‘‾‾－、こ＼

．、ヽ

・・‘・‘璽恕・込

．感罪軍魯1ttth一

、、‾叫祖曳ふ山’‘．、‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「‥一一　　　　　］

細目振番一号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　　　 考

第132図 杯 A 13．4 底部から口緑部にかけての破片。平口縁部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・雲母 P484　　　　　　　 60％

13 土　師　器B　3，8

C　6．1

底。体部は内攣気味に立ち上がり，

口緑部はわずかに外反する。

底部回転糸切り。 にぷい橙色

普通

奄左側床面

14

杯 A［14．7］底部から目線部にかけての破片。平「1縁部から体部内・外面ロタロナデ。砂粒・長石・雲母・P485　　　　　　　 20％

上　師　器B　3．0 底。休部は内攣気味に立ち上がり，休部中位手持ちへラ削り。底部回転スコリア 電前覆土下層

C［7．0コ口縁部に至る。 糸切り。 にぷい橙色　普通

15

高台付杯A［9．2］底部から目線部にかけての破片。体口縁部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・石英・雲母 P487　　　　　　　 10％

上　師　器B（2．1）部は内攣気味に立ち上がり，「1線部面へラ磨き。底部高台貼り付け痕っ明赤褐色 寵右側覆土下層

はわずかに外反する。高台部剥雄。内面黒色処理。 普通

16

巧こ A［15胡休部から口緑郎にかけての破片。平口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・黒色粒P490　　　　　　　　 45％

須　恵　器B　3．7 底。体部は直線的に外傾して立ち上休部下端回転へラ削り。底部回転糸灰色 中央部床面

C［9．4］がり，口緑部に至る。 切り後．回転へラ調整。 普通 宇都宮窯産

17

蓋 A［14．0］口縁部破片。口緑端部にわずかなか天井部付近回転へラ削り。口縁郎横砂粒・石英 P492　　　　　　　　 5％

須　恵　器B（2．3）えりが付く。 ナデ。， 暗灰黄色

普通

北東部床．廊

第69号住居跡（第133図）

位置　調査D区中央部，D3e8区。

重複関係　本跡が第267号土坑を掘り込んでいるため，本跡が新しい。中央部を南北に私道が走り，調査区域

外となっている。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸5．10mのほぼ方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

1－167



壁溝　上幅15～20cm　下幅　～7cm　深さ用cmで　調査区内を全属する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

囁　形状から調査区域外にあると思われる。

ピット　2か所（PleP2）。Plは径40cmの円形で言栄さ26cmである。P2ほ径45cmの円形で言策さ24cmである。

いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子多量，

ローム中ブロック微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量
7　極暗褐色　ローム粒子中量
8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片102点，須恵器片10点，灰稚陶器片1点，鉄製品2点，石製品1点，縄文土器片2点が出土し

ている。第134図1の土師器杯は北東部の覆土中層から出土している。2の土師器鉢は北東コーナー部の床

面から正位で出土している。3の須恵器杯は，西壁中央部の覆土下層から出土している。4の須恵器鉢は，

東壁中央部の床面から出土している。5の須恵器婆，6の切子玉は南壁東寄りの覆土下層から出土している。

5の須恵器婆は硯に転用されている。7　88の不明鉄製品は中央部東側の床面から出土している。縄文土器

片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から8世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　2m

」ふ二二二ヒ二二二二』

第133回　第69号住居跡
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69号住居跡出土遺物

第69号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2cm

！；！0

8二

⊂）

CT

10cm

」　　＿i i

lx日仮解り・帯　　締計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎　ト色調・焼成備　　　　考‘

第134図林A　＿12．41底部からIl緑部にかけての破Jl．、Iそ日縁部から体部内・外l而ロクロナデ．っ砂粒・仕掛雲母P494　　　　　　20％

11二　師　語語B　　2．1底。．体狛ま内苧・賛気味に立ち上がり，休部「端f持ちへラ削り．底部手持橙色」ヒ血判減圧中層

C　　7．011縁部に至る ちヘラ削り、 普通

2

鉢A　LI7．8」底部からll縁部にかけての破片　It日縁邪から体郡内Irrけデ　外Irll軌位砂粒・雲け・パミスP．493　　　　　　70％

上　帥　器B　　6．8底。．体部は内野気味に立ち上がり，のヘラ削り　内面・日録部外面へラにぷい橙色（内橙色）北東コーナー床l山

C　lO．2［1緑部に賓る 磨きハ　底部手持ちへラ削り普通

3

杯B（3．5）底部から体i‘制二かけての破片∵7用L体部内・外面ロクロナデ、体酢卜‾端f砂粒・長五パミスP496　　　　　10％

須　恵　器C［681休部はL【．】：線的に外傾して立ち1二が持ちへラ削り　底部f持ちへラ削肘天色西嘩中央鞍上卜層

るノ り 普通堀ノ内窯産

′1

鉢A［30，0］底部から日紹淵；にかけての破Jlll体I協部内・外面横ナデニ　休部外面横位砂粒・長五イ英P497　　　　　　40％

須　恵　器B　16．1郡は内攣気味に立ち上がり．目線部の、lモ行叩きご　休部ド端へラ削り′、底褐灰色東壁11リミ床面

C　二15．6］は外反する 部へラ削l）、 普通新活無産

こ1

丑B（12．2）休部Jl‘休部は内攣朱味に、：たち上が体部外［柄椚－tの、「行叩きll内l両国1姜イr P498　　　　　　　5％

須i恵　語語る、 心IIJ、11てハ痕 灰色

普通

l糾糾津川鞍上「屑

内「仙転用硯

石製品観察表

I叫板 番 り・ 椎　　 別

lH　　　　　 測　　　　　 値

イr　　 質 川　 上　 地　 ノ！－ 備　　　　　 考

長 さ（cm） 経 （cm ） 1 L径 （cm ） 番 量接 ）

6 切　 f一　 に 2．7 1．6 0．5 （ 7．9 ） 水 晶 南 哩 東 寄 り 複 「 F 層 Q 43　　　　　　　　 90 ％
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金属製品観察表

I礼 板 番 弓一 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　 一上　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

7 不 明 鉄 製 品 （ 7．0 ） 5．0 0．6 （10．7） 中 央 東 側 床 面 M 58

8 不 明 鉄 製 品 （ 6，5 ） 1．2 0．9 （2 1．2 ） 中 央 東 側 床 面 M 59

第70号住居跡（第135図）

位置　調査D区西部，D3f7区。

重複関係　第226号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸2．0mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－6。－W

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅5－15cm，下幅3－5cm，深さ10cmで全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ15cmほど掘り込み，付設されている。規模は焚口部から煙道部までの長さ90cm，両袖

間の最大幅70cmである。袖部は灰褐色粘土で構築されている。火床部は長径55cm，短径35cmの楕円形に5cm

ほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変している。煙道部は火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい赤褐色　灰褐色粘土粒子中鼠　焼レ」、ブロック・ローム　　3　晴　赤　褐　色　焼土粒子多星，焼レ小ブロック・炭化粒子中量，

小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土粒子・灰少‾最
2　褐　灰　色　粘土粒子多呈，尿褐色粘上′トブロック中星，焼

1二小ブロック・焼土粒子少呈

第135図　第70号住居跡

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l i＿　＿＿＿　l

2m

ト一一一一一一一一一1－－－－」
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ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径20cmの円形で，深さ15cmである。出入Lj施設に伴うピットと考えられる。

P2は径25cmの円形で，深さ16cmである。性格は不明である。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子多量，ローム′トブロック中量

ローム粒！・多量，ローム人ブロック中一礼　鮎土

粒！・少一昼∴　炭化粒√微局

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遣物　土師器片55点，須恵器片5点，鉄製品2点，縄文土器片4点，石器1点が出土している。第136図1の

土師器杯は竃右側の床面から正位で出土している。2の土師器杯は中央部の覆土中層から出土している。3

のスクレイパーは南壁東寄りの覆土下層から出土している。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遣物から8世紀前葉と思われる。

『：＝‥「

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「一一十－一一一I

第136図　第70号住居跡出土遺物

第70号住居跡出土遺物観察表

l刺 板番 リー 器　　 椎 汁測値（cm） ぷ　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎　 ト 色調 ・焼 成 備　　　　 考‘

約 136 上期 杯 A 「12．4］ 底 部 か ら日縁 紬 二か けて の破 片 、ト 日縁 部 か ら休 部外 面 ロ クロナ デ ．体 砂粒 ・イJ英 ・雲母 P 499　　　　　　 30 ％

1 上　 伽j　器 B　　 3．2 底　 休 部 は内 轡 気 味 に 、‘1二ち 上が り． 酢 Il位：か ら 卜端 手持 ちへ ラ削 りノ　内 にぷ い橙色 電イi側 昧 Irlf

C　　 7．0 ［磯 部 に圭る 、 l雨へ ラ磨 き　 底 部 手持 ち へ ラ削 り

両 l雨11、草色処 理

普通

2

林 A ［13．5］ 休 部か らI I縁 狛 二か けて の破 Jl，‘′　体 l l縁 部 lノ車外 面 ロク ロナデ ニ 砂粒 ・石 英 ・雲 母 P 50 0　　　　　　　 5％

上　師　 帯 B （3．1） Jll は 内 轡気 味 に 一十ち 上が り， 目線 部

はわず か に外反す る

楕 色

普通

中火部 覆 上中 屑

石製品観察表

図 版満 ぺ 一 種　　 別
，目　　　　　 測　　　　　 植

イr　　 fノf 出　 上　 地　 ノ1－ 備　　　　　 考‘
長 さ（cm ） 幅 （clu） 卑 さ （cm ） 酎 一I二（g ）

3 ス ク レ イパ ー 5．9 3．6 1．1 18 ．3 チ ャ ー ト l紳 慣 東 寄 り 頂 上 卜屑 Q 44

第71号住居跡（第137図）

位置　調査D区西部，D3g2区。

重複関係　本跡が第72号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸2．50mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－5。－W

壁　壁高は45－50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅20～25cm，下幅5－10cm，深さ5cmで，全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平粗で，踏み固められている。

171



竃　北壁中央部を壁外へ60cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ105cm，

両袖間の最大幅130cmである。袖部は灰白色粘土で構築されている。火床部は長径50cm，短径40cmの楕円形

に5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて硬化している。煙道部は，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい赤褐色　灰白色粘上粒子中量，焼土粒子・1天白色粘土

小ブロック少量

2　灰　褐　色　灰白色粘土小ブロック・粘土粒　ヰ量　焼L
粒子・ローム粒了一微量

3　暗褐色　灰白色粘I湘子少量，焼上粒トローム粒子・粘
土小ブロック微量

4　黒　　色　炭化粒子多量，焼土粒子微量
5　暗赤褐色　焼士粒子中鼠　炭化粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径25cm，短径15cmの楕円形で，深さ10cmである。底部に灰白色粘土が張り

付けられており，何かを置いたピットと思われる。P2は長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ10cmの胴犬

である。性格は不明である。

覆土11層からなり，自然堆積である。

土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒f・多旨，ローム小ブロック少量，焼t粒

r一・炭化粒子微量

2m

［ここ－十一一一一一「∃

第137図　第71号住居跡

172

3　褐　色　ローム粒丁一多冒二，灰白色粘二上粒子中量

4　灰褐色　灰白色粘土粒子多量，焼土小ブロック・ローム′ト

ブロック微量

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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5　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中一礼　焼寸二
粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒rヰ童，焼上′」、ブロック・炭化物・ロ
ーム小ブロック微量

7　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼上小ブロック・灰イ1
色粘L粒子微量

8　褐　　色　ローム′トブロック多量，炭化物微量
9．黒　褐　色　灰白色粘土粒子少鼠　ローム粒子微量
10　褐　　色　ローム粒チ中量，ローム中ブロック・粘土′トブ

11褐
ロック・粘土粒子少量，炭化物微：量

色　ローム粒！・多量

遣物　土師器片173点，須恵器片20点，鉄荏1点，土製品1点が出上している。第138図1の土師器杯は中央部

の覆土中層から出土している。2の土師器杯は東壁中央部の覆土下層から出土している。3の土師器聾は中

央部の床面から，4の土師器嚢は中央部の覆土下層から破片が散在するように出土している。5の土師器嚢

は中央部の覆土上層から出土している。6の須恵器杯は西壁中央部の覆土中層から出土し，9の管状土錘は

南壁中央の床面から出土している。7の須恵器蓋は，南西コーナー部の覆土上層から出土している。8は須

恵器嚢の休部片で，外面に横位の平行叩きで，内面に格子目の当て具痕が見られる。鉄淳は，含鉄淫で南東

コーナー部の覆土中層から出土し，流れ込みと思われる。

と ァ　　」　　＿

ミ苧ミ
　 ＼

乱

I
／

／

／

10cm

173

第138図　第71号住居跡出土遺物
！　　　i　　＿」
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麓無産である。

第m号住屠跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 銅 舶絢 nl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴
胎 土 の色 調 機 可　 ノ備＋ 考

第138 図 杯 A　 Lユ4．2 」 底 部か ら＝縁 部 にか けて の破 片　 平 ＝縁 部 か ら体部 内 ・外 面 ロ クロナデ ∴ 砂粒 ・雲 母 ゆパ ミス　 P 罰）1　　　　　 30 ％

1 f二　師　 器 B　　 4．7 底 、 体 部 は内 攣 気 味 に ‾立ち i二が 軋 体 部 中位 か ら 再 議‡手持 ち へ ラ削 り にぷ い黄橙色　　　 掴 部覆土 中 頭

C　　 5．6 ＝縁 部 に至る∴ 底 部へ ラ削 り　 内面へ ラ磨 き 普通

2

杯 A ［‖薫」 体 部か らけ縁部 にか けて の破 片、 体 ＝縁 部 か ら体部 外而 ログ ロナ デ、内 長石 受評か 黒 色粒　 P 5 02　　　　　　 用％

土　 師　 器 B （ 3ぷ

i

i

部 は内攣 気 味 に立 ち 上が 娠　 …j縁 部 面へ ラ磨 き、．内面 黒色処 理。 にぷい 黄橙 色　　　 東壁中央 覆 日 、一層

に＿至 る。 普通　　　　　　　 休 部外 面「粟」の墨書

ニ3

婆 Å ［来日」
i
体部 か ら＝縁 部 にか け ての 破片　 体 目線 部 内 ず外 面 積 ナ デ 、休 部外 面 構 砂粒 ず石英 ・雲 母　　 P 50 5　　　　　 15％

i二　師　 器 B （6．9） 部は 内攣 しなが ら立 ち 上が る ∴頭部 位 のへ ラ削 、紬 け デ 、 橙 色　　　　　　　 中央 部床 面

ほ くの字 状 を呈 し，目線 部 は 外傾 す

る、∴

普通

Z4

［
慈

上　納　 器

l
A　 ＿1 ．8 」

i
体 部か ら目線 部 にか けて の破 片　 体 目 線 部内 さ外 面横 ナ デ 、 体 部舛所用 ！ 砂粒 や霊妙 スコリア　 壬が）5（光う　　　　　　 H ％

姜‾う （10，7 ラ 部 は内 攣 しな が ら立 ち 上が る。頭 部 位横 位のへ ラ削 り、ノ　内面ナ デ 、 申 財部覆土 ド層

は くの 字 状 を呈 しサ　汀線 部 は外 傾 す

る。＝縁 端 部 は 上方 につ まみ上 げ ら

れ ている、二

普通

こ）

婆 A 「持戒 体 部か ら目線 部 に かけ ての 破片 。体 目線 部 内 ・外 面 積 ナ デ ′．体 部 外面 縦 砂粒 弓 右 e雲 母　　 －ノラ渕 8　　　　　　　 ％

上　 帥　 器 王う （5．6） 部 は内攣 しなが ら立 ち 上が る ‥　頭部 位 のへ ラ削 り．内面 ナデ　 輸積 み痕、 にぷ い橙 色　　　　 中央 吾凋自つ 二屑

ほ くの 字状 を呈 L ，汀 線 部 は外 傾す

る。二．

普通

l

6

杯 B （3．0 ） 底 部 か ら体 部 にか け ての破 片 ㍉再 転 体部 内 e外 面 ロク ロナデ 、底 部回転 糸 長石　　　　　　　　 P 504　　　　　　 20 ％

須　 恵　 器 C 「7．′お 体 部は内 攣気味 に 立ち上 がる 切 り 痍黄 色　　　　　　 西壁 中央 覆 用 言屑

普通　　　　　　　　 諸 狛 磯窯 瀦

l‾7／

鼠111＿A

須　 恵　 器

JI L20．0］ 天井 部 か ら目線 部 にか け て の破 片 天 井部 か ら＝縁 部内 ・外面 ロ クロ ナ 砂粒 弓圭炬 パ ミス　 P 510　　　　　 10％

B （ 2．5） 天井 部 か らH 縁 部 にか け ては ドー ム デ′、 灰 ．黄色　　　　　　 南 西 コーナー 覆土上 層

状 を F＿盲‥ミして い る∴　＝縁 端部震 わず か

なか え りが 付 く、、

普通　　　　　　　 堀 ノ内窯 産

土製品観察表

別「忘 lI一　　　　　丁†lU　　　　　重泣 」　 … 土 …
備　　　　　考仔 （「‖） 孔径如 ）

9　 日 肛 欄 ！ 4・2
1．0 0．3

（3」） 日 脚 火桶
I＿）P 8 1　　　　　　　　 妬％

号　く　　　一J　・／ノ∴㌦、て＝

位置　調在I．）区帖肛I〕こうf車：、一

重複関係　第m号住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　北側が調査区域外に延びてお娠　東商。輌m　南北　は。渕m　で長方形と推定される。

主軸方向　N－15‾－Ⅵ’

璧　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

璧湧　上幅20～35cm，下幅　～蟻恥　深さ蟻cmで　調査区域内は全周する。断面形はU字形である。

床　下佃裾二幸」月で，踏み回められている一

竃　調在区域内では碓認されなかった

ぽット　3か所（Pl～Pの。Pは長径損cm　短径郁cmの楕円形で言采さ緋cmである。㌘2ほ径緋cmの円形でタ　深

さ75cmである。いずれも主柱穴と思われる。P3ほ径20cmの円形で言葉さ15cmである。出入口施設に伴うピッ

17つ



トと考えられる

Pl・P2土層解説
ユ　極暗褐色　ローム小ブロック∵黒褐色土中ブロック中蔓，ロ

ーム中ブロック少量

者達　4層からなり9　自然堆積である。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒デー中巌
2　暗褐色　ローム粒子中巌，ローム小ブロック少鼠　焼土中

ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒デー多量，ローム小ブロック微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック中最，ローム粒子・黒褐色土中

ブロック少量，廃土小ブロック微量

遺物　土師器机翻点　須恵器机鵬点　鉄製品射烹　縄文土器片　点が出土している。第摘纏柏の土師器杯9

2の須恵器杯は中央部西側の床面から出土している。3の須恵器杯は東壁中央部の床面から出土している。

4の須恵器杯，6の須恵器高台相棒，8の須恵器量タ10の鉄釘は，中央部の覆土中層から出土している。5

の須恵器塚は両壁中央部の覆土下層から撃　7の須恵器高畜付塚は中央部西側の覆土中層から出土している。

Ⅲの不明鉄製品は，中央部の床面から出土している。9ほ縄文土器片の拓影図である。日縁部片で単節RL

縄文の横回転が施されている。窯浜式に比定されるものである。縄文土器尉ま流れ込みである。

所農　本跡の時期は9　出土遺物から9世紀中葉と考えられる。針璃の須恵器華は岩瀬町の堀ノ内窯産である。

；、‘－′二王；・フく－　；∴′！ブ言′′‾㌦㍉症
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第140図　第72号住居跡出土遺物

第72号住居跡出土遺物観察表

－iLに

l 刈 取 番 弓 ・ 器 　 　 種 汁 潮 値 （ c m ） 器 　 形 　 の 　 特 　 徴 手 i 去 　 の 　 特 　 徴 胎 上 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 　 　 考 ‘

第 1 4 0 図 林 A 　 二 1 2 ，‘1 ］ 底 部 か ら 日 縁 部 に か け て の 破 片 　 に l l 縁 部 か ら 休 部 l ノ 車 外 山 口 ク ロ ナ デ ． イ 「 英 ・ ス コ リ ア P 5 1 2 　 　 　 　 　 　 4 0 ％

1 上 　 師 　 器 B 　 　 3 ．3

C 　 　 6 ．2

底 ． 休 部 は 内 相 気 味 に ‾立 ち 上 が り ，

l l 縁 部 に 圭 る 、

底 部 回 転 糸 切 り に ぷ い 橙 色

普 通

中 火 部 酬 肺 末 面

2

坪 A ［ 1 2 ，5 ］ 底 部 か ら 1 「 縁 部 に か け て の 破 片 、 l そ l l 縁 部 か ら 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 砂 粒 ・ 長 イ r P 5 1 5 　 　 　 　 　 　 4 0 ％

好 　 悪 　 器 B 　 　 3 ．9 底 。 休 部 は i ‾［男 線 的 に 外 傾 し て l 磯 部 休 部 卜 端 手 持 ち へ ラ 削 り 、 底 部 手 持 尿 黄 色 中 央 部 西 側 床 面

C ［ 7 ．2 二 に 至 る － ち ヘ ラ 切 4 普 通 鋸 ノ 内 窯 産

3

上 不 A ［ 1 2 8 ］ 底 部 か ら l l 縁 部 に か け て の 破 j ll l 、 、 ド l l 緑 部 か ら 休 部 l ノ可 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 砂 粒 ・ 長 イ J P 5 1 6 　 　 　 　 　 　 3 0 ％

須 ．恵 ＋ ㍑ B 　 　 3 ． 8 底 　 休 部 は l 姑 線 的 に 外 傾 し て － 上 ち 上 体 部 卜 端 手 持 ち へ ラ 削 り 　 底 部 へ ラ 卿 天 色 舟 哩 中 央 床 ［雨

C ［ 7 ． 9 ．・ が り ， l l 緑 部 に 至 る ′、 切 り 。、 普 通

4

杯 A ［ 1 3 ．8 ］ 底 部 か ら 目 線 部 に か け て の 破 片 ′、 、 ド l l 縁 部 か ら 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 砂 粒 ・ 黒 色 粒 P 5 1 7 　 　 　 　 　 　 3 0 ％

須 ．患 ＋ 器 B 　 　 3 ．0 底 　 休 部 は 1 互 轟 拍 ＝ こ 外 傾 し て 、：た ち 1 二 休 部 1 、 ‾ 端 f 持 ち へ ラ 削 り ． 底 部 手 持 l 天 黄 褐 色 中 央 酢 臥 1 二 中 層

C 　 　 7 ．3 が l ） ． l l 緑 部 は わ ず か に 外 k す る ち ヘ ラ 削 り 普 通 仙 川 ノ 」 窯 産

こ I

杯 B （ 2 ．2 ） 底 部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 こ 、1 そ 底 し 体 酌 ノ 車 外 I r l i ロ ク ロ ナ デ ． 休 部 上 端 手 砂 粒 ・ イ 「 英 ・ 雲 母 P 5 1 9 　 　 　 　 　 　 】 0 ％

須 　 恵 　 器 C 　 　 8 ．8 休 部 は r if l： 線 的 に 外 傾 し て 、ン こ ち 上 が 持 ち へ ラ 削 り 　 底 紬 l 沌 三 へ ラ 切 り 後 ， 明 褐 色 西 壁 中 央 麗 ト ト 層

る 。ノ ヘ ラ 削 り 。 普 通 新 冶 無 産

6

l t ‘抒 ㌻ 付 杯 B （ 4 ．7 ） 底 部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 、 ド 軋 体 部 内 ・ 外 I r l i ロ ク ロ ナ デ 、 底 部 ．1 ’弓 台 淵 砂 粒 ・ イ 「 英 ・ 雲 母 ・ P 5 2 1 　 　 　 　 　 　 2 5 ％

須 　 恵 　 旨 詩 休 部 は l れ 線 的 に 外 傾 す る I t ‘古 吾 郎 剥 リ 付 け 軋 ． 針 状 鉱 物 　 一掛 天 色 中 央 J l l ； 覆 一上 中 層

粧 ′＿． 汗 適 木 葉 ド 窯 産

／

高 台 付 林 B （ 2 ．1 ） 底 部 J l ‘ 、ニ 　 台 都 は ハ の 字 状 に 開 く ニ 底 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ ニ 　 底 部 l 高 台 貼 砂 粒 ・ 長 石 ・ 雲 母 P 5 2 2 　 　 　 　 　 　 1 5 ％

須 　 恵 　 器 D ［ 1 2 ． 4 ］

E 　 l ． 1

り 付 け 後 ． ナ デ 褐 灰 色

普 通

中 央 部 西 側 鞍 上 中 層

8

蓋 A ［ 2 0 ．0 ］ 天 一井 部 か ら l l 縁 部 に か け て の 破 片 － 天 井 部 か ら l 相 承 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 砂 粒 ・ 石 英 ・ パ ミ ス P 5 2 3 　 　 　 　 　 1 0 ％

知 　 恵 　 器 B （ 2 ．5 ） 天 一井 部 か ら J 庵 と 部 に か け て は ド ー ム テ ’ 灰 朗 色 中 央 部 覆 回 り 層

状 を し て い る こ 　 L l 縁 端 部 に わ ず か な

か え り が 付 く ．ニ

普 通 抽 川 内 窯 産

金属製品観察表

I叫版 番号 椎　　 別

計　　　　　 測　　　　　 偵

出　 上　 地　 ∴－．1： 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重品二（g ）

10 鉄　　　 釘 （6．9 ） 1．6 0．6 （14．8 ） 中 央部覆 l二中 層 M 60　　　　　　　　　 60 ％

1 1 イく明鉄 製 品 （6，の 0，6 0 ．4 （5．7 ） 中 央部床 面 人・′I6 1
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第73B号住居跡（第141図）

位置　調査D区西部，D3g2区。

重複関係　本跡が第73A号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第320号土坑が本跡を掘り込

んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　南側が調査区域外に延びており，東西3．20m，南北（1．10m）で，平面形は不明である。

主軸方向　N－720－E

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　東壁中央部を壁外へ60cmほど掘り込み付設されている。規模は，焚H部から煙道部までの長さ110cm，両

袖間の最大幅80cmである。袖部は，褐色の砂質粘土で構築されている。火床部は長径50cm，短径30cmの楕円

」も，3

」し36．6m

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　＿」＿　　　［

ト一一　一一一十－一一1」

第141図　第73A・B号住居跡
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レー　　I

形に2cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。煙道

部は，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　倍　赤　褐　色　ローム中りトブロック少星，焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗　赤　褐　色　焼土粒子・ローム中りトブロック微量
3　晴　赤　褐　色　焼上粒子・ローム粒子微量
4　にぷい赤褐色　焼土人ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少鼠　ローム小ブロック微量

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土屑解説
l　黒褐色　焼土粒r‥ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼土微量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック中量，焼土粒子‥ローム粒子少量

遺物　土師器片5点，炭化材片1点が出土している。第142図1の土

師器杯は，中央部西側の床面から出土している。2は須恵器嚢の体

部片で，外面に平行叩きが施されている。
0　　　　　　10cm

L＿一二＿＿」二二二二」　　所見　本跡は，肛士遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，第

第142図　第73B号住居跡出土遺物　73A号住居跡との重複関係から10世紀前半以降と思われる。長さ15

cm，幅5cmの炭化材は中央部西側の床面から山上していることから，本跡は焼失家屋と思われる。

第73B号住居跡出土遺物観察表

l剰版番 ～J・ 器　　 種 ，汁潮値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 ト 色調 ・焼 成 備　　　　 考‘

第14 2i叫 林 A ［13．6］ 体 部か らl＿l縁部 に かけ ての 破 片＿ニ　体 l l縁部 か ら体 舶 年 外 Ihiロ クロナデこ 砂粧 イ】’英・スコリア fJ52 9　　　　　　 30％

1 i 帥　 器 B （3．8 ） 部 は内 轡気 味 に立 ち上 が り， ll縁 部

は わずか に外 反する、

橙 色

普通

lい火部 州 肺末面

第73A号住居跡（第141図）

位置　調査D区西部，D3g3区。

重複関係　第73B冒ム住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　南側が調査区城外に延びており，東西2．20m，南北（1．00m）で，平面形は不明である。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は40cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ120cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ170cm，

両袖間の最大幅115cmである。袖部は，砂質粘土で構築されている。長さ35cm，幅10～20cmの円礫が袖部の

補強材として使用されている。火床部は長径60cm，短径45cmの楕円形に2cmほど掘りくぼめられ，熱を受け

て赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい褐色　鹿沼上少鼠　炭化材・ローム粒！・微冒二
2　暗　赤　褐　色　ローム大ブロック中呈，焼t粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼土大ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量
4　晴　赤　褐　色　ローム′トブロック少量，焼土粒子・炭化粒子徽最

5　にぷい赤褐色　焼土粒イ∴炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒

子微量

覆土　4層からなり，鹿沼土がブロック状に堆積することから，人為堆積と思われる。

土層解説
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化材微量
4　にぷい褐色　ローム粒子・鹿沼土中農，ローム大ブロック少

量，炭化材微量
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5　黒　褐　色　焼土粒子中最，鹿沼土微量
6　にぷい褐色　ローム小ブロック・鹿沼－レ」、ブロック少最



遣物　土師器片100点，須恵器片11点，鉄製品4点，鉄淫（鍛冶淫）3点（5g）が出土している。第143図3

の土師器杯は，竃内の火床部から正位で出土している。4の土師器杯，6の土師器嚢は竃内の覆土中から

出土している。5の土師器椀は竃左袖内から正位で出土している。7は須恵器豊の休部片で，外面に横位の

平行叩きが施されている。鉄淳は中央部北側の覆土上層から出土し，流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。

ノ

第143図　第73A号住居跡出土遺物

第73A号住居跡出土遣物観察表

10cm

ト　　；　　」

I刈版番刃・ 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎　ト 色，湖・焼成 備　　　　 考

第143l叫 杯 A　 12，′1 、1勺武＿　休部は内轡気味に立ち上がり． li縁部から体部内・外IrIrロクロナデ イ「英・長石 P 5二24　　　　　 100％

3 l二　帥　 器 B　 ・′1．0 目線部に圭る 体郁 ド靖f持ちへラ削り　 底部手持 橙色 庖l人J

C　　 5．4 ちヘラ削l） 普通 休部外面等＝

ノ1

林 ．Ll ：：13．0． 休部から11縁部にかけての破片　 体 1け丸部から体部外面ロクロナデ　 内 勝長石・霊Iこ上・スコリア P 525　　　　　　 ど10％

I二　部j　ぷ B （17） 部は内轡気味に立ち上がり，日縁部 面へラ磨き　 内l由一黒色処理 にぷい橙色 庖l句

C 「5．91 に圭るニ 普通 二次娩成

、1

椀 －1 14．2 、Iモ底　 体別は内野気味に、．たち上がり．日緑部から体部内・外面ロクロナデ 雲母・スコリア P 527　　　　　 100％

上　帥　 昔話 B　　 6．2 目線部はわずかに外はする　 台部は 内l山へラ磨き　 底音臨‘辞細川 付け後． にぷい蹟橙色 亀ノ1三袖上

I）　 7．6

E　 l．5

ハのノ‾子こ状に聞く ナデ　 内面∴】．モ色処理－ 普通 二次焼成

6

⊥ A l23．4J 休部からIl緑部にかけての破片　 体 日緑部lノっ・外面楯ナデ　 体部外而縦 砂粒・イr英・長石・ P 528　　　　　　 10％

上　帥　器 B （6．1） 部は内轡しながら、．J二ち上がる　 労l郎

はくの与：状を㍑し．11縁部は外傾す

る

位：のヘラ削りこ　内面ナデ 雲母・∴I．≒色粒

にぷい黄橙色

普通

竜lノ」

第74号住居跡（第144図）

位置　調査D区西部，D2go区。

規模と平面形　北側が調査区域外に延びており，東西3．50m，南北（1．40m）で，方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－9。－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～25cm，卜幅2－5cm，深さ5cmで調査区域内は全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　調査区域内では確認できなかった。
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0　　　　　　　　2m

L－＿－⊥＿－　＿i

第144図　第74号住居跡

し

＼

第145図　第74号住居跡出土遺物

第74号住居跡出土遺物観察表

覆土　4層からなり，自然堆積である。
土層解説
1　黒褐色　焼上粒子・炭化拉‾予・ローム′トブロ

ック・ローム粒子・粘土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少呈
3　黒褐色　焼土粒子・ローム巾・小ブロック・

ローム粒イ・微量
4　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒一子微量

遺物　土師器片149点，須恵器片47点，鉄

淳（鍛冶樟）1点（15g）が出土してい

る。第145図1の土師器高台付椀は，中

央部の床面から出土している。2の土師

器聾，4の須恵器杯，5の須恵器高台付

称は，中央部の覆土中層から出土してい

る。3の土師器甑は，中央部の覆土上層

から出土している。6の須恵器聾は，中

央部東側の覆土中層から出土している。

鉄洋は，中央部の覆土上層から出土し，

流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀

末から10世紀初頭と考えられる。

産

10cm

l－－－十一　一i

匝‖娠番リー器　　椎網腑伽） 語話　形　の　特　徴 r　法　の　特　徴 胎上二・色調・焼成 備　　　　 考

第145図高台付椀B（2．9）高台部から休部にかけての破片＿、lそ体矧朴外面ロクロナデニ　底部高台貼砂糀・長石・雲J辻P533　　　　　　 40％

1 土　師　器D　　8．2

E　l．7

底。休部は内攣気味に＿立ち上がる。．

台部はハの字状に聞く、

り付け後，ナデ． にぷい黄橙色

普通

中央部床面

ウ

丑 A［19，6］休部からll縁部にかけての破片　体li縁部内・外l両横ナデ　体育l；外面縦長五スコリア P536　　　　　 10％

上　帥　帯B（8．2）部は内増しながら、ンこち＿上がる　頭部

はくの字状をfItL，‖縁部は外傾す

るニ

位のナデ，内lれ横ナデ＿輪相み痕′＿橙色

普通

中央常用＝二中層

3

甑 B（2．7）底；．糾1‘体部は内轡気味に立ち上が体狛車外1由ナデ．底部外面手持ち砂粒スコリア・パミスP537　　　　　　　 5％

1二　師　器C［21．5］る．底吾l；は鍔状に概方直＝二開く＿ ヘラ削り　底部の鍔状部押日通さ． にぷい褐色

普通

中央部覆上上層
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巨X＝板解り・ 帯　　 帥 汁渕佃 C両 帯　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 柑　 徴 胎　ト 色調 ・焼成 備　　　　 考

第 1．15 1叫 林 A ［12．0］ 底 部か ら1 1縁 部に か けての 破 片、 体 日縁 部か ら体 部内 ・外 面 ロクロ ナデ 、 砂 粧 ・石 英 ・パ ミス P 53 8　　　　　　　 5％

4 須＋悪．器 B （2 ．0）

C　 二6．9］

部 は 直線 的 に 外傾 して －‘たち 上が り．

l l緑 吾l；に 辛る

休 部 下端 手持 ちへ ラ削 年 明褐I天色

普 通

中火離 職」パ1屑

〇

高 日 付杯 B （2．0 ） 底部 片　 台 部は ハの‘i・：状 に聞 く 底 部 内面 ロ ク ロナデ　 底 部晶㍉用い ） 砂 粒・イーf英 ・パ ミス P 539　　　　　　 10％

須 ．恵＋㍑ D　　 7．8

E　 l．1

付 け後， ナデ ． 褐 灰色

普通

中 央部覆 I二中 層

（う

盟 A ［22．4 ］ 休 部 か ら目線 部 にか けて の破 Jl‘ 体 日 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 、体 部 外 砂粒 ・パ ミス P 5ィ40　　　　　　　 5 ％

須i 悪　 音詩 B （6．6 ） 部は 内轡 気味 に 立ち 上二が り， l l縁 部 面縦 位の 平行叩 き　 内面 ロク ロナデ I天色 中央 部東側 粘 い1り再

は外反 する ン 普通 新治窯 産

第76号住居跡（第146図）

位置　調査E区中央部，D2io区。

重複関係　第284・285弓一土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　北側が調査区城外に延びており，東西2．70m，南北（1．60m）で，方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－850－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15－25cm，下幅2・～5cm，深さ5cmで調査区城内は全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁中央南寄りを壁外へ70cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚U部から煙道部までの長さ100

cm，両袖間の最大幅（100cm）である。袖部は，灰褐色粘土で構築されている。礫を両袖部の補強材として利

用している。火床部は長径40cm，短径30cmの楕円形に5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。

円礫を支脚として火床部中央に埋設して使用している。煙道部は，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

＼l　　⑥

0　　　　　　2m

第146図　第76号住居跡　　⊆「一一一一；　　」
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竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・粘」二粒子微定　　　　　　　　　　　3　赤　褐　色　焼上人ブロック・焼＿上粒ナ多量，灰微量
2　灰．褐　色　粘土【巨小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子微量　　　　4　赤I天　色】天少量，焼土粒子微量

ピット　Plは径30cmの円形で，深さ35cmである。性格は不明である。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　丑モ　褐　色　ローム粒了ヰ量，ローム小ブロック少鼠　歳化

粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片205点，須恵器片13点，瓦片1点，鉄洋（含鉄淳）1点（10g）が出土している。第1471刈1の

土師器IIlL　2の土師器小川Lは電内の覆土中から逆位で田上している。3の土師器高台付椀は，中央部の床面

から出十している。4の土師器聾は，南壁中央部付近の床面から出上している。5の土師器嚢は西壁中央部

の覆土下層から，6の土師器聾は南壁中央部の覆土中層から出土している。7の丸瓦は，中央部の覆土中層

から山上している。鉄淫は中央部の覆土上層から出土し，流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

¢＝＞
第147図　第76号住居跡出土遺物

第76号住居跡出土遺物観察表

l刈版 番刃・ 器　　 種 汁測値（cm） 帯　 形　 の　 特　 徴 手 i去　 の　 特　 徴 肝汗 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 147 図 Ⅲ1 －1　 14．9 目線 部　 一部 欠丁とi 、ド底　 体 J‘制は l人け彗 I l緑 部か ら体狛 中 外 l山口 クロナ デ 砂 粒・＿ご母・バ ミス P 55 6　　　　　　 95 ％

1 上　師　 器 B　　 3．3 気味 に 立ち 上が り． 日録 部 はわ ずか 底 部 回転 糸切 り　 底 部外 IrHへ ラ、11て にぷい褐 色 竜 山

C　　 6．5 に外 反す る、 痕 ニ 普通
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図版番号 器　 種 恒 胸 雨 i　 船 形 の 特 徴　　　　 … こ び 賭 徴　　 恒 の色調 機 茂
備　　　　 考

第日千回 小＋ ．皿＋巨も ．用．そう　 底部か ら摘 薮部にかけての破片 、ド‖ 磯 部か ら体 部内∵外蘭 プタロナデ i砂粒 桐 と骨 リニ P 55 7　　　　　　 85％

2 上　納 器 if3＋ 2」＋「底　 休 部は甘瞥旋味に立ち十が iL　 底 矧 滅 糸緋　　　　　　　　　　 にぷい橙色 電内

C　 4，8　 「‾！縁部に弓二iる、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通
i

高台付椀　 ノ　 ーhこ．　 高鉦 路濁 「絹針邪にかけての磯雄－　 目線 部か ら体狛年 外面ロタロナデ．「長石 f3560　　　　　　 55％

り
ナ十

上　舶‖器　博＋ 蕊う 「骨軋∴鉦部は毎 くハの字状に開 く∵圧加か㍗雄鰻㌧ 療溜清流 貼 附串ナ後， にぷい黄橙色

㌶　L 丘娠 i体部は肉攣気味に立ち圭が 鶴　 日録　 ナデ　 内面黒色処理、　　　　　　　 普通

E　 1．1　 部はわずかに外反する

中央部床面

′こ4

悪　　 A　惣賂つ 休部 から＝縁部にかけての破片　 体 「璃義部鉦 外 面横ナデ、体部内き外面　 砂粒寸描ト雲母 P 562　　　　　　 ＿呈0％

上　師　器　 B　日6．の ！部は内攣気味に立ち圭が句 や　日録溜パ綴府調 ナデ　 体部外而輪積み痕、　　 にぷい橙色 南壁付近床面

は外反する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

わ

A ［褒用］巨体部か ら＝縁部にかけての破片　 体　 目線部内を外面桟ナデ　 体部外‾耐 憂　 砂粒・雲樽eパ　 ス P 嶺ニ　　　　　　　 ＿接％

土　師 器　 はう （私事　 部は内攣 しなが ら立 ち上がる二　頸部　 位のヘ ラ削 娠　 内面ナデ二＿、「璃豪部へ　 にぷい褐色 西壁中央覆土守一層

は　 の字状 を一墓‾圧 言 i縁部は外傾す　 ラ当て痕＿　　　　　　　　　　　　　 普通

る　　　　　　　　　　 ［

そう

登　　 A　L22成　 体部から目線部にかけての破片　 体　 目線部内e外耐 黄ナデ、体部外面斜　 砂粒0長石も雲母 P 564　　　　　　　 5％

！二　師　 器　 ‾B （8強　 部は内攣気味に立ち上がる　 頭部は 「位のヘラ削りや　内面ナデ、 南壁覆土中層

くの字状 を呈 L 言＿＿＿了縁 部部は外傾す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

る。目線端部はわずかに上方に㌘戊
恒 げられている　　　 i

圭製品観察表

図版磯亮一
上 長 ボ 云 葦 語 意 「 二 二

備　　　　　考
7 九　 五 日 5・5） 空 十 一 日　 加路 恒 肌 用 T 13　＿甑街布　摘自j涌けデ調整　　 ％

．　・・　　　　∴、く

ム　　∴、　′　　ノ　　′　‘　　′′

‥．∴t′、　′・／ト．∴　′′　　　・　′、　　　．．　　　　′、，

・∴、′　‘．；′．′′　　∴・／く　′’ノ、く一　ノ、　　　、・　、：．．　　　　　ノノ　三∴・′ノ　二一一′

される。

主軸方向　N－0

壁　曜高は1（う（、111で．外伸して立ナノ上がる

・1、一：′）、　　　　′　　　　　　′　　　・′　ノく．′′　′ノ　、′　′　　　′　　．、二、　二　　｝′・

床　全体的に、伸tで，中り用；がよく踏み出められている

・　′　　′－　’′、‘．　－・′　′・　′　く　ノ　　　　′．　　∴　　　　　1．′－・・：‾　‾　′′

′　　′ノ＿＝・一、、′′　　　′．　′　一　ノ　√′　′　　　　　．一′　　　ノノ　′、、．　′ノ言1ソノ　　ノ　・　一

′、∴　′　　　　　　　　′′・了　′　、　′′ノ　　・．　　′　′　∴′′　　′．　　　一　ノ’．′′ノ

竃土層解説
1＋璧　褐　色　ローム小フロソク　ローム粒子微量

2　灰　褐　色　粘巨大フロノク粘蛸抒多量，焼土粒子徴選

覆土　二日’有からなり，自然堆積である

土層解説

1黒　田　邑1－トー∴中・小‾ナし「・′ケ・「トー∴位J′・少量∴　旭日Jイ・
炭化粒デー微量

コ　にぷい赤褐色　焼土太フロノク　焼ヒ粒子多軋　粘招絹Aの
灰微量

4　暗　赤　褐　色　廃土粒子少量　粘L粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子微易

3　暗　褐　色　ローム中小フロノク中蔓サ　ローム粒子少量

遺物　土師器椚野点　須恵器片器点　灰軸陶器杵　点　鉄淫　点　は滋g上　土製品点が出土している。第摘9

図1の土師器杯は中央部東側の覆土上層から正位で出土している。2の土師器高台相棒は∴南東部の覆土

下層から出土している。　の土師器高台相棒9　4の土師器髪は竃内の覆土中から出土している。5の土師

18：；



器甑は北西部の覆土上層から出土している。鉄淫は流れ込みと思われる。

第148図　第77号住居跡

第149図　第77号住居跡出土遺物

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l L…　　」

＿＿　二三…
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第符号佳屠跡出土遺物観察表

図版縮ま器　種巨　　　 器形の帝徴＋ ！＋ 手法叫寺徴 腑融 湖可　 愉＋　 考
第 卵 i　 杯　 … ・∠汗 摘 、体部は内離 減 に立ち上が り． 庸 緒 から体部内尋摘 ロタロげ

砂粒e雲母さスコリア　 P 568　　　　　 95％

l　　 上　納　器つ欄＋ 封ん　‖汀線部はわずかに外反する　　　　　 底部回転や万場川 にぷい黄橙色　　　 中央部東側覆土上層

C　　 6．！ノラ 普通　　　　　　　 「信私」体部外而縦墨書

二次焼成

高台相棒 iB （3幸 i底部片∴平底∴　休部 は内攣気味に立 i体部内才摘沌㌣ ロナデ∴底部高台貼 長石・スコリア　　　 P 569　　　　　　 30％

り　　 i二　師　器　 0　 8．0　 ち i二がる　 台部は長 くハの字状に一岩　 月がナ後，ナデ＿、、 にぷい橙色　　　　 南東部覆土‾！、一層

E　　 2．0　　 く 普通

高台付坊　 津 （2潮 ！底部片∵　平底÷　体部は内攣気味に立 ［体部内サ綿棒㌣ ロナデ　 底部高台貼 砂粒・雲樽もパ　 ス　 P 欝0　　　　　 曇．％

つ … … 鵠 ；：； i ち 脱 台部はハの字状即 は　 腑 け後 ナデ にぷい橙色　　　　 竃内

普通

！ 髪　 A言 2鉦　 体部か ら摘 義郎にかけての破片 、体　 ＝縁部瀬上牲面積ナデ‥、体部輔 湖的
石英・長石・スコリア　 P 5 72　　　　　 用％

ご′ノ逢　　　 し　師　 器　 B　L牲鋸 ［部は内轡L なが ら立宣言一ぁが生　 汀線 Iのへラ削り，内面ナデ 橙色　　　　　　　 電内

部は外反する 普通

甑　　　 圭一－3 （1．7） 底部か ら体部にかけての破片　 休部　 体部内ゆ外面桟ナデ　 底部鍔状部へ 砂粒弓討ト雲母　　 ㌘574　　　　　　 5％

；〕　 i二　師 器　 C　五紙　 は内攣 しながら立ち 上が竃㌧ 底部歳 「ラ離日主 体部下端外面か ら内面に穿 北西部覆土上層

孔こ 普通

′

く　－　　　　　　　′

′′．∴　‘　′ノ　　′　　　　　　　　　　　　一　　　　′　　　　　　′　　′・．ノ′　　　　　、　　′　′　′　　　′′　　　ノ

本跡を掘　込んでいるため　本跡が古い。

規模と平面形　長軸上世hl．紬帖宜）（．）11了工　長方彬である

主軸方向　N－87－1斗二

壁　曜高は15＼2（）川で。外陣して立ち上がる

・　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′‘、　、′′　　　　ニ　　　1、′ノ

床　全f付蘭二辛川で、中央部がよく踏み回められている

ノ　　・　　ノ、・　　　　′＼、′　ニ　ノ　　　　′　　　　　　ノ　　‥′．・一　　一　　　一　　：

－　　　′・’　′　　　　　　′．′　．′′∴　　　　－ノ　　　　′′、ノ　′‘′、、．、；く′′・　′′；′’与　ノノ′一

博形に臓撒ほど掘り式ぼめられ　熱を受けて赤変硬化している。燵遺部は　火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

ヱ　黒褐色　粘土太ブロック欄盲土粒子中鼠　廃土粒子微量　　　　3　暗　赤　褐　色＋焼土粒子の粘土粒子微意
2　灰褐色　粘土太ブロックの廃土粒子多量，廃土粒子中農，　　　4　にぷい赤褐色　廃土太ブロックe焼土粒子少量

灰微註

′ノ　　　　　′ノ　′　　ノ　　　三　　　二　ノ　　　　′．．．（．　′′　　　　ノノ

Pl土層解説
ユ　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック中量ヶ　ローム粒子少量

覆土　上層からな：上　白然堆債である

土層解説

i　黒　褐　色　ローム中あ小ブロックぁローム粒子中量9
炭化粒子微最

3　暗褐色　ローム粒子少量

帖つL　邑　J・一∴中・′巨ノ’、「「・ソ′吊；∴揖化粧j∴

ローム粒子微量

′　　　　ノ　　　　　　‥　ノ、′・　　ノ　‘．　　　′′　　　　一　′′ノ　′′　－・・！　′ノ　・′・二′、．・ノ　ノ′

′′　ノ　　　′′　、ノ　、　　　　　′′′　　′ノ　ノ　　′、　　　′、　　　　　　′ノ　　　′′！ノ　ー′．一　　　ノ　ー．．

側の覆土中層から出土している。　の灰布陶器長頸瓶はタ　㌘内の覆土中から出土している。5の灰粕陶器椀

は，竃内の覆土中から出土している。言島台部を硯に転用してお勘　朱墨が付着している。

所農　本跡の時期はタ　出土遺物から　世紀複葉と考えられる。　e　の灰粕陶器は黒笹摘号窯式である。

且85



第150図　第78号住居跡

第151図　第78号住居跡出土遺物

第78号住居跡出土遺物観察表

④）

0　　　　　　　　1m

！　　＿＿＿」　　　　」

2m

旦36．0m　－

‾㌧『

ト　一一・一一十－一一11

ト一一一一十一・一li

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎　ト 色調・焼成 備　　　　 考

第1511叫 林 A　 ll．3 体吉l；一部欠肛、、1そ底′　体部は内野気 日録部から体部内・外面ログロナデ 砂粒末葉・上討十雲母 P576　　　　　　 95％

1 上　師　器 B　　 3，8

C　　 6．2

味に立ち上がり，ll綾部に圭る 底部腑l転糸切り　 底部外面へラ、11て

痕

にぷい橙色

普通

束塵中央薇L中層

186



図購 可 壱； 種 恒 廟　　 器 形 ジム） ふ、目 先　　　　 … こ び 特 徴　　 附 せ色調 潮 茂　 備　　 考

第ほ掴　　 杯　　 A 〔痛　 底部か ら上席路 にかけての破け　 で ‖ 鳳 雛 、ら体狛年 外面ロタロナデ　 砂粒磁 石骨 法　　 P577　　　　 80％

‘）　　 上　納 器 「B＋ 3・（う　 底 つ 柚 ；は内攣気味に立ち上がり。 底部棚 減 緋　　　　　　　　　 族イ 色　　　　　 東壁中づ 床面

C　 （う・0　 川 鍋 ；にう‥薫る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

杯　　 ムー一㌔ ile8　 底部か引守鼠部にかけての破片∵宰 ！目線部か ら休部鉦 外面ロタロナデ　 砂粒 雲軽さスコリア　 P 578　　　　 55％

：葺　　　 上　納　器　 ′ろ　 く′・（　 底　 休部は内攣気味に宣亮 上が 生　 体部中位から ド端手持受㍉＼ラ掛目r l にぷい橙色　　　 用 土部西側覆土中層

〔二　 五6＋「目線部にうまる、　　　　　　　　　 底部 鉦 ㌔三ちヘラ削 り　　　　　　　　 普通

長 瀬 瓶 「Å 〔㍑正目 「楼離郡十∴頭部か存外傾 して＝磯溜目 上綾締駒車 外海口タロナデ　 日録部　 胎十渡 黄色　　　 P 580　　　　　 5％

ェ4′　　 庚紬陶器　 B （、L7） に至る　　　　　　　　　　　　 「年 外離 iii　　　　　　　　　　 軸調：オリーブ色　 P 像 層 i

普通　　　　　　　 黒笹川号窯式

、∴　′　ご

位置　調音1斗中I火部．EiこIl区

‘へ　∴．′　，、♪　∴‘　　　，　　　一J′　′　・．　　　　′　　′′　、・・ノ＼

′　　・∵　　′一一ノ′　・′　く　ノ　　　ノ　　‥　　ノ　′・・　ニ　′・′　－ノ、′′ノ

主軸方向　N一つ）

’′　　　　　′　　　ノ　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　、　∴′　　　．　′ノ′

、　　　　一　　　　　、　　　　　、ノ　　　　　　　′　′　　、　′

′　　ノ　′　　′　　　　・・、　　　　　　　′ノ　　　、，　　∴　　－　　　　　、　∴

両袖間の最大幅は翫cm）である。袖部は　褐色の砂質粘土で構築されている。火床部は　径爛cmのi－I形に

J　　　　　二、ノ．　　　　′′　　・　　　／ノ　　　　　ノ　バ　′、′、い．′　ノ．‥、　′ノ、′．′、　1　‥　′．

竃土層解説

ユ　暗　褐　色　粧招勘当堵∴焼土紘千載瀧粒巨ローム粒　　　4　暗　赤灰　色　炭化粒子中家や焼土太ブロック凄む吊針子少量
Jダム微；ま；

2　にぷい赤褐色　焼L粒f　粘巨校了少を圭‡

3　にぷい赤褐色　焼「太フロソク　廃土粒子多量　粘繍抒中
私，炭化粒了少量

覆土　中層からなり．自然堆積である

土層解説

1　撃　褐　色　焼お粒子の炭化粒子0ローム粒銅技量

5　にぷい赤褐色＋粘土粒子少家＼焼寸劇守磯滝

6　畷　褐　色　ローム小フロック少鼠　ローム粒子微量

2　撃　褐　色　焼L粒子炭化粒子ローム小フロノク　ローム粒

子徴憲

一　・　　　　　　′　、′二　　　　・′　－∴′－　’！　　　　　：　′　、′　′　－．　′．　　　　　　′ノ

ら出土している。03の＿ま二師器杯9　5の須恵器杯は北西部の覆土下層から出土している。4の土師器監　6

の須恵器双塔杯は竃内の覆土中から出土している。　ほ須恵器婆の体部片で9　滴に縦位の平行叩きが施さ

れている

所農　本跡酎蟻土遺物が細片で時期を決定するのが薙しいが学出土遺物と重複関係から9世紀中葉と思われる。

′　　　　　′ノ　：一　′

位置　調査E区中央部，E2ao区。

‾’ノ　′‘′　！∴　′、‥′．′・　ノ　′　′－∴、′一ノ　　守　・・一　′ノ　′、・‥　　　ニ′　　ノ，′′∴こ、′了、　一　一ノ．一・

年込んでいるため．本跡が新しい

規模と平面形　長軸3．8（）111．短軸∴；．う（）111の方形である

主軸方向　N－8（1－I＿＿二

壁　曜高は25し、111で，外伸して立ち上がる

床　全f付根二幸川で．踏み出められている
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第152図　第79・80号住居・跡
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了ノ　3

第153図　第79号住居跡出土遺物

第79号住居跡出土遺物観察表

二㌧∃亡妻二

0　　　　　　　　　　　　　10cm

上　　　l　　　！

巨細舶用一 器　　 種 雨用姉m） 器　 形　の　 特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎　ト 色調・焼成 備　　　　 考

第153図 林 ＿1 13．6 底部から1噸狛二かけての破片 lt 11緑部から体部内・外Ir川口タロナデ 砂粒イのト雲母 P582　　　　　　 55％

1 上　納　器 B　　 4．3 底J休部は内野気味に－上ち上がり，底部回転糸初年　底部外面へラ、ljて 橙色 電前床面

C　　 6．3 ll縁部はわずかに外反する。 虹 普通 体部外由「波」の墨雷

2

坪 A ［13．6］底部からll縁紬二かけての破Jト．γ 口綾部から体部内・外l百fロクロナデ、長イト雲母 P583　　　　　　 20％

1二　帥　器 B　　 4．6

C ［7．0］

底、．休部は両攣気味に立ち上がり．

1梅と部に至る

底部l可転糸切り にぷい橙色

普通

北西部覆土下層

3

杯 A　こ126］底部から日緑狛二かけての破片し、－「 日録部から体部内・外面ロクロナデ 砂粒・石英・雲母 P584　　　　　　 20％

上　師　器 B　　3．rl

C ［6，3］

底．体吾には内轡気味に、とち上がり．

ll緑部に圭る

底部Il一脈糸切り．。 にぷい橙色

普通

北西部覆土下層

4

盟 A ［24．0］休部からl胸部にかけての破片　 体 11緑吾l納・外l柄黄ナデ、休部外面縦 砂粒・雲母・スコリア P586　　　　　　 10％

1二　帥　器 B （6．1）部は内相しなから・ンこち上がる、ノ　悪用Ii

はくの与二状を‘ltL、IJ縁郡は外傾す

る．

位のへラ削りご　内面ナデ。． にぷい橙色

普通

竃内

う

上ィ、 B （2．7）底部から体狛二かけての破片．休部 体部内・外面ロクロナチ　体郎卜端f 砂粒・雲母・パミス P585　　　　　　 20％

須　思　器 C　　 6．4 は内轡しながら、ン二ち上がる、． 持ちへラ削り、底部手持ちへラ削 にぷい褐色 北西部殿上ド屑

り－ 普通 三和無産

6

及　耳　林 B （2．9）底部から体部にかけての破片．＿－平底．．体部内・外面ロタロナデこノ底部高台貼 砂粒・雲母 P588　　　　　　 20％

須　ムヒ　器 E （1．1）六郎はハのノナ：状に開くこ　体部は内野

しながら立ち上がる一　耳部欠推し

り付け後，ナデ　耳部貼り付け′ 黄尿色

普通

凪ノ」

竃　北壁中央部にA竃，東壁中央部にB竃を確認した。A竃は残存状態が良くないので，B竃より古いと思われ

る。

A竃は，北壁中央部を壁外へ35cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ

（35cm），両袖間の最大幅（65cm）である。袖部は，褐色の砂質粘土で構築されている。火床部の規模は不明

である。煙道部は，火床部から傾斜して立ち上がる。

B竃は，東壁中央部を壁外へ55cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ
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120cm，両袖間の最大幅（80cm）である。袖部は，灰褐色の砂質粘土で構築されている。火床部の規模は不

明である。煙道部は，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

A竃土層解説
1　灰　褐　色　粘土粒川1鼠　焼l二大ブロック・焼上粒子少

＿鼠　ローム粒！・徴昌壬
2　にぷい赤褐色　焼1二粒！一中量，粘上粒子一微量

B竃土層解説
1　灰　褐　色　粘土粒！中量，焼上粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼七大ブロック・焼上粒子中量．炭化粒子・粘

土粒子微量

3　視　灰　色　焼主夫ブロック・炭化材微量
4　一里　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　晴　赤　褐　色　焼t二人ブロック・焼二上粒子少鼠　灰微量
4　赤　褐　色　焼】湘f・多量，粘土粒子・灰御撰
5　暗　赤　褐　色　焼蛸とJ’一・ローム粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径40cmの円形で，深さ20cmである。P2は径35cmのH形で，深さ10cmである。

P3は径20cmの円形で，深さ10cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1．黒褐色　ローム申・小ブロック・ローム粒rL‡1ら去，焼上粒！・
少量∴　炭化粒　微量

2　一里褐色　ローム↓巨小ブロック・ローム粒子一少量．焼上粒子

微宗：

3　灰褐色　粘土人ブロック・批t二粒子多量L　焼1二粒！一微量
4　暗赤褐色　焼七大ブロック・焼士粒！一少鼠　粘1湘子微F－1：

遺物　土師器片360点，須恵器片20点，灰粕陶器片2点，鉄淫（含鉄淫）1点（15g）が出土している。第154

図1の土師器杯は，B竃の右袖上から逆位で出土している。2・3の土師器杯，6の土師器高台付椀は南壁

中央部付近の覆土中層から出土している。4の土師器杯，8の灰粕陶器壷はB竃内の覆上中から出土してい

る。5の土師器杯は北壁中央部付近の床面から，7の土師器磐は南壁中央部付近の床面から壮士している。

′′1

－　一一′

⊥・・．－・＿＿

ノジ・・：

第154図　第80号住居跡出土遺物

190

10cm

！　　　；　　　」



‘　′　　　　一、　′、　‾　　　　∴工・＿　－　　′　′　　、．′　　、　－　　ノ　ノ　ノ、、　′　、二；∴、－ン一

望の頭部片で9　工具による波状文が且条施されている。欽淫は，中央部の覆土上層から出土し，流れ込みと

思われる。

所農　本跡の時期は督　出土遺物から9世紀後葉と考えられる。8の灰粕陶器壷は黒笹Iを替窯式である。

第銚号住屠跡出土遺物観察表

種 恒 腑 n－）
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 さ焼成 備　　　　 考

第は一掴　　　 杯　　　 二㌔　日．8 底部か拓け縁部にかけての破片∵　平 目線部から体部内4 摘1津 タロナデ 砂粒受告か パミス P 589　　　　　　 甜％

l　　 i二　師　 器　 量う　 ：3．5 成　 体部は内攣気味主 立ち 上－が 生 底部回転潔南川 にぷい褐色 B 竃内

C　　 5．8 日縁部に至る やや不良 二次焼成

杯　　　 A　 H ．7 底部か ら＝縁部 にかけての破片　 平 Ll縁部から体部内・外面ロクロナデ 砂粒・長石 P 590　　　　　　 55％

2　　　　 －－上　師　器　 「B＋ 3．1 底、．体部は内攣気味 に立ち 上が 生 底部紆転糸切 り．底部外 面へラ当て 南壁中央覆土中層

C 〔5互 汀線部に至逐 痕。． 断頭

杯　　　 A ［日劇 底部か ら＝凍結緒にかけての破片　 平 目線部か ら体部内ヰ外面ロクロナデ 砂粒弓討！ P 59 1　　　　　　 25％

3　　　 土　師　 器　 壬う　　3．7 底、体部は内攣気味に立ち トムが り， 底部巨車転糸切 り、底部外面へ ラ当て にぷい橙色 南壁中央覆土中産

C ［07．2］ ＝縁部はわずかに外反する、．二次底

部面、

痕二 普通

杯　　　 A ”日。郁 底部か射汀線部にかけての破片∴　平 目線部から体部内ぜ外面ロクロナデ 砂粒・長石のスコリア P 592　　　　　　 用％

ムノ豊 i二　師　器 f3　 ：3．0 底．体狛 お最強的に外傾 して立ち 上 底部廿転彩初 年 にぷい橙色 B 電内

［　　　 序 ［繍 が 娠 l 縁部に至る． 普通

坊　 主も ［1痛
体部か ら目線部にかけての破片　 体 ＝縁部から体部内e外面ロクロナデ 砂粒e長石・雲母 P 593　　　　　　 30％

よ〕　　　 上　納　 器　 B （3強

［

部は内攣しながら立ち 上が年I 目線

部はわずかに外反する 普通

北壁中央床面

高台付椀　 A ［H ．裏 高台部か ら汀線部 にかけての破片 il縁部か ら体部内・外面ロクロナデ 砂粒受…甘 スコリア P 59 5　　　　　　 55％

6　　　 ＿一一＿！二　師　器　 B　　 6．0 、省議．∴体部は内攣気味に立ち上が り、 底部高台貼 り付け後－　ナテ㍉ 南壁中央覆土中層

i に骨 霊 禁 外反する潮 ま 普通
！　 慈　　 星 2蝕　 体部から庸 丞部にかけての破片　 体 目線狛 年 外面櫨ナデ　 体部外面縦 砂粒守鉦㍉雲母 P 5鮎　　　　　　 1（％

7＋ i 土　 師　 器　 B　日用＝雷机封雛誉しながら立ち 上がる、、頭部 位の／＼ラ削 、内ifけ デ．船積み痕、． にぷい褐色 南壁中央床面

はくの字状 を皇 し．L＿＿i縁部は外傾す

る

普通

壷　　　 モ3 （封の 「肩部片　 体 部は内攣 L ながら頭部に 体部内。外面 ロクロナデ　 頭部8体部 胎土張力 色 P 600　　　　　　　 5％

8　　　　　　　　　　　　　　　　 圭る

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

接合痕、体部外面瓶 ．

！

裾師表オリーブ色

普通

B 竃内

誓笹14号窯式

ノノ、　＿′　　ノ′　′　く

位置　調由三区中り用LI一三二31〕1区

重複関係　第81I「C号仕l出躯が本跡を握り込んでいるため，本跡が古い

規模と平面形　北西コーナー部を碓認するだけで．根性や、lつ白川三は不明である

壁　壁高は髭mで　外傾して立ち上がる。

床　確認された部分は平坦である。

覆羞　単一一層であ娠　由然堆積である。

土層解説

1　黒　掲　邑　U－∴粒」’・少量．揖化粧自哉量

遺物　日亜器片11点，須恵器片2点が出上している　図示できるものはない

所農　本跡は出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが9　第鋸B e C号住居跡との重複関係から9世紀後

葉以前の平安時代と思われる。

l鮭「…
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第8頂院号住居跡　日石日計中

位置　調音Il二区中り用LIl二誹汁区

重複関係　第81しつ月日相同沐朗宣j帖主込んでいるため．本跡が古い　また。重跡が第8上目月日出井を拙；‖ム

んでいるため　本跡が新しい。

規模と平面形　長柚1．201ll．鉦抽出．1（）mの方彬である　中り雷肛二南北に長い損乱がある

主軸方向　N－8（）－I二

壁　卑高はhrnlで．外伸して立ち上がる

床　全f付根二辛川｝′∴　芯から中り」出；がよく踏み出められている

竃　束隼中り用昔年外へ1川）し、111はど握i‖ムみ。付設きれている．規位は。某日部から畑道部までの長さ1：i（knl．

両袖間の最大幅且摘cmnである。袖部は　褐色の砂質粘土で構築されている。火床部の規模は孝明である。煉

遺部は　鬼床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

ユ　暗　褐　色＋粘土粒守華唱∴　属目藩は㌔炭化粒巨

ローム粒子微巌

暗　褐　色　粘悌員ダふ申；重量二　焼悌白㌔少猿や　ローム粒子微量

にぷい褐色　粘　鴻拍ダム中毒を　焼i粒ダム少；書を

覆土：月’有からな星　自然堆積である

土層解説
2

リ
l）

黒褐　色　焼土粒「炭化粒子潤一ム粒jダー微
i吉 褐　色　焼　粒　タ弓差化粒f　ローム首

小、ノ十「‥　ン・い∴十位日出l；

一　にぷい褐色　精

も）　にぷい赤褐色　焼

6　赤　褐　色　焼

7　暗　赤　褐　色　焼

i粒了多鼠㍉廃土粒子ヰ虔

周音ヂ多；書；

j太フロック　焼L粒了多；音；

招㌃巨躯乳∴粘土粒予儲慮

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物　日出器片手伸点，頃忠常汗一つコ訂一㌧　吠紬陶器片仕上　鉄製品リノ工　巨艮品は（）点、五畏品主点が出上してい

る。第蟻囲　も　の摘i器均は北東部の床面から出土している。　の土師器杯9　且　の灰軸陶器義は北東部

の覆土中層から鉦生している。　の土師器杯は北西部の床面からヲ　5の土師器高台付椀は南西部の床面から

旧ふている。　の一i師龍高台柑椀タ　　の土師器襲撃　臓の管賂i鐘は竃前面の床面から虹たしている。　の

土師器襲撃　臓の腋槻陶器壷は南商部の覆土下層から出土している。9の丑儲儲腰庖南東部の覆二豊二千敵か玩

日子）砥石は竜山の糧回Iから．1（iの鉄甘鋤兄は中央部の覆上ロー、有雄から出上している15の石製杖孔‖板は

南東部の覆上目再から出上し言最し込みと思われる12は須恵器悪の休部片で言ノ、抽出二当て具痕が見られる

所農　本跡の時期は撃　㌔＿豊拍二遺物から9m掛紀後薬と考えられる。

第8頂C号住居跡（、第1う計中

位置　調在E区月－リ用LI霊山区

重複関係　本跡が第8上一㌧・1日目日出恥圭削り込んでいるため．本跡が新しい

規模と平面形　長軸：1．7（‾）111，虹帖吊（）111の長方形である　中央部に南北に長い頼活Lがある

主軸方向　N一つ）

壁　貼高は70し、111で，外伸して立ち上がる

床　全f付加二、円世上l回用；がよく踏み出められている

竃　北曜中り川音畔外へ握り込み．付設されているが、有半加射し待Lによって不明である　規模は．焚＝部か

ら柚道部までの長さγ（）し、111言両袖間の最大幅　月0（、111．）である　柚部は，褐色の砂質枯上で構築されている

鬼床部の規模は不明である。

覆羞　　層からな娠　由然堆積である。

1仕j
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－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

詐紬的血11メ 器　形　の　特　徴

底部から汀線部にかけての破片∵　宰

磋H　すむ祝日ル姉箪㌔雄信∵圭一ナ、主ゲバ＝

f　法　の　特　徴

目線部から体部内。外面ロタロナデ

崩し肯㌣ト∴霊「fJ受∴㌔／＼こラバ＝㌃1＋＋清㌢勲㌔へ∴う

胎巨色誹打つ尭成

長石・スコリア

～サノ試し訂箆綴

備　　　　　　　　考る

P602　　　　　　　　50％

酔蔽き［ミ技工洋子テ

i 92‘Y ㌦ 完
汀線部はわずかに外反する 日柄 普通 摘む体部外而墨書

ゾ 樟 ：言 泣；
‘”㌔：′11．8
「持 l錮
；

底部から目線部にかけての磯雄一　や 目線部か ら体狛年 外面ロタロナデ 石英∴畑楼燕、㌔色粒 ‡－）棚こう　　　　　　　 ：弦％

底∴　休部は内攣気味圭 立ち 上かH L ii底部胱 射 腑

i

橙色 北東部凍謙i

i　　 巨　 甜 目線部に至る、 二次底部面、 普通

斗 声 底部から体部にかけての磯雄∵平底休部外面ロク甘ナデ∴　体部下端手持砂粒イ摘㌢雲穏 P祝汚　　　　　　　　窯％休部 は内攣気 味に立 ち上が る 有へ ラ削 り．内 面へ ラ磨 き㍉　底 部瀬 浅黄橙 色 北 嶽部 覆土中 層

転へ ラ削 り　 内 面黒色 処理、

i

普通

杯　　　 B　日 ．7 j 底 部か ら体部 にか けての 破片　 平底 、、 i i縁部 か ら体部 内 e外 面ロ クロ ナデ、、 砂粒 0石 英 豆封か P 60 を3　　　　　　　 30％

．ノつ … 器 。 7－－′呈

！

休部 は 内攣気 味に立 ち上 が る÷　∴次

底 部面

底 部回転 系切守 ∴　げ摘照美色処理 、 黒 色粒　 橙 色

普通

北 西部床面

狛 鉦 湖 上 汗 融 底部 か ら！極摘芸にか けて の破 片÷　宰 目線 部 か ら体 狛 年 外 面ロ クロナ デ 砂粒 イ薄い 雲母 P 甜 7　　　　　　　 射 ％

つ … ㌣ … 底 ＿、体 部 は内攣 気 味 に立 ち士 が 娠 体 部呈伸 雄 妬とのへ ラ削 り　 底 部高 台 にぷ い黄橙 色 南 酢部床面

＝縁 部に至 る　 高 台剥離∴＿ 貼 り付 け後や　ナデ痕 、． 普通

高 子再寸 椀」 と‖ 4ぷ 高台 部 か ら汀線 部 に かけ ての 破 片 体 部外而セ タロナ デ　 底 部 高台貼 ij 砂粒 弓討 圭 雲母 P をう臓　　　　　　　 i5 ％

（う　　 i二　柚　 器 i）　 を）．裏 休部 は内攣 気味 に 立ち 上が る　 吾部 付 け軋　 ナデ　 内 面へ ラ磨 き にぷ い 貯橙 色 電前床 面

E　 i。5
；

はハ の字状 に開 く． 普通

婆　　　 ムF主 祭－血 休 部 か ら目線 部 にか けての破 片　 体 目線 部瀬上外 面櫨 ナ デ 二、体部 外 南 中 砂粒 を石英 ・雲 母 P　＿臓　　　　　　　　 二泊％

ア　　　 L　 師　 暑打つう　庚頼 狛　 内 攣 しなが ら立 ち上が る、頭 部 位縦 位件 へ 判別 娠 トム端横 位 のヘ ラ 橙色 電前床 面

は くの字状 を∵ し∴汀線 部は 外傾 す

ブタも）

削 年　 内而 ナデ∵　輪磯藩 痕 普通

髪＋ ＋ 「A　圧珪 体 部か ら庸 新制 こかけ ての磯雄 一　体 目線 部 内つ裾線横 ナデ　 体 部 外 面申 砂 粒 弓詔軒 黒 色粒 P 鋸 1　　　　　　 1（％

∵ 「 「 部 は沃l攣 l′なが ら立 ち上 が る∵　頭 部 位横位 のへ ラ削 りテ　内面横 ナ デ 橙 色 南 西部覆 土下層

は くの 字状 を 呈 しつ i縁 部 は外 傾 す

る

普通

［声

きi

底部 か ら体部 にか けての破者∵斡転 休 部外面 へ ラ削 り． 内面 ナデ 砂粒 豆討 圭霊榎 P 6 12　　　　　　　　 謝％

休部 は内攣 しなが ら立ち上が る にぷ い褐 色 南 東部覆土 下層

普通

壷　　　　 B （4幸 底部 か ら休 部 にかけ ての破 片　 骨軋 体 部 内 ∵外帝汗r グ ロナ デ　 底部 高 台 胎士 ：底 出色 P 6 14　　　　　　　　 5％

10　　 庚 軸 陶 器 IU つ廟 体船　 内攣 しなか ら 立ち上 が る　 台 貼 り付け 後， ナデ　 底部内 外面紬 紬誹上 オリーブ色 南 西部覆土 下層

E　 O．Z4 部は断 面台形 を してい る 浮適 異種 は号窯式 段階

壷　 高 （ ，封

li　　 灰 粕 陶 器　 D　 8，5

底 部片 、台部 は断 面台形 を して いる′＿つ 底部 ロ クロナ デ∴底 部高 台貼 り付 け l

後， ナデ。一　底部 内面 触

私 信 にぷい黄橙色

紬凋 ：オリーブ灰色

P 鋸 5　　　　　　　　　 ％

北 東部 覆土 中層

E　 O．5 普通 異 種＿14 号窯式段 階

主製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ … ぬ 点

備　　　　　　　　　　　 考巨妾′さ （cmj
経　 h壷 乳 棒 k中 根 打 g ）

l＿こう
i管状 圭錘
［

！　 372
0．9

0・2 ！ （284j
竃前床面 ジP82　　　　　　　　　　　　　　　　　　 95％

石製品観察表

図版番ぢ一 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

i 石 質

汁ち　土　 地　 点 備　　　　　　　　　　　 考長 さ k m車 齢 cm中 まき km 車 室 蘭

l4． 砥　　　 石
… （13・6ラ！　 項　 3・0 日 216・7ノラ

t十凝　 灰　 岩
！

竃内 私娼

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　　 値 i 石 質 上 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考ヨ
長　さ （cm j

… 幅 くcm中 経 k 三一一ラ［垂 毒つ g j

15 双孔 円 板
！
〔2．1j

2・4 i　 o・2
2．8 滑　　　 石 南東部覆土上層 Q 4 7

…㍉接近言…



金属製品観察表

細目娠 番 リ・ 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 1二　 地　 ∴1 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 rfを （g ）

16 鋤　　　 先 （8．4 ） 2．5 1．0 （37．3 ） l 火 部 将 1二上層 M 64　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30％

土層解説

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　焼圭粒子・炭化粒子・ローム粒！少量
7　暗褐色　焼土粒f言炭化粒子中量，

ローム小ブロック・鹿沼上微量
8　暗褐色　焼1二粒！言炭化粒子巾鼠　ローム粒子微量

9　一黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

焼上粒子・炭化粒r・・鹿汀＝二微量

10　一里褐色　ローム中・′トブロック・ローム粒子・

鹿瀦＝二微量

遺物　土師器片100点，須恵器片33点，鉄製品2点が出土している。第157図17の土師器杯は，西壁中央部付近

の覆土上層から出上している。18の土師器杯は，竃内の覆土中から出上している。19の土師器高杯は，中央

部の覆土中層から出土し，流れ込みと思われる。20の須恵器杯は，北西部の覆土下層から逆位で出土してい

る。22の刀子は，西壁下壁溝の覆土中から出土している。21は須恵器聾の休部片で，外耐こ横位の平行叩き，

内面に同心日の当て具痕が見られる。

所見　本跡の時期は，出土遺物と重複関係から9世紀末から10世紀初頭と思われる。

第157図　第81C号住居跡出土遺物

第81C号住居跡出土遺物観察表

ll

－∴∴二二：：∴－∴、・
1

0　　　　0　　22

l刺仮番甘 器　　 椎 計測値（cm） 器　 形　の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎　ト色調・焼成 備　　　　　　　 考

第157l叉l 杯 八　二12胡 底部からll縁部にかけての破片、、I三ll縁部から休部外面ロクロナデ　 内 砂粒・長五雲母 P616　　　　　　　　 40％

17 上　師　 器 B　 4．3 底．休部はl姑線的に外傾してIi緑部 両へラ磨き、底部Il＿l庖糸切り　内面 にぷい黄橙色 西壁中央摸上上層

C　 6．8 に圭る． 一IJl色処理 普通 「平ノ」体部外面歌書こ

18

林 Å［12．4 底部からlI縁部にかけての破片で、l（日縁部から休部外面ロクロナデ．内 砂粒・雲け・スコリア P617　　　　　　　　 40％

上　師　 器 B　 4．2 底ノ　体部は内攣気味に立ち上がり，面へラ磨きこ　底部回転糸切りこ　両面 にぷい黄橙色 電内

C　 5．8 日録部に坐る 黒色処f肛ノ 普通

196



図版番号 音詩　　種 測軌可　　 器 形 び川 徴　 i　 ㌢法 の 帝 徴　 恒 湖 冊 可　 怖＋ ＋ 考

第．且57図
19
it高　　　 林
i二　師　器

漂　　　　 i 、部か繍 部柚 へラ裾 謝 ナ 禁 戊鉦雲母 呈霊；摘＿伸層　 ％

i　　　　　　　 i　　　　　　　　 普通

須憲章
Pを辺0　　　　　　　　曇％

北西部覆土下層

三和窯産

金属製品観察東署
第82号住居跡　t第158・15伸縮

位置　調侶斗中り上部．I‾）2i車：

重複関係　第8：日月ロー骨帰りこ朗寸据‖　ふているため．本跡が古い

規模と平面形　北側の・部が調出初持トに廷ひ、∵お：上　長軸ふ8（）111∴恒軸（工紬Il‾．）で，長方彬と推定される

主軸方向　N－82－つ1▼

壁　壁高は銚cmnで学　外働沈て立ち蛙がる。南壁の　－あ部が第鋸号佐短跡に据　込まれ不明である。

壁溝　川畠5＼：眈肱　川h主上γ川1言ノ簑き1ィn了こ南っ甲∵日、‾の・部で朝信忠す完）l新面彬はし守彬である

床　全体的に平坦で　踏み肉められている。

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

間の最大幅12（＿）川である　柚出土．灰褐色帖上で構築されている　律1（）川，長さ崇（．・111の‖礫を柚部の補強材

として伸IJしている　火力言出は．律10川1の日賦二5川はど捕りくぼめられ．熱を受けて赤変硬化している

人心’甘奥に‖礫を理設L友腑として佃1日ノている　′帖射出上　火府．吊から紙やかな傾斜で立ち上がる

竃土層解説

ユ　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土粒子微量　　　　　　　　　　と4　灰　褐　色　粘土粒子多量夕　焼土粒子微巌
2　にぷい褐色　焼　濾抒凍土粒打中量＼名工レ五ブロック少量　　　　3　にぷい赤褐色　焼土太ブロック凋江湖予多鼠
3　褐　　　色　粘i粒ダム中註，ローム粒守少量

覆土　吊’車からなり．自然堆債である

土層解説

丁　黒　田　邑　悦上位J’・・炭化位！・・tト∴’、中・中ソ守「・ソ

ローム串主上少還

8　蟻「褐色i　廃土紅杏炭胱粒子潤一ム小フロブク

ローム粒夕　粘土粒　A微量

炭化働つ掛階粒子少瑠

6＋鴫二　赤　褐　色＋焼土粒子少蔓争　ローム粒子磯溜

9　鴫　褐色　ローム中小フロブク中蔓草　教上打粒予瑠璃凱

焼土載守㍉賂化粒予磯遽

臓　褐　　色　ローム中小フロック中量ク　ローム粒f少［薯；

且l　一望　褐色　ローム小ブロック　ローム粒チ微量

ノ　　＼　　三一　　　　　　　　．　．　　　　　　．　　　′　、

日華1仕十㌧　石製品1点．縄文上器吊つ点が出上している　第1（川、姓黒の日油器林は．中り用この柁上目汁から＝一一

・′′　　　ノ　　　ノ　ノ　．．ノ　∴・　′．　　　　　　．　′　　　′　　′′．　　＿　　／　ノ　′∴　　′　′

：Hの鉄鉱は竜山の覆回－から出上している　25の須恵器悪．2〔）の不明鉄製品は中り周この覆目口層から出上し

ている　2（うの須恵器悪は言射し周この鞍上卜層から出上している　27の元は．中り用；の鞍上吊・一拍、ら出上して

．′　　　　　；　　　　　　　　　′、　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　ノ　′・、′指

している　いずれも流れ込みと思われる　什状‖凧よ　丁目古内全体に散在するように覆川中は、ら出上して

いる　28の打製石斧と縄文上器片は流れ込みである

lt）丁
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第158図　第82・83号住居跡
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所見　本跡の時期は，出土遺物か

ら9世紀後楽と考えられる。29

の古銭は皇朝「二銭の『隆平永

賓』である。中央部の覆土中層

から出土した窯笹90号窯式の長

頚瓶が，第58号住居跡の灰粕陶

器片と接合した。24の須恵器林

は三和町の三和窯産である。

第159図　第82号住居跡竃

第83号住居跡（第158凶）

位置　調査Elズ中央部，D2j8区。

重複関係　本跡が第82・84号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ヒ幅15～30cm，卜幅3～10cm言果さ5cmで全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央東寄りを壁外へ100cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで130cm，両

袖間の最人幅115cmである。袖部は，砂質の灰褐色粘土で構築されている。火床部は長径55cm，短径40cmの

楕円形に深さ5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかな傾斜

で立ち上がる。
竃土層解説

1．リ．㌔褐色　粘上人ブロック湖上粒rサ鼠　　　　　　　　　　3　にぷい赤褐色　煩い粒了‥炭化粒川コ軋　粘上粒F少憲二

ローム小ブロック微行】‾　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　赤　褐　色　焼L粒子一中覇，粘上粒r一徹昌去

21天褐色　粘上粒子中鼠　壌土粒ト粘土大ブロック少量二　　　　5　明　赤　褐　色　焼上大・中4、ブロック・焼上粒子多量，灰微景二

ピット　Plは長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さ15cmである。底部は平川である。性格は不明である。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　　焼上粒ト炭化粒子・ローム中・小ブロック・　　　4　暗褐色　　ローム小ブロック中量，ローム粒！少一札
ローム粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒！・中鼠　焼寸二粒子・ローム中

小ブロック少鼠　炭化粒／・微量

3　暗褐色　　ローム中りトブロック中鼠　ローム粒子少＿憲二

199

焼土粒子・粘上粒子微量
5　暗褐色　　ローム粒
6　暗褐色　　ローム粒

予微量

予中量
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第160図　第83号住居跡出土遺物
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遺物　土師器片973息　須恵器片触烹ラ　鉄製品4鳥　鉄淫2点普　土製品は点　石製品1点が出土している。第

160図1の土師器杯は中央部の床面から出土している。2。3。5～7の土師器杯，13e16の土師器小皿は

竃前面の覆土下層から出土している。4の土師器杯，10∵Hの土師器高台付楓15弓7の土師器小皿は南西

部の覆土日百から津昌二している。）8の土師器高台付椀は言顛壁中央部付近の床面から出土している。9の土

師器高台付椀はタ　南壁沿いの覆土下層に破片となって散在した状態で出土している。12の土師器高台付軋

20の管状土鐘は，Plの覆土中から出土している。14の土師器小皿は言ヒ西部の床面から正位で出土している。

18の土師器鷺は床面全体に破片が散在した状態で出土している。19の土師器婆は東壁中央部付近の床面から

竃内で出土している。21の石鉱は中央部の覆土中層から出土している。鉄淫は，椀形淳1点（150g上　含鉄

洋上蕉（5g）で，ほかに羽目片6点が出土している。いずれも流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，出土遺物から摘世紀後半からH世紀前半と考えられる。

第83号住居跡出土遣物観察表

図 版番 ぢ一 器　　 種 計測値 k 扉 器　 形　 の　 特　 徴 ノア　 法　 の　 特　 徴 胎 巨 色調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 160 図 林 A 〔＝圭 底部 か ら汀線部 に かけ ての破 片 、Iそ 目線部 か ら体 部 内 ・外 面 ロク ロナデ、． 石 英 弓姜右 P 63 1　　　　　　　 4（‾）％

1 上　 師　 器 B　 4．（）

C 〔6．0］

底、、体 部 は内 攣気 味 に 立 ち上 が り，

目線部 はわず か に外反 す る。、

底 狛 坤転 糸切 り． にぷい黄 樟色

普 通

中央部床 面

杯 Jハ日 日．0〕 底 部か ら目線 部にか けて の破 片 、iそ l 悔摘 ；か ら体 部内 ・外 面ロ クロナ デ 砂粒 ・雲 母・パ ミス P 6：32　　　　　　　　 40％

2 上　 柄　 器 Ij　 4．2

C　日産

底　 休 部は 内攣 気 味 に立 ち 上が り，

汀線部 はわず か に外 反す る＿ノ

底 部伸転 糸切 り 橙色

普通

電 前覆土 頼 寺

り
、）

杯 ∠：．1 ［15．0」 底 部か ら＝縁 部 にか けての破 片　 平 ＝縁 部か ら体部 内 ・外 面 ロ クロナデ ト′、、 砂粒 ・長石 ・雲 母 ・ P 633　　　　　　　 ：35％

土　 師　 器 B　 3，8

C　 6．6

底 ．一　体 部 は 内攣 気味 に立 ち 上．が り、

目線 部は わずか に外 反す る

底部 回転糸切 り′、 黒色粒　　 橙 色

ii午通

竃前 覆十 下層

／i

林 A　斗症 底部 か ら＝縁 部に かけ ての破 片 、「 ！相承部 か ら体部 内 ・外 面 ロ クロナデ 砂粒 空＿‡針 スコリア P 6こうJ4　　　　　　　　 20 ％

！二　 師　 器 B　 3．7

C ［6．6」

底　 体 部 は内 攣気 味 に立 ち 上が り，

日縁部 は わずか に外反 す る、′′

底 部帖転 糸切 りノ． にぷい橙 色

普 通

南 西部 覆土下 層

：‾）

杯 A lr－4．5 体 部 か ら目線 部 にか けて の破 片　 体 l刃家部か ら体 部内 ・外 面 ロ クロナデ 砂粒 ・雲 母・黒色 粒 P 6 36　　　　　　　　 50％

上　 帥　 器 Iう（3．射 部は 内攣気 味 に立 ち 上が り、 目線 部

はわず かに外 反す る

橙 色

巨聖通

電前 覆 I二日で弓

6

杯 A l：3．8 休 部か らl＿＿津哀部 にか けての 破片　 体 「け哀部か ら体部 内 ・外 面 ロクロナ デ 砂粒 ・石英 e黒色粒 P 6ニ37　　　　　　　　 30％

土　 師　 器 B （2謝 部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， ＝縁 部

は わずか に外 反す る 普通

竃前 覆土下 層

7

林 ェA　 16∴′ま 体 部か ら＝縁 部 にかけ ての破 片　 体 l 悔摘 ；か ら体 部 内・外 面ロ クロナ デ 長石 ・ス コリア P 638　　　　　　　 ：30 ％

上　 師　 器 I〕 （、2．5 ） 部 は内攣 気味 に立 ち ＿！二が 生 i ＝縁 部

はわ ずか に外反 する．ノー 普通

竃 前 覆土 上層

8

高 台 付 椀 A　 M ．8」 高台 部 か ら日縁 部 にか けて の破 片 日縁部 か ら体 部 内 ・外 面 ロクロ ナデ。 砂 粒 ・石 英 ・雲母 P 640　　　　　　　　 60 ％

上　 師　 器 B （5．の

E （ 1．Al）

、臣底　 体 部 は内 攣 気 味 に 、ンこち 上が

り， l l縁部 は わずか に外 反す る　 台

部 はハ の字状 に 開 く．

底 部高台 貼 り付け 後， ナデ にぷい褐 色

普通

西 壁中 央床面

きj

高 台 付 椀 A　 ＿14．4 高 台 部か ら＝縁 部 に かけ ての 破 片、 ［二l縁 部か ら休 部外面 ロクロ ナデ∴　底 砂粒 雲母・スコリア P 64 1　　　　　　　 70％

土　 師　 器 B　 5．9 平 底 、、休 部 は 内 攣 気 味 に立 ち 上が 部高 台貼 射事 ナ後 ，ナ デノ　内 面へ ラ 南壁 沿い 覆土下 層

I〕　 7．ニ3

E　　 ユ．こう

り，目線 部 はわず か に外反 す る ．台

部 はハの 字状 に聞 く

磨 き　 内面 黒色 処理。 普通

1日

高 台 付 椀 ‘FU 15．6 高 台部 か ら＝縁 部 にか け ての 破片 「1縁部 か ら体部 外面 ロ クロナ デ ノ　底 長イ十 ス コリア P 642　　　　　　　　 4 5％

十　 師　 器 B　 5．8 平 底 。休 部 は 内攣 気 味 に 立 ち 上 が 部高台貼 り付け 後， ナデ　 内面 へ ラ にぷ い黄橙色 南西部 覆土 ド層

D　 9．2

E　 l．2

生 「1線 部は わず かに外 反す るノ′　台

部はハ の字状 に 閃 く

磨 きノ　内面黒 色処理 ハ 普通

11

高 台 付 椀 ノーも 15．：3 高台 部 か ら＝縁 部 に か けて の破 片 lI縁 部 か ら体 狛 年 外 面 ロク ロナデ ノ 石英・長存 スコリア P 643　　　　　　　　 50 ％

土　 師　 器 B （5湖

E i 1．5）

平底　 体 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち上 が

り， LJ縁 部 はわ ずか に外 反す る一　台

部 はハ の字状 に閃 く′

底 部高台貼 り付 け後 ，ナ デ′ にぷい樟 色

普通

南 西部覆 土下 層

2（‾）1



図 版番 ぢ－ 器　　 種 計測値 血11） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 0 焼 成 備　　　　　　　 考

第 160 図 高 台 付 椀 ふ一日 15．2〕 底部 か ら川縁部 にか けて の破片 、「 1 1線 部か ら休 部外 面ロ クロナ デ　 体 砂粒 ・石英 ・雲 母 ・ P 6才ノま　　　　　　　 ：30 ％

12 ′上　 師　 器 B　を　－4．5） 底 、．体 部は 内攣 気 味 に立 ち上 が り， 部外 面横 位のヘ ラ削 年　 底部 高台貼 パ ミス P　 内覆土 申

「1縁部 に至 る、′、台 部剥敵 － り付 け痕 ご　内面 へ ラ磨 き　 内面 黒 色

処理 ．∴

灰褐 色

普通

1こう

小　　 lliL ．1　 9．（〕 、出産、 休 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上が ＝縁 部か ら体部 内 ・外 面 ロ クロナデ 砂粒 ・石英 ・雲 母 P 65（‾）　　　　　 100％

j二　 師　 器 B　 l．7

C　 5．4

り， 目線 部 に至 る、 底部 陣 転糸切 i）、． 橙色

普通

竃前覆 土下 層

1ご‥1

小　　　 皿 A　 9．4 「1縁部 一一一部 欠損∴ 平底 、、休 部は 内攣 日縁 部か ら体部 内 ・外 面 ロ クロナデ ー 砂粒 ・石 英・雲 母 P 65 1　　　　　　　 95％

i二　師　 器 B　 2．2 、

C　 6．2

気 味 に立 ち 1二が i），I は義邦に至 る 底部 軒転糸 切 i）、 黄橙色

普通

北 西部 床面

15

小　　　 皿 A　 8．5 Il縁 部　 ′一部 欠損．∴動 転　 体 部は 内攣 ＝纏綾にか ら体部 内・外 面 ロク ロナデ 二． 砂粒 ・石英 ・雲母 ‡‾）652　　　　　　　　 90％

土　 師　 器 B　 l．9

C　 5．3

気 味に立 ち上 が り，＝縁 部に至 る。 底部 回転 糸 切 り。 にぷ い橙 色

普通

南西部 覆土 卜層

16

小　　　 皿 A　　 9．1 「i縁 部 ・部 欠損。 、出産．∴　体 部は内攣 ＝縁部 か ら体 部 内・外 面 ロク ロナデ 砂 粒 ・石英 ・雲 母・ P 653　　　　　　　 9（‾）％

上　 師　 器 B　 2．0

C　 5．0

気味 に 、とち i二が 軋　 川　 部に至 る．、 底 狛 坤転糸 切 り、 黒 色粒　　 橙色

酎 虚

電 前 覆 日 、一層

17

小　　　 肘と －1　 9．6 ＝縁 部一一一・部欠損 。㍉ 平底 。休部 は内攣 ＝縁部 か ら体 部 内・外面 ロクロ ナデ、二 砂 粒 ・石英 ・雲母 ・ P 6 54　　　　　　　　 90％

I＿二　 師　 器 B　 2．1

C　 5．5

気味 に立 ち 上が り， ＝縁部 に至 る．、、コ 底 部回転 糸切 り、〕 黒色粒　 にぷい橙色

酎 壇

鯨西部覆 土下 i感

18

澄 ノ・l ［24丑 底 部か ら日縁 部に かけ ての破 片 、ド ＝縁 部内 ・外 面 横ナ デ　 体 部外 面 ［二 砂粒 ・雲 母 P 6 56　　　　　　　　 40％

土　 師　 器 B 16．3 底 ．∴．体 部 は 内攣 し なが ら立 ち ［二が 位 横位 のヘ ラナデ ，「怖 摘 、ら 再 嗣 黄 住 居内全 面

C ［17．0］ る 、＿∴頭部 は くの字状 を＿呈 し， 「J縁部

は外傾 す るrニ

位 のヘ ラ削 り、、内 面横 ナ デ、 普 通

19

l

望 A　 L20ぷ 底部 か ら1 1線 部に かけ ての破 片　 平 l l縁部 内 ・外 面積 ナ デ　 休 部 卜位 横 砂粒 ・石 英・雲母 P 65 7　　　　　　　　 ノ′15％

上　 師　 器

l

B （23．：〕） 底，、、体 部 は内攣 しなが ら 立ち 上が る 位 のヘ ラiliりi），曲 射 黄ナデ　 輸積 み 明赤 褐色 電 内か ら東壁 中丸痢 Irii

C lO．2 頭部 は くの字状 を呈 し， ＝縁部 は外

傾す る：一つ

痕 。‥j 普通

土製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （Ⅷ） 径 （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

20 管 状　－I一二錘 3．8 0．9 0．2 （3．3） 1年覆 l二申 D P 8：3　　　　　　　　　　　　　　　　　 95％

石製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　 質 出　 上　地　 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重つ護 （g ）

2 1 石　　　 鉱 （、1．8） 2．2 0．3 （1．1） チ　ャ　ー ト 中央部覆土「回層 Q 49　　　　　　　　　　　　　　　　 70％

第82号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 も焼 成 備　　　　　　　　 考

第 161 回 杯 A　 8．8 底 部か ら［］縁 部 にか けての破 十。丸 日縁 部か ら体部 内 ・外 面 ロク ロナデ。 砂粒 ・雲 母 P 62 1　　　　　　　 70 ％

22 土　 師　 器 B　 2．2 底 。つ　休 部 は 内攣 気 味 に立 ち r二が り，

＝縁 部 に至 る

底部粗 い ri－懐 こへ ラ削 りニ 褐灰色

普通

中央 部覆土 下層

23

瓦
B （6．7） 底 部か ら体部 にか けて の破 片 、自民ノ 体部外 而 「巨位縦位 のヘ ラ削 り， 下端 砂粒 ・雲 母 ・パ ミス P 626　　　　　　　　 20 ％

土　 師　 器 C　 7．6 体 部は内 攣気味 に立 ち上 がる rノ 横位 のヘ ラ削 り ノ　内面 ナ デ、底 部へ

ラ削 りて二二

にぷ い赤 褐色

普通

西壁 中央床 面

24

杯 A　 L13．4］ 底 部か ら H 縁 部 にかけ ての破 片‥　平 ［＿1縁部 か ら体部 内・外 面 ロク ロナデ。 石 英 ・長 石 P 622　　　　　　　　 45 ％

須　 恵　 器 B　 ‘4．4 底 ＿．体 部 は 内攣 気味 に 在ち 上が り、 体 部下 端 手持 ちへ ラ削 年　 底部 封 寺 浅黄橙色 竃前覆 「卜層

C　 6．2 ＝縁 部 に至 る ノ ちヘ ラ削 り ． 普通 三和窯 産

25

婆

須　 恵　 器

A ［19．8

B （4．8 う

［二i縁 部片　 目縁 部 は外 反す る∴ 日縁部 内 ・外 面 ロクロナ デ．． 石 英 ・長 石

褐 灰色

普 通

P 628　　　　　　　　 5％

中央部 覆土 中層

26

惑匿
JiG

須　 恵　 器

B i 5．1j 底 部片 、打底ノ　体 部は 内攣 しなが ら 体部外而 横位 のへ ラ il射 ），内面 ナデ 石 英 0長石 P 629　　　　　　　　　 5％

C ［15工 、土ち l二が る 褐 灰色

普通

南 西 部覆 上 口頭

p一一一一202…



第161図　第82号住居跡出土遺物

上製品観察表

クノ

（（

二l∴　二三

10cm

仁一　　　　Ⅰ　　　　∃

l剰 板 番 リ一 種　　 別

l目　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 上　 地　 ノ． 備　　　　　　　　　　 考
k さ （〔m ） 腑 （c ln ） 捏 さ （c m ） lT t 量 （ g ）

2 7 九　　　 九 （1 5 ．6 1 （1 6 ．5 ） 1 ．5 （6 1 3 ，1 ） 中 央 部 頂 上 上 層 T 1 4　 P l仙 イIi ＝ 痕　 凸 ［桁け デ 調 整　　 3 0 ％

石製品観察表

四日仮番 LJ・ 鍾　　 別

．目　　　　　　 測　　　　　　 値

イi　 質 出　 上　 地　 ∴l 備　　　　　　　　　　 考‾
1ミ さ （ぐm ） 幅 （（、nl） いノ　 さ （m l） i丘 ：l （g ）

28 打 製 イr 斧 10．0 6．4 1．7 124，、′1 砂　　　 イ1 ［軒京 都 捜 上 目 4 Q 48　 分 銅 形

203



金属製品観察表

図版儀亮一 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 「 … 点

備　　　　　　　　　　　 考目蓋さ （cn－中 腑 －j
厚 さ　k壷 素 量　履 メ

29 不明鉄製品
i 潮 可 ＋ 融 ［

（．）．7
［
沌7，桝
j
中り三部覆層嘱

i
M 鍼

ニ31 ノJ　　 J′ふ
（尋 ＋ 捕

（）．：巨イ痛 （ヱ王お 西壁中央床面
巨′i（う8　　　　　　　 を）腸

ニ32 鉄　　　 鉱 9．2 2．7 0．ごま ＝且射 電内 M 針）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 餅＿％

名

［ 計　　 測　　　 値 i 初 鋳 附 紺 L潮

鋳　 造　地

！ 備　　　　 考ル

銭経　 k nlラ穿経　 k 扉 厚さ （即日 針鼠 「わ

ニ淡）　　 附　 永 賛 は蘭 0。6 （＝鳥 十1．十十十 廷暦搭年＋ （7 9 の 不　 明 Ⅹノ鉦汀

第75号住居跡（第1（i2図）

位置　調在I工区中り用LI2m区

重複関係　第＝号仕居跡．第圭2号つ寸心　第5号廿日跡が本跡封出）込んでいるため．本跡が古い

規模と平面形　長軸小冊111，毎朝Iふ1（）111の隅九長方形である

主軸方向　＼－・1－Ⅵ’

壁　貼l∴仕上点し、111で．外触して立ち上がる　北東コーナー部は第＝号f日出根二捕目上込まれ不明である

壁溝　口帰日ト2（）rnl。卜帖う・＼7（、111言策き7川了ご南・両性トで碓認するl柚［′】川三はt’ノ声　である

ご・－・J

頂弓　削
l

〔；′へそ：ら！；つ一．二二／ら′′、′「．Llソ・

2（‾）Ll



／

三二

第163図　第75号住居・跡出土遺物

－ ‾＝1 －

し　Ⅰ
こ＝1＼
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床　全体的に、印して、踏み小母）られている

竃　北壁中央部東寄りに付設された痕跡を確認する。

覆土　3層からなり．自然J‘冊廿である

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子少量　焼招壷はふむ炭化材微吾妻‡二　　　　　　　　暗褐　色　　ローム粒石畳巌

2　暗褐色　　ローム粒子中；姜蔓∴　ローム中8小ブロック少最

遣物　上帥器右つ（‖宜工　須恵器1㍍（i点．灰和l陶器片（主点＼銅製品上－∴一㌧　鉄製品1点．元片1点，鉄汗21点が出

上している　第1五出11の日油器椀．用の銅製鞘尻金具は北西コーナー部の床面から出上している　コの日抽

器棒は中央部の覆土中層から出土している。　の土師詣椀は北西部の床面から学　複の土師器高畜付椀912の

日油器悪は北西コーナー部の覆lつ、1層から川上している　コの日油器高台付‘椀は中り用；北側の特上卜層から，

（うの日抽器高台付椀は南帖．吊の鞍上卜層から出上している　7・～）の日油器中仙．．11の日帖器悪は中リU出来

側の覆！つ、‘層から出上している　8の日抽器小皿．15の、再Lは南畔中央部の柁Iつ、‘層から出上している1（）

の上師器鉢，1こうの上師器壷は西曜中り川；の府廿から散在して出上しているlLlは須恵器悪の体証出‘で．外面

；：∴二　転　　　　、ノ　∴‥工、′－。　　　　．、，，、　′1　　　　　　　　　　　・　　　．

リ用；の覆上目再から出上している　いずれも流れ込みと思われる

所見　本跡の時期は。出上遣物から1（）世紀後半と考えられる

、′　　－　　　　　　・リノ！′　．・・

図版番号 器　　種計測値km） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士の色調の焼成 備　　　　　　　　 考

第163図 椀 Jジ・．U：ほ．鋭底部から仕縁部にかけての破片∴　宰汀線部から休部外面ロタロナデ、内砂粒e石英や雲母 P54i　　　　　　　 壷％

i 上　納　器Iろ　6．8 底．体部は鉦攣気味に立ち士が軋酢へラ磨き∴　底部回転糸切り÷　内面橙色 北西コーナー床面

l
C　6，0 ＝縁部はわずかに外反する 黒色処方軋　休部外面へラ、！1て痕＿ 普通

2

杯 JA［13．9］底部から＝縁部にかけての破片　平＝縁部から体部内6外面ロクロナデ、長イ圭スコリア P542　　　　　　　 30％

i二　師　器B　4．5

C　7．をう

底∴　体部は内攣気味に立ちi二が娠

け縁部に登る

底部回転壌切り にぷい橙色

普通

中央部覆土中層

f13

椀 B（2．3）底部から体部にかけての械宥∵平底
［
体部外面ロタロナデ　内面へラ磨き

】
石英∴封か黒色粒Ij別′4　　　　　　　 1（％

土　師　器 C　7．8 体狛封勧学気味に立ち上がる、 底部回転糸切り．内面黒色処理こ にぷい橙色

普通

北西部床面

′4

高台付椀A　圧症 底部から目線部にかけての破片．平摘　部から体狛年外面ロクロナデ砂粒やパミス P545　　　　　　　 ィ40％

i二　師　器 B（4割底、体部は内攣気味に立ち上が娠

け縁部はわずかに外反する．高台部

破損，二

底部高台貼り付け後，ナデ 灰褐色

；普通

北西コーナー覆iJ湖

‡）

高台付椀B（3強高台部から体部にかけての璃仕上　ノ体休部外面ロタロナデ′　底部高台貼i）砂粒弓姜右0パミスP546　　　　　　　 20％

i二　師　器I：）　8．∠4

E　l．7

部は内攣しながら立ち上－がる　台部

はハの字状に開く

付け後，ナデ」内面へラ磨逐 褐灰色

普通

中触狛ヒ側覆土下層

6

高台付椀 B（2．2）
i
高台部から体部にかけての破宥‾　体体部夕摘恒タロナデ　底部高台貼り長石もスコリア P547　　　　　　　　 20％

土　師　器D　　8．1 部は内攣気味に立ち上がる二．台部は付け後ウ　ナデ′＿二　内面へラ磨き．二　内面橙色 南西部覆土下層

E　1．1 短くハの字状に開く。－ 黒色処理∴ 普通 二次焼成

rT／

小　　　 皿．A　　8．6 平底　体部は外傾して立ち上．が軋＝縁部から体部内6外面ロクロナデ 長石 P548　　　　　　　 待）（％

i二　師　器 B　l．9

C　5．0

l揉蒙部に当‾三る、 底部回転虜切り にぷい橙色

普通

【回と部東側覆土下層

8

小　　　 皿Å　1私3 体部r′一一一部欠損：．平底∴　体部は外傾し＝縁部から体部内・外面ロクロナデ　…砂粒長イ十スコリア㌘549　　　　　　　　 80％

土　師　器 B　2．ごま

C　私2

て立ち上がり，日縁部に至る 底部如i転糸切り′． にぷい橙色

普通

南壁中央覆土下層

9

小　　　 皿A［9．が底部から「1線部にかけての破片　平＝縁部から体部内・外面ロクロナデ長石のスコリア P550　　　　　　　 55％

土　師　器B　2．0

C　5．9

底、＿　体部は外傾して立ち上がり，［二了

縁部に至る

底部［i盲i転糸切り二ノ にぷい橙色

普通

中央部東側覆土下層

用

鉢 Å　悠1五底部から［悔摘；にかけての破片　平休部外面へラ削娠　内面横ナデ 砂粒・石英受封か P551　　　　　　　 60％

i二　師　器B l0．3

〔工事圭

底　休部は直線的に外傾して立ち「A

が年，＝縁部に至る

パミス　灰褐色

普通

酢墜中央床面

2（）（う



酬反番項　器　種

第は副図

日

器　形　の　特　徴

体部から目線部にかけての破片∴体

部は内野気味に立ちi二がる　頭部は

くの字状を呈し．＝縁部は外傾する

㌻　法　の　賭　徴

目線狛年外面櫨ナデ　体部外面中

位横位のヘラ削り　内面横位のナ

デ

胎巨色調も焼成

砂一声有凄い雲母

にぷい桜色

普通

備　　　　　　　考

P552　　　　　　　　20％

中央部東側覆土下層

ムネ主 1－痛　 体部から目線部にかけての破片　 体　 体部外耐 縮緑 ）へラil榊　 内面ナデ、

i2＋ 「圭　 自由　語打つ日朝ぷ ！部ぶ 直線的に妹傾 L T 立ち十が ；），内面輪積み痕、

砂粒 望拇 あスコリア　 P 553　　　　　　 10％

にぷい褐色　　　　 北西コーナー覆 「下層

汀線部はわずかに外反する 普通

彙 ！B （12．7j　 体部か ら頭部にかけての破片　 体部 体部内湘 毎横ナデ 石英・雲母　　　　　 P 555　　　　　　　 ＿15％

ほ　　 土　 師　 笛　　　　　　 は内攣しながら立ち 摘 るゞ、 黄橙色　　　　　　 西壁中央床面

普通

量二製品観察表

図版 厳＿言 桂　 言　 計　　 測　　 値 】

出　 し　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考汲 首寸／J 寿 長 さ （用 ）　 幅：短l）　 厚 さ （cill‖ 受信 鼠 （わ

牛 「辛 ・可 ＋ （細 「 ‾ 忘 2 ・2 i （5 9・ご－まう 漸壁中央 覆 上摘 き T は　 畑 南布 目痕　 凸面 格 f一日叩 き　 5 ％

金属製品観察表

図版机 種　 言　 計　　 測　　 値 ！　 … 工 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ　 k m　　 幅　 k ili） 厚 さ　 k m） 垂 ＿′一つ g ）

ユ6　 恒 接 可　 5・7 i　 4－・l
ユ．6

（23中 摘 コーナ→ 摘
M 62　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第84号住居跡　し第1（己図1

位置　調査E区中央部，E2a8区。

重複関係　第鑓雛鋳跡が本跡を掘り込んでいるため9　本跡が古い。また資　本跡が第75号住居跡を掘り込んで

いるため．本跡が新しい

．ハ、　二：∴・i　′・：－′′′ユ　ニ　ト′∴三一′∴′∴∵／∴

主軸方向　N－3－Ⅵ’

璧　壁高は測cmで　外傾して立ち上がる。北壁は第83号住居跡に掘り込まれ不明である。

璧湧　上幅20～25cm，下幅3～5cm言蒙さ3cmで東壁下の一一一部で確認する。断面形はU字形である。

床　全体的に平班で撃　踏み固められている。

竃　第鋸号佳屠跡に掘　込まれ　北壁中央部に付設した痕跡を確認したが，遺存状態が不良で言草細は不明で

ある。

覆豊　　層からな娠　ローム土がブロック状に堆積していることからヲ　人為堆積と思われる。

土層解説

4　竪褐色　　ローム粒子中量，廃土粒子炭化粒子

ローム中　小フロック微量

、）畷　褐色　　焼L粒了∴ローム中小フロノク少凱

ローム粒子粘土粒子薇鰯

6　暗褐色　　廃土粒十ローム中・小ブロック中量，
炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　土師器片器点　須恵器尉点　灰粕陶器片　点　鉄製品　鳥銃淫　点が出土している。第164図17の

土師器捧タ21の土師器鉢（銑鉢形），26の鉄釘は中央部の床面から出土している。18の土師器杯，24の刀子

は中央部の覆土中層から出土している。19の土師器高台付椀は東壁中央部の覆土下層から，25の鉄鎌は西壁

中央部の覆土下層から出土している。20の土師器台付皿は南西部の覆土中層から，22の土師器蜜は北東部の

覆土下層からタ23の土師器聾は南東部の覆土下層から出土している。鉄淳は鍛冶淫　点抱鞄），含鉄浮上喪

はg）で，中央部の覆土上層から出土している。いずれも流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は　出土遺物と第符号住屠跡との重複関係から10世紀後半と考えられる。

2（‾）7
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第164図　第84号住居・跡出土遺物

第84号住居跡出土遺物観察表

両も

l文＝仮番 り・ 器　　 椎 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 －1二・色 調 ・焼 成 備　　　　　　　 考‘

第 16剥叉l 杯 A　 L16．0］ 底 部か ら日縁 舶 二かけ ての破 片 、1そ l l縁 部か ら体 部内 ・外 I雨ロ クロナデ 砂粒 ・日 英・雲 母 P 6 58　　　　　　　 10％

17 上　 的　 音詩 B　 ・1．0

C ：8．－4

底 、体 狛 ま内 季・学気味 に 一一1二ち 上が り，

l l縁 部は わずか に外 反す るニ

底 部 Ill川云糸 切 り にぷ い橙 色

普通

l 火紳 末面

18

杯 Å ：14．5 体 部か ら 11縁 紬 二か けて の破 Jl‘ 体 l l緑 部か ら体 部内 ・外 面 ロ クロナデ 砂粒 ・雲母 ・∴1、㌔色粒 P 65 9　　　　　　　　 5％

1　 帥　 器 B （3．0） 部は 内野気 味 に 立ち 上が り． 目線 音】； にぷ い橙色 中 央部捜 1二中層

はわず かに外 反す る 普通 体 部外 Ihf′墨ニl

19

ll‘亮台 付 椀 ．・＼ ：1射） l高台 部か ら日縁 狛 二か け ての 破 Jl‘ l l緑 部か ら体 部内 ・外面 ロ クロナ デ 砂粒 ・イ1°英 ・雲 母 P 660　　　　　　　　 70 ％

1二　 帥　 器 B　 5．4 、「底 、．休 部 は 内轡 気味 に 、ンこち L が 底部 It一打 細川 付け 後， ナデ l l緑 部 橙 色 東壁 中央 殿 上下層

D　　 8．0

E　 l．3

り．L l縁 部 に モ る　 台 部 は ハの す状

に 聞 く．

貼 り付 け痕 普通

20

llll A ［16．0］ 休 部か ら l l緑 部 にかけ ての破 片　 体 l ほ　 邪か ら体部 内・外 向ロ クロナデ フ 砂 粒 ・雲 母・パ ミス P 66二2　　　　　　　 40％

上　 師　 器 B （2．2 ） 部 は 直二線 的 に 外 反 して 、‘たち 1二が り．

日縁 部に 至る。

橙 色

普通

南柚 引；覆 14 時づ

2 1

鉄　　　 鉢 ．1 ：38．6」 体部 か ら Lj縁部 にか けて の破 片。体 l‾摘 描 納 ・外 面 碩 ナデ ＿　体 部 外 由＝ 1 砂粒 ・上ミイI P 66 3　　　　　　　　 20％

】　 師　 器 B （14．3） 部は 内攣 しなが ら、∴ち 上が り， l l縁 位 か ら 卜位斜 1－1 のヘ ラ削 年 ［亙 l両へ 橙色 中 央音1線 価

郡は内 傾す るこ． ラナデ。ニ l 庸締臣 休部接 合痕 普通

22

藍 A 二214．8二 休部か ら目線 紬 二か けての 破片 。．体 l l緑 部 内 ・外 面横 ナデ ノ　体 部外 l仙縦 有用 ，ト雲 け・パ ミス P 664　　　　　　　　 5％

1二　 帥　 器 B （8．4） 部は内 野 しなが ら 立ち 上が る ．頭部

は くの 字状 を＿呈 し，l l縁 部 は外傾 す

る

位の ヘ ラ削 り＿　内 lr】け デ 橙色

普通

北 東部和 上 ド層

208



金属製品観察表

図版番号
痛　 言　　 計　　 測　　 値 「 … 点　 巨 …i喜　　 考

種　 別 恒 k証 日柄 壷 iIJ‡さk瀾車 齢軸

2一隻
刀　 刃＋ 絹可＋ 1可　 ほ… ・二日　 湖 栂描覆… まき　　　　 恒 ）　　　　　　 封％

25
鉄　 鎌！ ほ う」＋ 可 ＋　 往日　 射 撃掛順風川 を寺　　　 巨・・ほi　　　　　　 曇％

2伝
i鉄　 可＋ 接 項＋ 侶1＋ 可 （舶 摘 言路面　　　　　 巨‡72　　　　　　　 70％

第87号住居跡（第1（う計中

位置　調査監区中央部　監敷き瀬。ノ

重複関係　第且　の　2琶濁跡が本跡を

掘を込んでいるため　本跡が古い。

規模と平面形　長軸．（待111，年軸

．昔111の隅九方彬である

主軸方向　N－8－Ⅵ’

壁　性高は1ト1五日了こ．外伸して

立ち　上がる

壁満　目帖15ノ＼黒目11，卜帖は＼言

rHl、深さ1川1て全周寸完）l柚山

車工員’ノ声廿である

床　全f付蘭二十」1上∴　よく踏み出

められている

／

／

＼　　　SDl

総門㌦♂竃議〆
♂

脚が奴

磯陸

′　　′　　′　　　　　．

竃　北畔中火来宮：‖二焼上と1ヱl＝二塊が見られ、隼外へ袖口込んで付設した痕跡を碓認する　根性は．某日部か

ら仲通部までの長さ：‾‾（う5川l∴　両柚間の最大帖　言5し、111‾．と推定される

ピット　「）lは律2（）rHlのIl川二三で言若さ」5rH了こある　出入I悦識工伴うと、ソトと考えられる

覆土　の層からな；上　白然堆積である

土層解説

i　黒緩「色．＋・焼つつを予‥ロ如1し小ブロック湖昌諸紹ふ微；童を二　　　　　　　暗褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐　色　　ローム小ブロックもローム粒守∴粘土粒自放巌

・′　　　　　　ノ　・　　‥、・ノ　　　　／′　　　′1　　　　　、、　　　　　′　　　　′　・・∫

点が出上している　第1（制式日の目油器椀は．北東部の覆川中子から出上している　2の上柚器高台付椀は．

竜前面の床面から出上している　∴；の日帖器甑は言竜山の覆回Iから出上している　鉄汗は．lllリ用；の柁上

目’有から出上し．流れ込みと思われる

所見　本跡の時期は，出「遣物から平安時代の1出目二紀前半と思われる

2胱）



0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿＿　i　　　！

第166図　第87号住居跡出土遺物

第87号住居跡出土遺物観察表

図 I捉番 号 器　　 種 高射 I！H cm ） 器　 形　 の　 井　 徴 手 i去　 の　 特　 徴 胎　ト 色調 ・焼 成 伯　　　　　　　 考

第 166 I叫 椀 A L16．0］ 底 部か ら ll緑 部にか けて の破 片　 ド ＝ 緑 部 か ら 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 砂粒 ・小火 ・雲 母 P 665　　　　　　　　 20％

1 上　 帥　 器 B　 6．1 底　 体 狛 お 里・攣気 味 に 、：たち l・．が り， 内 lrIfへ ラ磨 き＿底 部 手持 ちへ ラ削 り にぷ い褐色 北東 部紹 上中層

C　 4．9 l l縁部 に圭 る、 l句れ リ．㌔色処 j甘　 体 部外 l両　 底 部摩滅 、 普通

2

r．高 ハ 付 椀 ．1 しユ4．3二 底 部か ら日縁 部 にか けての 破片 、l（ l l縁 部か ら体 部内 ・外 面 ロ クロナデ 砂 粒 ・1ミイト：l‡母 P 666　　　　　　　　 40％

上　 師　 器 B　 6．0

D　 7．8

E　 l，3

底　 体 狛 ま内争ヂ気 味 に 、ンこち 1二が り，

1 1紛 ￥にはわず か に外反 す る、台部 は

ハの で状 に閃 く、

底部 l奇台舶用 付 け後． ナデ にぷい JH 音色

普通

芯前ノ末面

3

瓶 B （12．9） 休部 月．．休 部 は外佃 して 一㌧二ち 上が る 体 部 lノ車 外 IrIけ デ　 底 部貼 り付 け後． 砂粒 ・長 1 ト雲母 P 66 8　　　　　　　 10％

l二　 師　 器 底部鍔 状 部剥 離 ナ デ射し　 休 部 ド端 外 面か ら内酔 ＼穿

1L 、

にぷ い橙色

普通

竜 山

第88号住居跡（第167図）

位置　調査E区中央部，E2C7区。

重複関係　第2号溝跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．06m，短軸2．73mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

壁満　ヒ幅10～20cm，下幅3～7cm，深さ5cmで全属する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃付近がよく踏み固められている。

竃　東壁中央南寄りを壁外へ50cmほど掘り込んで，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ80cm，

両袖間の最大幅（80cm）である。袖部は，ローム土混じりの粘土で構築されている。火床部は，熱を受け赤

変している。長さ35cm，幅10～15cmの円礫を支脚として火床部奥に埋設し使用している。煙道部は，火床

部から傾斜して立ち上がる。
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竃土層解説

1　暗褐色　粘1二粒子微湖
2　灰褐色　粘1二粒子多量∴　壌土粒！一微量

3　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒了一少ら】∴
焼上粒子微量

4　明　赤　褐　色　焼土粒子多量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径25cmの円形で，深さ12cmである。山人rl施設に伴うピットと考えられる。

P2は径20cmの円形で，深さ20cmである。性格は不明である。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　　娩土粒！一・ローム粒！一微1－－：こ

暗褐色　　ローム粒子中量，焼l一粒J’一・歳化粒r・微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片907点，須恵器片84点，灰軸陶器片3点，血片1点，鉄製品2点，鉄淫2点，土製晶5点，石

製晶1点が出土している。第168図1の土師器高台付椀は，北東部の覆土中層から出土している。2の土師

器高台付椀は，南西部の床面から，3の十師器小皿は，南西部の覆土下層から汁H二している。4の土師器小

皿は南東部の床面から，5～8の土師器小皿，9の土師器要は南東部の覆土下層から出上している。10の平

瓦は，北壁中央部の覆土1、一層から出土し，第89・92B号住居跡出土の瓦片と接合する。11の打製石斧，鉄淫

は，含鉄淫1一任（10g），鍛治津1点（50g）で，中央部の覆土上層から出土している。いずれも流れ込みと

思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

第167図　第88号住居跡

第88号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　＿　＿」　　　」

匝＝板番サ器　　椎計測値（CmJ器　形　の　特　徴 手i去　の　特　徴胎I二・色調・墟成備　　　　　　　　考

第168図l高台付椀B（5．2）体部からIl縁舶二かけての破片　体li緑部から体部外Irliロクロナデ　内砂粒・雲母・パミスP669　　　　　　　10％

1上　帥　器部は仲野気味に立ち上がるJl‘正郎面へラ磨き　内船黒色処理ノ　底部高にぷい黄橙色北東部覆14り河

剥鰍 子川l川付け後，ナデ痕＿普通

211



一才が

ミ≡：］三ク

第168回　第88号住居跡出土遺物

「‾　＿＿ゴ言

養

藍

言

事

詔

コ
．亙

．う．
ジ

匝1版 番付 器　　 種 l出1！腑 （川 ） 2：手　 形　 の　 井　 徴 手 i去　 の　 貼　 徴 胎　 ト 色 調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 1 6 8 l実1 l．Ji 台 付 椀 B （3．7） 底 部 か ら休 部 に か け て の 破 片　 －ド底 休 部 lノ車 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 底 鮎 ．．’言台 砂 粒 ・イf 英 ・長 イ】∴ P 6 7 0　　　　　　　　 2 0％

2 上　 帥　 器 D　 7．4

E　 l．6

休 部 は 内 轡 気 味 に 一一たち 上が る　 吾 郎

は ノ、の 字 状 に 聞 く

貼 り付 け 後 ， ナ デ 雲 母　 に ぷ い 橙 色

普 通

l酎 部 床 面

：1

小　　　 …L ．1 ＿9．9。 底 部 か ら l l縁 部 に か け て の 破 片 、Iそ l l緑 部 か ら 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 、 砂 粒 ・イr英 ・曇 り P 6 7 1　　　　　　　 5 0％

L l紬＋ 器 B　　 2．2

C　 5．7

底 ′　体 船 は 内 攣 気 味 に ‾立 ち 1二が 星

1 1緑 部 は わ ず か に 外 反 す る ．

底 部 回 転 へ ラ 削 り に ぷ い橙 色

普 通

南 船 引用㌢ ト ド層

′1

小　　　 皿 ．1 ：8．ご1 底 部 か ら l l縁 部 に か け て の 披 け 、l（ 日 縁 部 か ら 体 淵納 ・外 由lロ ク ロ ナ デ 砂 粒 イ l‘英 ・黒 色 粒 P 6 7 2　　　　　　　 5 0％

上　 帥　 器 B　 l．8

C　 5．2

底　 体 附 は lノ再 ・畑 七味 に 、‘（ち 上が り ，

［腐 課 に 圭 る

底 部 回 転 糸 切 り 橙 色

普 通

南 衷 部 床 面

5

小　　　 田 A　 L 9．2 1 底 部 か ら 目 線 部 に か け て の 破 片 ＿ Iそ l l掲沌l；か ら体 吾l納 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 砂 粒 ・石 英 ・雲 母 P 6 7 3　　　　　　　 4 5％

上　 師　 器 B　 l．9

C 「5．8 1

底　 休 部 は 内

り． l l緑 部 に ユ

ずし な か ら 立 ち 上が

る

底 部 l可転 糸 切 り にぷ い 褐 色

普 通

南 東 部 覆 土 卜層

6

小　　　 1111 ．・l ［9．・′1 1 底 部 か ら 日 緑 r’ に か け て の 破 片 、iそ I l緑 郡 か ら休 部 l人J・外 面 ロ グ ロ ナ ナ 砂 粒 ・れ 英 ・霊 りこ P 6 7 Zl　　　　　　　 二25 ％

上　 nllj　 器 B　 l．6

C L 6人

底 ′　休 部 は 内 攣 気 味 に 、一子ち 上が り，

＝ 緑 部 に 坐 る

底 馴 l一川云糸 切 り に ぷ い 橙 色

普通

南 東 部 薇 上 川 づ
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柳臨離 日 ・器＋　 手車　㍑冊腑 血ii） 器　 形　 の　 特　 徴 … こ び川 根　　 序 汗 や鋸 頼 摘 目 貫；ii　　 ′考一

第摘醜昌　巨ト＋ ＋ 上肢「A L 鮒

／　　　 上　 納＋器1 モ遠　 ．ほ

巨 ∵言戚

恒 ；から＝縁部圭 かけての破け．γ

底　 体部は内離 味に立ち守が ∴
信 馴 結 繍

i 緑部から体部内ウ外面ロタロナデ、 砂粒・石英の霊様　　 ′り洋5　　　　　　 ：就％

底部柚藩射　　　 霊 飽　 い棚 …

小＋＋　脱「Ⅹ　言凍
当 日 … 告 ：；；

底部か引汀線部にかけて虻磯描一　㌢ 目線部から体部内e外面ログロナデ　 糾い　溝・スコ　ア　 P茄をう　　　　　　　 窯％

底ノ　休部は内層壕減㍑㌶リ昌一。が娠 底部伸かヱ糸切り　　　　　　　　　　　 ハミス　にぷい褐色 i摘摘；覆i 軌をラ

i偏を部に圭る 普通

9＋＋「圭

i

底部から体部にかけて銅狛十摘言

体部は握攣気味に立ち上がる

警 外面横位のへラ… ‾宰 霊 パ ス 器 摘 … 了 〔％

普通

i二製品観察表

図版ノ尋 種 亘 霊
fiij

糧 」 出 … 点　 巨 ；；喜　　 ′考ん

締　 h証 厚 さ 、（用l）善

臓 「辛＋ 瓦 i 脳 ノラ
（け鳶 2Ⅰ－ごま

脳 3 車 壁用 覆 日朝　　　 巨 は 伸 輔 憾 凸面格 紺 服 ′違（％

石製品観察表

図版藩亮一 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　　 値 ト 車 ［二地 点 巨 ii喜　　 考・

長さ（C亘一一車 腑 －日 射 摘 斗 … 蘭

＝ 打製石斧 を＝ 6サバ　 l可　 ユ37e2 砂　 ㌢中 一蟻 覆土上層　 極 封 分銅形

第89A号住居跡　も第1（刷中

位置　調査監匪中央部学　監加瀬。

重複関係　第1・二号il帰航　第8号車用二が本跡を捕持込んでいるため．本跡が古い　また、本跡が第猫用号

仕廿跡を握り込んでいるため．本跡が新しい

規模と平面形　長軸工55111．短一帖1．誹）111の方彬である

主軸方向　N・…つ）－11二

壁　貼Il右上月用事∴　ノ外伸して立ら上がる

壁溝　口帖は＼諒11．卜帖：上手川1，深さうし、正こ．来・南中川日、‘のl部で碓訟宮‾る　帖i’1川三はし守彬である

床　全体的に平渚で　中央がよ　踏み固められている。〕

竃　第　号活路に掘　込まれ　北壁中央部を壁外へ掘　込んで付設されている痕跡を確認するのみである。

根性は不明である　人心仙上　往昔klllのIl川三に熱を受け′ノ「要している

ピット　十か所　げ十つ当）l）lは艮什1（）rH1．妬律　工陳1111）の情il川まで深さ・12し・Il了こあこ）1）」は律：35日11のllj彬で

深さ1土日了こあるl）：；は長律・附L．1nl．短律：＿30し・111の附l川まで深さこ貼、111であるI）lは律55し、Illの円彬で深さは＝五て、

ある。いずれも性格は不明である。

P二1土層解説

1　黒　田　邑　t「l∴小一．ノり・・ソ・「「一一∴打つ1畏量

2　嶋　褐　色　ローム小フロソク　ローム粒手少量

覆土　吊中からな：上　自然堆債である

土層解説

ユ　堅　褐色＋焼売厳守華竃＼ローム粒子少量努　炭瀧廉守溜滝
2 黒褐　色　ローム小フロック　粘ヒ太プロノク少数

廃土粒子　ローム粒子微義

P．ユ土層解説

1　畷　褐　色　ローム粒子中量雪　ローム小フロック少量

2　里褐色　ローム粒子微量

呈　暗褐色　粘土姑中フロック中量9　ローム粒子少渇

も）鴫　褐色　ローム大　中フロブク多量，焼i小ブロック

炭化物粘土小フロブク中毒

3　暗褐　色　焼i二粒二戸炭化粒子のローム粒子微量

遺物　日油器片11骨点．須恵器片付点．快調l陶器jllつ点．鉄製品2点，九号2点が出上している　第17（）図1

の土師器椀芦　　の土師器高台付椀ヲ　摘きIの土師器小皿は南西部の覆土下層から技士している。　の土師器

〃　2鼠3　…



椀は中央部の覆土中層から，6の土師器高台付椀は中央部の床面から出土している。4の土師器高台付椀は

中央部南側の覆土下層から，13の丸瓦は中央部南側の覆土下層から出土している。5の土師器高台付椀は北

西部の床面から，9・12の土師器小皿は北西部の覆土下層から出土している。7の土師器小皿は，南西コー

ナー部の床面から出土している。8の土師器小皿は，中央部北側の覆土中層から山土している。14のノJ子は，

中央部東側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半以降と考えられる。

01　凸l

一面′

B

／－

：‾・▲、．°°・　　．　．．

第169図　第89A・B号住居跡

第89A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

トー－i　　　」

匝‖娠番刃一器　　 柏 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手i去　の　特　徴 胎1二・色調・焼成 備　　　　　　　 考

第170はl 椀 －1 二14．8 休部　一部欠損 、1そ底　体部は内轡気ll縁部から体部内・外面ロクロナデ 砂粒・イI英・黒色粒 P679　　　　　　　　 60％

l 上　帥　器 B　　4．2

C　8．0

味に、：′二ち上がり．11縁部はわずかに

外J丈する

底肌伸ik糸坊川 にぷい橙色

普通

南l甘部頂上卜層

！

椀 上　し15．2」底部から［腐舶こかけての破片　 Iそ目線部から休部外面ロクロナデ　体砂粒・イ英・雲母 P680　　　　　　　　 20％

上　師　器 B　　4．7 底　休部は内誉・チ気味に、ンこち上がり，邦1、‘端手持ちへラ削り　内伽へラ磨にぷい橙色 中央部覆1二中層

C　5．6 ll緑部はわずかに外1丈する き　底部Hl転糸切り　内航l、1．草色処理 普通
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現

〒÷

∈＝二⊆⊇年∈＝1墓♂幸二≡：≡幸

第170図　第89A号住居跡出土遺物

I2　0　　　　0 H Cコ
0

ト－－十－－」

l細順番ガ 昔昔　　 楯 計測値（川） 器　 形　 の　肺　 徴 f　法　 の　 亜　 徴 胎l二・色調・焼成 備　　　　　　　 考

第170I叫 高日付椀 一・＼し16ふ ー甘台部から目線部にかけての破片 ll縁部から体郡内・外面ロクロナデ 石英・1ミ有　スコリア P683　　　　　　　　 40％

3 l　帥　 器 B　 5．7

D 二9．8

E　 2．－1

、1そ底　体部は外傾しながら、‘（ち上が

り，日縁部はわずかに外反する、台

汚l；は長くハの字状に開く

底部高台貼り付け後．ナデ にぷい橙色

普通

南西部頂上下層

・1

11‘．・i台付椀 ．1　日．3 l．∴与台部から日縁部にかけての破Jll‘ 11縁部から休部外面ロクロナデっ　底 砂粒・長石・雲母 P684　　　　　　　 20％

上　帥　 器 B　 6．1 、ド底　 休部は内攣気味に、ンこち仁が 肌l‘．．i子測iり付け後．ナデ＼ト句面へラ にぷい橙色 中央部l一一射測縦1二卜層

D L6．‘1］

E　 l．1

り．ll緑部はわずかに外I丈する　吾

郎はノ、のす状に聞く

磨き 普通

5

11一石子r付椀 Å　二15．6］ l甘台部からll緑紬二かけての破片 I偶部から体部内・外Ir目口クロナデ 砂粒・小姓・雲母 P685　　　　　　　 15％

土　師　 器 B （4．6）

E （1．8）

体部は外傾しなから‾立ち1二がり．目

線部はわずかに外反する　 台部は長

くハので状に聞く－

底部！∴抒油川付け後．ナデー にぷい橙色

普通

北西部床面

（う

高か付椀 B （2．3）高角部から休部にかけての破片　 体 体部外i而ロクロナデ内面へラ磨き 砂粒・イr英・雲母 P 686　　　　　　　 15％

上　師　器 D　 7．8 部は内攣気味に立ち上がる　 台湖は 底部高台貼り付け後，ナデ　 内［雨1，1，－橙色 中央部所用i

E　 O．8 如くハの‘テニ状に聞く 色処理、 普通

／

小　　 1111 ．1　 8．9 申軋体調は向轡気味に、：たち上がり．lI縁部から休部l勺・外l桁ロクロナデ 砂粒・雲母・スコリア P687　　　　　　 100％

I二　価　 器 B　 l．9

C　 5．ご1

ll縁部に圭る． 底部回転糸切り－ 明赤褐色

普通

南西コーナー床面

8

小　　　 用L ．1　 9．1 休部　淵；欠捌 、1モ底　 体狛ま山門気 ll縁部から体部内・外面ロクロナチ 砂粒・霊け・パミス P688　　　　　　　　 60％

上　師　 器 B　 2．0

C　 5．4

味に、一J二ち上がり．ll縁部に圭る 底たl錮転糸切り 橙色

普通

lい火批lヒ側頂上中IM
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詐紆偵南11才

＼ll．J

B L7

し’．1．．1

器　形　の　賄　徴

底部か引守線部にかけての破片∵　平

底∴　体部は内攣気味に立ち上が生

汀線部に登る

「　法　の　精　微

目線部か拗領袖年舛滴セグロナデ

底蕾鉦掴わへラ転用

胎上を色誹打つ尭成

砂粒4封かスコリア

にぷい橙色

普通

備　　　　　　　考ム

I）68を）　　　　　　　紛％

北西コ㍉…ナー将士下層

l（斗 中 骨 蓑 誉 豊 雄 ㌶ ㌫ 脚 等 豊 誹 ∴ 曇％
小　　 皿 上目 繍　 底部か ら雄 哀部にかけての破片　 平 汀縁部か ら体部内湘 締 タロナデ　 砂粒菊 菜6黒色粒　 P 69 1

茄％

＝ 上　納　 諾‖　 至芸　芝ぷ ［底∵　休部 は内攣家 味圭 立ち上が り，「底部陣転糸切 り　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 南西部覆土下層

C　 （。0　　 悔滴 に‾やる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

i
ノ、、　　 冊ネ　ふ一日 目．．　 底部か引守敏郎にかけての破片∵　宰 ［目線部か 鉦体部内つ縮面ロタロナデ　 砂粒や石英ゆ霊母　　 P 樟2 ：紛％

12　　　 上　納　 器　 B　 L　　 鯨　 休部は内誉f 気味に 、ヱ！瑞 i が 娠　 底狛日用ヱ糸切り　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 北西部覆 日雄ラ

C　つ戚 i目線部に至る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

i二製品観察表

図版 番号 種 別 長 さ 霊 ム 盲iU

針 g ）　 … つ 也 点 備　　　　　　　　　　　 考
幅　 k m j 厚 さ （cnlラ

i ′　　　 九　　　 度　　　　　 は，か （5 ．8） 2．を‾） （ほ5強 い幸文部 南側覆 ！二頼 i寺 γは＋ 凹面 布 目痕＋ 凸面サ デ調 整　　 5 ％

金属製品観察表

図版番号

巨－ i　 計　　　 測　　　 値 巨 ち ｝つ 也 点　 巨 …i喜　　 考－

種　 別 恒 k mj 幅　k mj 厚　さ　k、I7－ラ皇 P 綴目 が

1′ニノ：呈
ノJ　 jつ　 賂9）

1．を） f＿）．：＿巨イ＝ け漸 中央部東側床面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 嶺％

第89B号住居跡（第五刷、中

位置　調査E区中央部　E劫区。

重複関係　第樟Å号住居跡　第　0　号活路　第　号井戸跡が本跡を掘　込んでいるため　本跡が古い。）

規模と平面形　長軸　は．2（ill上　短軸（、．氾1両　で長方彬と推定される

主軸方向　＼－1（）一つ二

壁　隼高は二五11了こ，外柚して立ち上がる　北性は第1号溝跡に言、h守L伸：ほ第8仕一日月日出凧二」帖）込まれ不明

である。

床　全体的に平坦で　踏み固められている。

竃　第蟻A活路に掘　込まれ　北東コーナー部を壁外へ掘　込んで付設されている痕跡を確認するのみである。

規膜は不明である　火床言出圭熱を受け′ノ「要している

覆豊　第猶A号住居跡に掘　込まれ学　不明である。

遺物　日油器片十点が出上しているが．図示できるものはない

所見　出上遣物が少なく時期を決定寸完のが柵しいが．第廿日号仕居跡との重複関係から1（刷紀後半以前の辛

安時代と思われる

……　2且6



第的鸞住居跡　第膵図）

位置　調査E区中央部，E2e7区。

重複関係　第4号溝跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　南側が調査区域外に延びており9　東西3．47m∴南北は69m）で方形か長方形と推定される。

主軸方向　N－77‾－I三

壁　壁高は19cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　調査区域内では確認できなかった。

覆豊　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒J′・少量

2 黒褐色　ローム粒了中量

3　暗褐色　ローム粒子中毒‡

遣物　土師器片126点，須恵器片7点，含鉄淳1点（20g）が出土している。図示できるものはない。

所見　出土遺物が細片であり時期を決定するのが難しいが，底部糸切りの土師器杯片や土師器小皿片が出土し

ていることから10世紀以降の平安時代と思われる。含鉄淫は流れ込みと思われる。

第171図　第90号住居跡

第馴考住居跡（第172図）

位置　調査E区中央部，D2i7区。

規模と平面形　北側のげ－′－一部が調査区城外に延びており，長軸3．15m，短軸（3．09m）で方形か長方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－90－I三

壁　掘り込みが浅く，床面だけを確認するだけで，壁高は測定不能である。

床　全体的に平坦で，－一一部踏み固められている。

竃　東壁中央南寄りに粘土と焼土が散在しており，竃の痕跡と思われる。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片5点，羽目片1点が出土している。第172図1の土師器蜜は竃付近から出土している。

所見　形状から平安時代と思われるが，出土遺物が少なく詳細な時期は不明である。羽目片は関連する遺構が

認められないことから，本跡に伴うものではないと考えられる。
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者
0　　　　　　　　10cm

［二二二二二士二二二二二］

第172図　第91号住居跡◎出土遺物

第91号住居跡出土遺物観察表

図 版番 ぢ一 器　　 種 銅 柵 柾 nl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 巨 色調 e 焼 成 備　　　　 考

第＿172 図
JiG

JA　 L15．2」 休 部か ら＝縁 部 にか け ての 破片　 体 目線部 内 ・外 面横ナ デ 、 砂 粒・右 炎・雲母 P 69 5　　　　　　　 5 ％

l 土　 師　 器 B （3 ．9 ） 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が る 一　頭部

は くの 字状 を皇 し．「＿j縁 部 は外 傾す

る

褐 色

普通

電付 近

第92風号住居跡（第173図）

位置　調査E区中央部，D2i4区。

重複関係　第92B号住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。〕

規模と平面形　北側が調査区城外に延びており，長軸（1．82m），短軸（工03m）で，平面形は不明である。

主軸方向　N－90．－E

壁　壁高は14cmで，外傾して立ち上がる。南e酉壁は第92B号住居跡に掘り込まれ不明である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　東壁中央南寄りを壁外へ30cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ60cm

両袖間の最大幅75cmである。袖部は，褐色粘土で構築されている。火床部は，長径35cm，短径15cmの楕円形

に2cmほど掘りくぼめられ，熱を受け赤愛している。煙道部は，火床部から傾斜して立ち上がる。

竃土層解説
l　黒褐色　焼L粒日数蔓
2　赤褐色　焼上人フロノク　焼L粒子多量，粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼損立子微量
4　里褐色　焼損打’一　ローム粒子磯鰯

覆土　単一層であり，自然堆積である。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片33点，須恵器片12点，灰粕陶器片3点が出土している。

所見　出土遺物が細片であり時期を決定するのが難しいが，重複関係から9世紀末以前の平安時代と思われる。
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第173図　第92A・B号住居跡
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第92B号住居跡（第173回）

位置　調査E区中央部，D2i4区。

重複関係　本跡が第92A・93号住居跡を掘り込んでいるため，木跡が新しい。

規模と平面形　北側が調査区域外に延びており，長軸3．12m，短軸（2．96m）で，平面形は方形と思われる。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は14cInで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃から中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁中央南寄りを壁外へ70cmほど掘り込んで，付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ

105cm，両袖間の最大幅80cmである。袖部は，褐色粘土で構築されている。火床部は，長径60cm，短径25cm

一一219－



の楕円形に5cmほど掘りくぼめられ，熱を受け赤変している。煙道部は，火床部から緩やかに立ち上がる。

竜土層解説
1　窯褐色　焼土粒f一・炭化粒子微量

2　赤褐色　焼上粒子多量，焼土人ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微「危

4　黒褐色　炭化粒子ヰ量，焼士粒子少量，灰微量

ピット　Plは径60cmの円形で，深さ40cmである。性格は不明である。

Pl土層解説
1黒褐色　焼土粒ト炭化材中量　　　　　　　　　　　　　　　4　コ黒褐色　炭化材多量，焼土粒！一少量二
2　黒褐色　焼土粒子多量，炭化材少環　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　焼＿上粒子・尉ヒ材少量

3　黒褐色　焼上粒子・炭化材微量

覆土　2層であり，自然堆積である。

土層解説
2　黒　褐　色　機工粒子・炭化粒トローム粒子少箭　　　　　　　3　黒　褐　色　焼上粒子・炭化粒子多量，ローム粒子微量

遣物　土師器片15点，須恵器片6点，瓦片1点，炭化材13点，埴輪片3点が出土している。第174図1の土師

器椀は竃右袖内から正位で出土している。2の須恵器杯は南壁付近の床面から出土している。3の円筒埴輪

は，中央部北側の覆土下層から出土しているが，流れ込みと思われる。

所見　出土遺物が少なく時期を決定するのが雉しいが，9世紀未から10世紀初頭と思われる。南壁近くの床面

に焼土と共に長さ3～9cm，径2－7cmの炭化材が中央を向いて遺存し，その上に炭化した萱も出土してい

るから，本跡は焼失家屋と考えられる。

＿　　二二二∃／2

第174図　第92B号住居跡出土遺物

第92B号住居跡出土遺物観察表

＿＿一．≡

仁一　；　　」

［ズ1版番ぢ‘器　　 樺 汁測値（cm） 器　形　の　特　徴 手 i去　の　特　徴 胎十・色調・焼成 備　　　　 考

第174はl 椀 A　14．5 日縁部　一部欠JI主　で底　休部は内轡 11緑部から体部内・外面ロクロナデ 砂粒・霊‡母・パミス P696　　　　　　 95％

1 上　帥　錆 B　　4．6

C　　6．3

気味に、：たち上が星 IJ縁部はわずか

に外反するこ

胤胸中転糸切り　底部へラ、11て痕． にぷい橙色

普通

亀内

2

杯 B （L3）底部片 、1そ底－．体部は内攣気味に、‘子休部l勺・外面ロクロナデーニ底部手持ち 砂粒イ持主パミス P698　　　　　 10％

須　恵　緯 C ［8．0］ち上がる ヘラ削り にぷい橙色

普通

l軒胱付近床面

図版番号 器　　椎 計測値（cm） 形態・調整技法等の特徴 胎士∵色調・焼成 備　　　　 考

3

H筒埴輪器高（13．6）外面タテパケ後11猫用占り付け．「句面へラナチ．凸帯は低い台形＿砂粒・スコリア DP85　　　　　　 5％

刷毛‖2川周に7本′ 橙色

普通

中央恥lヒ側顧上卜層

第93号住居跡（第175図）

位置　調査E区中央部，D2i3区。

重複関係　本跡が第94号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第92B号住居跡が本跡を掘り込
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第175図　第93・94号住居跡

んでいるため，本跡が占い。

規模と平面形　北側が調査区城外に延びており，長軸

3．47m，短軸（1．42m）で，平面形は方形か長方形

と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は60cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平規で，中央部がよく踏み固められている。

竃　調査区城内では確認できなかった。

覆土　6層からなり，自然堆積である。
土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　褐　　色

6　褐　　色

焼上粒子・炭化材・炭化粒イー・ローム粒子微呈
ローム中・′トブロック中量，ローム粒！・少箭
ローム粒子少量
ローム粒！・微量
ローム中りトブロック多鼠　ローム粒ト中量
ローム粒子少呈

一三．．．了
夢害：こ：二二．‾‾ニ‾ノ

⊥＿／　　t

《2

⑦

0。

10cm

し－一一一　一一十一一一一一」

第176図　第93号住居跡出土遺物

遣物　土師器片40点，須恵器片5点，上製品1点が出土している。第176図1の土師器杯は，中央部の覆土中層

から出土している。2の土師器碧は，南東コーナー部の床面から出土している。3の管状土錘は，南西コー

ナー部の覆土下層から山土している。

所見　出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，9世紀後葉と思われる。

第93号住居跡出土遺物観察表

［叉＝仮番 号 器　　 種 計州 勘cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 t ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 17 6図 坪 A ［15．0 ］ 底 部 か ら L」縁 部 にか けて の破 片し　 け u 縁 部 か ら休 部外 面 ロ クロナ デ。 底 砂粒 イ f英・雲 母 P 699　　　　　　　 5 ％

1 l二　机i ㍑ B　 ‘1．0 底 、 休 部 は内 至・㌢気 味 に 立 ち 上が り， 都へ ラ 、11 て痕！ ト年面へ ラ磨 き ．底 部 明褐 色 中央 部覆 L 中層

C ［8 ．3二 l l緑 部 に圭 る ． 回転 糸切　　 内 面．－黒色処．埋 普通

ワ

丑 A ［15 ．1］ 休 部か ら目線 部に かけ ての 破 片　 体 目線 部内 ・外 l鉦構 ナ デ こ　休 部 外 面構 イi英 ・長石‘ P 700　　　　　 10 ％

上　帥　 器 B （5 ．1 ） 裾 は内 轡気 味 に立 ち 上が るこ　富津には 位の ヘ ラ削 り、ニ　内 面ナ デ ＿「1縁 部外 にぷ い褐色 南 東 コーナ ー床面

コの′国 夫を ．ltL ， ＝緑部慮 外 傾す る＿ 面輪積 み痕し 普通
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土製品観察表

仰 視番 リー 種　　 別

．目　　　　　 測　　　　　 値

lltl　 上　 地　 ∴－ 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） イL径 （じm） 和 l［（g ）

3 筒 状 上錘 ご1．0 1．‘1 0 ．2 7，3 南 西 コー ナー出 上川や D P S6　　　　　　　 10 0％

第94号住居跡（第175図）

位置　調査E区中央部，D2j2区。

重複関係　第93号住居跡が本跡を掘り込んでいるため，本跡がIffい。

規模と平面形　北側が調査1ズ域外に延びており，東西2．70m，南北（1．17m）で，平面形は方形か長方形と推

定される。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は24cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　調査区城内では確認できなかった。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径25cmの円形で言深さ25cmである。P2は径30cmの円形で，深さ30cmである。

いずれも主柱穴と思われる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
7　暗褐色　焼上粒子・ローム粒子微還 8　暗褐色　ローム粒！・少Lfl．，焼L粒1一微＿量

遺物　土師器片19点，須恵器片11点，鉄製品1点が出土している。第177図4の須恵器高台付杯と，5の須恵器

聾は中央部の覆土中層から出土している。6の刀子は，南西部の床耐こ垂直に突き刺さるように出土している。

所見　出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，重複関係から9世紀後楽以前の平安時代と思われる。

・二・三　＿　　ミ
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一十－一一　　」

第177図　第94号住居跡出土遺物

第94号住居跡出土遺物観察表

巨細仮番 リ・ 昔話　　 種 l汁測佃 の 器　 形　 の　 特　 徴 f　 法　 の　 特　 徴 胎 t ・色調 ・焼成 備　　　　 考‘

第 177 匝1 高台 付 杯 B （4 ．4 ） 底 部か ら休 部 にか けて の破 片　 体 吾に 体部内 ・外 lniロ クロナデ　 底部 l㌔一占台貼 砂 粒・パ ミス P 70 1　　　　　 10％

4 好　 悪　 器 D ［9 ．7］

E　　 O ．6

は Irl：線 的 に外傾 して 、シこち 1二が る一　子「

部はハ の′「状 に開 く

i）付 け後． ナデ にぷい 蹟橙 色

普通

llり蛸に鞍 上中 IH

5

悪 B　　 3 ．3 L i縁 紳 1． 日縁 端 附は 断［雨＿J f】形 を 1 1線 部 l年 外 面 栖 ナ デ′　日縁 部外 面 砂粒 ・雲 母・黒 色粒 P 20 3　　　　　　　 5％

須　 恵　 器 ．Iとしてい る に波状 文を有 する。ノ にぷ い橙 色

普通

中央語l；覆上中屑

金属製品観察表

l軋版 番 リ・ 種　　 別

i目　　　　　 測　　　　　 値

出　 】二　 地 ．点 備　　　　　　 考‘

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量（g ）

6 ノJ　 J’一 （10．0 ） 0，8 0，5 （13．3 ） l柄 帖 紳 末面 M 7．′1　　　　　　　　 70％
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第98号住居跡（第179回）

位置　調査E区中央部，E2a3区。

重複関係　本跡が第95号住居跡と第314号上坑を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第1号溝跡が本

跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．15m，短軸3．13mの不整方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は23cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ45cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚日部から煙道部までの長さ95cm，

両袖間の最大幅115cmである。袖部は灰白色粘土で構築されている。土師器嚢片が袖部の補強材として使用

されている。火床部は長径50cm，短径30clnの楕円形に5cmほど掘りくぼめられ，熱を受けて硬化している。

煙道部は，火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　粘1二粒！一少量

2　にぷい赤褐色　焼上粒イー中量∴　粘土粒！・微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒！一少量

2　暗褐色　ローム粒子中一是，白色微税イー微量

3　黒　褐　色　炭化材・炭化粒∫ヰ軍：

3　暗褐色　ローム粒ナ多量

4　暗褐色　ローム粒子少呈

遺物　土師器片76点，須恵器片58点が出土している。第178図1の土師器杯，3の土師器碧は竃内の覆土中か

ら出土している。2の土師器杯は竃前面の覆土中層から，6の須恵器高杯は北西部の床面から出上している。

4の須恵器上も　5の須恵器高台付杯は中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物と第95号住居跡との重複関係から9世紀後薬と思われる。4の須恵器杯は栃木

県佐野市・岩舟町の三義山窯産である。

／

÷J

第178図　第98号住居跡出土遺物

も
さミ）
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第179図　第98・95号住居跡
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第鮎号住屠跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 恒 怖 l－）！　 器 形 の 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 巨 色調 e焼成 備　　　　 考－

第＿膵 図 杯　　　 B （．2！3） 底部から体部にかけての破片　中産、 体部内・外面ログ．ロナデ∴　底部回転濱 砂粒4石英0雲母 ㌘726　　　　　　 10％

i L　師　 器　 C　 6逮　 体部は内攣気味に立ち上がる 初 年 にぷい褐色

普通

竃袖内

2

杯　　　 B （4」）日夜部から休部にかけての破骨∵竹薮 目線部から休部外面ロタロナデ　 底 砂粒e雲母 I′）727　　　　　　　 5％

i二　師　 器　 C　 5．7　 体部は内攣気味に立ち 上がる 部外面摩滅　 内面へラ磨き

普通

竃前面覆 層 i層

ニ3

婆　　　 A　 ほ2　 底部から日縁部にかけての破片　 平 i体部内湘 締 クロナデ、＿底部手持 砂粒e雲母 P 7 28　　　　　　 用％

i 師　 器　 B　　 ′，′二　　底　 体部は内攣気味 に立ち士が畑 ちヘラ削 り　 輪積み痕、 にぷい橙色 電内

C ［5番日日寮敏部はわずかに外反する 普通

4

杯　　　 壬3 （2昔日つ鯨部か ら体部にかけての磁力∵平底 体部内さ外面ロクロナデ、底部回転濱 砂粒か長石・雲母 P 72 9　　　　　　　 5％

須　恵　 器　 C ［7．2］ 体部は内攣気味に立ち上がる、、 切 りこ、 にぷい橙色

普通

中央部床面

三轟山麓窯産

○

i

高台相棒 。－i 圧錆日 高冶 部か ら目線 部にかけての破片 ＝縁部か ら体－若鮎年 外面ロタロナデ 砂粒＋長才ト灰色 IA）7ニ30　　　　　　 20％

須　恵　 器　 量‥違　 ．　 華氏　 体部は直線的に外傾 して 立ち

H ［私釦 ［上 が 軋．汀線部はわずか に外反す

E ・畑 る∴台部はハの字状に開 く・こ、

底部諒言摘単月車ナ後，ナデ 普通

［

中央部床面

！

転

［‾‾　　 杯　 リ　雄 幸　 輝部片　 柳部はハの字状に関数端部 脚部横ナデ 砂粒・黒色粒 P 732　　　　　　　 5％

須　恵　 器　 E　 －でノほ1 日蓬下方圭∴璃沼の臣射れている 庚＝色 北西部床面

！ 普通

／　　′′　′

位置　調在日ヰ中央誹LI悠出区

重複関係　本跡が第吊・t汀号仕居跡を握り込んでいるため．本跡が新しい　また．第98号仕居跡、第1畑溝跡

が本跡を据i主込んでいるため．本跡が古い

規模と平面形　長軸5．10日L　恒軸ふ・17111の長方彬である

主軸方向　N－82－I二

壁　生高は2（）川待∴　外柚して立ち上がる

床　全体的に、印1、で，1回、待I二がよく踏み出められている

竃　束曜中り川音曜外へ5五111はど拙i）込み．付設きれている　規膜は．某日部から仲通部までの長さ11（）川、

両袖問の最大帖80mである　柚部は，褐色の砂質持上で構築されている　火床部は，長律：持し、111，虹借地、Illの

侶1川三にう川1ほど握りくぼめられ．熱を受けて赤変硬化している　火床部の手前にl帖は川1．深さl（）川1の舟木

と思われる落ち込みが見られる　仲通部は，火床部から哉やかに立ち上がる

竃土層解説

1　にぷい赤褐色＋粘土粒子中量，廃土末ブロックe焼沼も白ダムの炭　　　　と4　赤　褐　色　焼棋盲はふ多量，粘招針子微量
化材少旨を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　赤　褐　色　焼土紛争潤一ム小ブロック少；‾圭蔓二

2　暗　赤　褐　色　炭化粒　4廉中蔓　廃土大ブロック機具粛守サ覚
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量9　粘土太ブロック少量

覆土　二日、一拍、らなり，自然堆積である

土層解説

も〕　暗　褐　色　ローム粒子少‡姜‡テ　粘招針子微ぷ 6　鴫　褐　色　ローム粒召鋸表

遣物　日油器片88点．須恵器片：汀点．鉄製品2点．巨畏品1点が出上している　第180図＿1の日亜器林は北東コ

ーナー部の床面から出上している　2の日油器林と丁の鉄釘は中央部の，－1の日油器悪と（うの性状吊両ま竜

前面の，コの日油器楽は！、別杯」‘近の覆トト層からそれぞれ出上している　3の日油器林は竜内の狩川Iから

出上している

所農　本跡は言　土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが　第粥号住格跡との重複関係から　世紀中葉と

思われる。
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第180図　第95号住居跡出土遺物

第95号住居跡出土遺物観察表

l又‖仮番 り・ 器　　 種 汁測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 i去　 の　 特　 徴 胎　ト 色，凋 ・焼 成 備　　　　 考

第 180 はl 上イこ A ［14 ．6］ 体 桃か ら目 線 狛 二かけ ての 破 片　 体 l l緑 部か ら体 部内 ・外 Irllロ クロナデ 長石 P 70 2　　　　　　 10％

1 上　 帥　 岩音 B （3 ，6 ） 部 は内野 気 味 に 立ち 上が り． l i緑 部

にう‾そる．

にぷい 黄橙色

普通

北 東 コー ナー床 面

2

林 A ［12，8〕 休部 か ら目線 紬 二かけ ての 破片 ＿　体 l I紹雷にか ら体 部外 ［雨ロ ク ロナデ。 内 イI．英・長石 P 703　　　　　　 10 ％

L　 佃け　器 B （3．4） 部は 内相 気味 に 、‘たち 上が り． 1 極締こl； 面へ ラ磨 き　 血 rl上し≒色処理 橙色 中 央部臆 1二卜層

はわず かに外 k す る 普通 休部外 泊i三勘 l

：う

林 B （3．5 ） 休 部か ら I 噛川ににか けて の破 片　 体 l l縁 部か ら休 部外 面 ロ クロナ デ　 体 砂粒 ・ス コリア P 704　　　　　　　 5％

上　価　 器 部 は内 轡 気味 に 、一1二ち 上が り， l l縁 部 部 内 lrlfへ ラ磨 き にぷい よIlf橙 色 寵内

に＿圭る 普通 体部外 面線刻

．4

悪 ．－＼ ［20 ．2］ 体 吾l；か ら日 結語 l；にか けて の破 jl‘ 体 l l縁 部か ら体㍉仙ノ車 外 lrlけ デ　 体部的 砂 粒 ・イ】．英・雲 母 I－706　　　　　　　 5％

上　 帥　 ㌍昔 B （8 ．（i） 部 は両攣 しなか ら 立ち 上が る　 凱 71；

は くの ′i：状 を 11とし． iJ縁 部 は外 傾 す

る　 端 部は 上ノバ二つ まみ 上げ られ て

いる ニ

肺 腺隋み痕 にぷい橙 色

普通

芯 前鞍 上卜‘層

5

悪 B （12．5 ） 底吉I；か ら体 附 二か けて の破 片　 体 部 体 部 外 面中 位縦 位 の ヘ ラ削 り∴ H －t 砂 粒 ・畏れ ・曇 り P 708　　　　　　 20 ％

上　帥　 錆 C　　 8．5 は l人J轡 しなが ら 一㌧ち 上が る 構 位のへ ラ削 り　 内 船 ナデ にぷ い損橙 色

普通

南嘩 付近 紹 1二卜‾Iでづ

土製品観察表

匝‖仮番 1J・ 種　　 別

．目　　　　　 測　　　　　 値

出　 上　 地　 点 備　　　　　 考
1ミさ（em ） 律 （cm ） 孔 径（em） 重 量（g ）

（； 牲 I夫 上錘 ：3，6 1．0 0．3 2．7 定 前 出 ト ト層 D P 8 7　　　　　　 100 ％

金属製品観察表

Iズ】版 番 り一 種　　 別

言1　　　　 測　　　　　 植

川　 上　 地　 ノ11 備　　　　　 考‘

長 さ（cm ） 帖 （cm ） 卑 さ （cm ） 重 量（g ）

／ 鉄　　 釘 （9，2 ） （）．8 0．5 （14．7） 中 央 部 鞍 上 卜層 M 7 5　　　　　　　　　 70 ％
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′

位置　調査E区中央部学　監2b＿豊区。〕

重複関係　木鉢が第野号住居跡を据　込んでいるため　本跡が新しい。また　第妬号住居跡9　第且　の　㌢掛湛跡

が本跡を掘を込んでいるため　本跡が古い、

規模と平面形　長軸1．2（illl．恒軸上狛11のド出し長方彬である

主軸方向　N－（）

璧　貼Ill右は55日11で、外帰して立ち上がる

壁溝　川出5＼25川，卜帖：；＼1（、正吾策さ告期であ完　北吏コーナー部を除いて巡っている！柚l’1川三はし’辛彬

である。

床　全体的に辛川で、踏み中津）られていら

竃　北隼中央部を隼外へ1川）川1はど捕日日ムみ。付設きれている　規位は．某日部から畑追部までの長さ1前し、111－

両機関の最太幅摘録爪である。袖部は　褐色粘土で構築されている。二を師器婆片が袖部の補強材として健用

きれている　火床部は．律8（）rHlU）廿彬十二1mlはど袖口くぼめられ．熱を受けて赤変硬化している　畑道部

ほ　火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
l　暗褐色　粘用言の小ブロック㍉紆上粒子中量
2　褐　　色　褐色粘i二大も中を小ブロックぁ粘土粒子多量
：遠　暗褐色　焼士′j、ブロック少量

4　灰褐色　粘　ふ小プロソクの粘棋新二の灰中鼠∵廃土粒子少；暑；
5　赤褐色　焼上′樟升ロックい廃土粒子申；ま；

ピット　2か所　り十巨、）Plは艮律二五111．短律20し、111の柏車用二＿三で。深さ2（）（、111である　出入；目視識工作うど、ソ

トと考えられる　巨は圧点（・111のIIJ彬で．深さ5し、111である　底律2（）川で、印1．であることから上器を設置したヒ

、ソトと思われる

覆土　二月、一一は、らな上　白然世情で（ある

土層解説
i　黒褐色　ローム粒fA少鼠㍉廃土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少紅㍉焼士瀦守一瑞相欄は瀾慮

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片減点　須恵器片測点　鉄製品　点　土製品　点　銑淫　点が出土している。第摘図　0　2

の日帖出仕11の須恵器悪．1：弓の頂点器尿耳林．＿15・17鉄鎌は中り用；の覆I中層から出上している　：；の上

師器高台相棒は竃前面の覆土中層から出土している。　の土師器婆は竃左袖の内側から9　6の一i二師器婆9　且2

の須恵器甑は竃右袖の内側から出土している。と　に補強材として使用されている。　の土師器髪は竃左袖

上から出上している　丁の日庸器悪は言竜前面の鞍上卜層から出上している　8の須恵器林は北東コーナー

部の特上卜層から情位で，1（け）須恵器悪は北吏コーナー部の床面から出上している　Hの須恵器月二、1（うの鉄

鎌は言竜山の覆上中から出上している1」の巨畏紡錘車は北帖邦の府l′両、ら，18の不明鉄製品は1‾）」の柁日日

．′　　　　　　　・′　　′　　　　　，．　　　　　　　　　　　・・　　、ノ　′ノ、　　　　′　　　、／．

込みと思われる

所見　本跡の時期は、出上遣物から酬帰己中葉と考えられる　8。～）の須恵器林は三和町の　二和窯産である

窮酢考健贋跡　第柑図）

位置　調在日中tリ用LI＿21）l区

重複関係　第頂・鮎号仕居跡。第2号溝跡が本跡を握り込んでいるため．本跡が古い

規模と平面形　仙情．（）5111．南北（1．輔11日　で、方彬か長方形と推定される

主軸方向　N－1：うーI一一一二
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第181図　第96・97号住居跡
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第粥号住屠跡出土遺物観察表

酬路の 器　 種恒 柚 ！　 器形の特徴　 ！　 … 一三の特徴　 恒 融 欄 可　 砧＋ 考

誓「鵠督鵠㌶豊霊禁譜悪霊霊烹前官霊「霊言予
i　　 に率る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　 体部外面墨書

林　 巨… 可 凧 から臓 胱 かけてび璃 jl一 体 i磯 部から体糾 摘 ロタロげ 内 砂粒骨 法のパミス IA3712　　　 5％

2　　 i二　師　器　　　　　　 部は内攣気味に立ち圭がiL　＝縁部　 はまへラ磨　　 紬緋 色処姓　　　　　 にぷい褐色　　　　 再と部孝髪用噸

に生る　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 体部獅 磯 刻

高否相称　 －3 （ ・川 底部から体部にかけての破右　 や底　 休部肉薄頼再 タロナデ　 底部高台貼　 砂粒 招 弓雄二　　 P m 頚　　　　 曇・％

っ ……拾 禁豊豊裾がる台部恒ナ後qナ㌍ 瀾 黒 澤 つ 愚 意
i　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［
婆　　 ユ　日勤お　体部からi胤 胱 かけての破片　体　＝縁部凍上外面積ナデ　体部外面舵　砂粒石英め雲iリニ　　P715　　　　 ＿15％

ん′二塁　　 ！二　師　器　 B　日鉦）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面ナデ　　　　　　 橙色　　　　　　 電招血肉

普通
る 端狛路 用 に〆〕ま射二げ招L i

…ている　　　　　　 i　　　　　　　 ［

言 上 空　　　　　　　 欄 網 棚 瀬ナデ　　 度 0雲根 b湖 鵠 ；‾：；汗　 ％

；l甑！う
る

斗　　　　 ‾平嵐∴体部妬礪 位のヘラ削 内酔 デ ≡ 帯 雲中 膵　 雄％

i　　　　　　　　　 ［　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［

澄　　 Iう （㌫ 月 雄 締紺 ∵ 棒璃 鵠 減 攣 気味 に 立ち 上が　 体 部内や外面 ナデ　　　　　　　　　 砂粒 霊甘 スコリア　 ー‾j7 ほ　　　　　　 ％

つ ……；妄i iる　　　　 i　　　　 憬湖庖　漂霊詔
j　　　　　　　　　 l
i　　　　　　　 i

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

［普通　　　 i体部内而洩刻

杯＋ 巨∴ 削 申査　 体部は鉦線的に外僻 して立ち ！＝縁部か拗酢的年 舛痢恒 タロナデ 砂粒弓 右　　　　　 手）‾10　　　　　 臓 ％

8　　　 須　恵　 器　 ‡：：う　　ご′′董薫 上。が；），＝綾部主専逐　　　　　　　　 体部下端手持ちへラ浄汗「 力姑甘回転 にぷい萬橙色　　　 北．来コーナー亨針 子 層

i　　 〔二　 5▼き） ト ラ胴 乱 へラ削り 普通　　　　　　　　 璃樟空産

i　　　　　　　　　　　　　　　　i
杯　　 J一隻　＿H ぷ 底部から目線部にかけての破片∵　平 ［＝縁部か ら体部区「舛壷再ブクロナデ 砂粒も石英弓 石　　 P 封9　　　　 ：弛％

須　恵　 器　 鶉　 ∠－．5 底、休部は直線的に外傾して立ち ！二　体部中位から下端 封 寺ちヘラ削 り 黄灰色　　　　　　 憲内

C 「6互 が生　 滅鍋 に ′る　　　　　　　　　 底部封 、らちへラ削 り 侶適　　　　　　　　 三和窯産

i

1そつ

豊 誌 霊 霊 霊 端部中 摘 鉦 外面ロタロナデ

i

砂粒の霊柑二　　　　　　　　　　　　　　 ％

庚黄色

［ 普通

澄　　　 B （6ぷ 休部片　 休部は内攣気味に立ち 上が　 休部外面上位縦骨 の平行叩 き。下位 砂粒e雲母・パミス　 P 722　　　　　　 5％

日　　　 須　恵　 器 る　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横位のへラ削 り、内面ナデ 灰褐色　　　　　　 中央部覆土中層

普通　　　　　　　 体部外而朱書

甑　　 I＿3 （1打の 底部か ら体部にかけての破片　 多孔　 体部外而中位縦位のγ行叩きや　下位 砂粒 ・石英。雲母　　 P 72 3　　　　　 用％

12 式ノー一　体部は内攣気味に立ち i二がる‥　　 横位のヘラ削り、底部へラ削 り にぷい‾責昌等色　　　 定石袖内

普浦
rr〃裏

双　耳　 坊ニ　‖3 （ま郁 耳部片　 休部から外反する　　　　　 休部瀬上外面セ クロナデ　 耳狛 糾頼jd 砂粒0石英さパ　 ス　 ‾）72′′′ま　　　　　　 5％

つ 須 恵 器 け 褐灰色　　　　　　 中丸部擾工中層

普通

土製品観察表

図版番号種　　別
i径高 岩 志 箇 」＋ … 点　 上　 考

．iごニ′4 紡　錘　車 5日 ＋ 日日 ＋ 鵬 7（‥）・8　 猶 部床面　　　　　　　　 恒 猫　　　 H）′％

金属製品観察表

別
計　　　　　 測　　　　　値 i　 … 地点 i

i 備　　 考

）
紬 項 偏屈 巨軸 一中 細 g）

15　 日 挟　 鎌 （7・2日　 2日 （t　 巨 12e－ご二まう
中丸部覆土中層 M 76　　　　　　　　　 胡％

相　　　 鉄　　 鎌 （6・6日　 e5 ！ ・′ご4　　 日5・ユラ 電内 Ⅹノ′i77　　　　　　　　　 ∠皇0％

コ：う（）



‾、、　一′′’　　　　．．，′　　　　　′　　　′　　　　　　　　　′　㍉　ノ′

、　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　ノ

床　全f付机二平川で．踏み出められている

・・　　　′　　　　　　　　　　　、′′、　　′　　ノ　　　　　　　　　　′　′　　　：ご　　　　′　．　　　　・

、′ご　　　　　′、こ　　　ノ　　：　　　　　　、　　　　　　　　　　′　、　、．

覆土　二日廿からなり．自然堆積である

土層解説

4　暗褐色　ローム粒子少星　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中蔓や　ローム小ブロック少量

一・・一　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

ノ　　　　　　　　　　　J′　′／′′　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　J　　　　　　ノ　　　　′　．・　　　　　．

の平安時代と思われる。

第錮凰考健贋捗　第摘別邸

位置　調査E区中敷部学　監加区。

′′　二、′′　　　　　　　，ノ　　　．′　　　　　　　　　　　．　　　　′

規模と平面形　長軸2．！）8111つ両は5、1111の問丸長方彬である

主軸方向　N－0

∴、′　　　′′　　　・′　／ノ　　　　、．′　　　′　：、′　　　′′ノ　′＼′、．言・、ノ・．　ノ′′

、　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′∴　　　　　　　　．　　・：　　　　ノ

床　全f付蘭二幸川で，踏み出められている

．－　・こ（、ノ　′　・、′′′　　　　　　　　　　ノ　　′　　′＼・　一　　′、、　′　′・・、′　　・　　　′

ノー、∴　′ノ・ノ　∴　　　′　　′′　′ノ　　・　′′・／ノ　′－・．♪　′－ノ′・・、一・　、／ノ　　ー　′　′

′　ノー　・′‥．－　′　　　　　　　　　　　・ノ　　　　♪　′　′　　　　く　′・′′　′　／　′　　　．　・・　ノ．ノ

ノ　　　　′′　　　　′′　　ノ　、　　　　　　　′　・　　　′・・　　　ノ　′　　二、・ノ　　　′　′　　　　　　　　　′・′　　′

みが検出されている　仲通部は．人心．吊から哉やかに立ち上がる

竃土層解説
1　にぷい赤褐色＋粘土中の小ブロックバ鉦土粒子少疑
2　暗　赤　褐　色　炭化粒子中鼠　褐色粘上中ブロック少量

3　畷　赤　褐　色　焼土小フロブクの粘土小フロリク少乳，炭化
粒打微靂

4　昭　赤　褐　色　炭化粒子少数，廃土粒守微宗

－　ノ　　　′′′　　　　　　　　ノ　′　　　ノー　　　　∴ノ・ソ：′　　ニ′ら　　ノ、；′∴′　′：′　ノ　、ノ1、▼ノ′－。了ノ

I）」は結眈111のIl川二三で言策さ15川1である　性格は不明である

遺物　日油器片2（）点が出上している　第18：3図5の日油器小形悪は竜左柚部から出上している

所農　本跡は，出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，第99B号住居跡との重複関係から9世紀複葉

以前の平安時代と思われる。
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第183図　第99A号住居跡・出土遺物

第99A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥‥　」

lo　　　①

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　j

0　　　　　　　5cm

！［」

匝‖仮番リー器　　種i用】j値（cm）器　形　の　特　徴 f　法　の　特　徴 胎1二・色調・焼成備　　　　考

第183図

こI

小　形　悪A「10．6］体部から＝緑部にかけての破片　体ll鮎と狛ノ車外l狛ダけデ　体吾1外面順位砂粒・イJ英・雲母P740　　　　　　　5％

上　師　帯B（4．2）部は内攣しながら－ンこちl二がる、頭部

はくのノテニ状を．ftL，［川承部は外傾す

る

のヘラ削り． にぷい樺色

普通

竜内

第99B号住居跡（第184・185図）

位置　調査E区中央部，E2al区。

重複関係　本跡が第99A・100号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。また，第1・2号溝跡，第327

号上坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が占い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸3．82mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－0。

壁　壁高は30－40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15－30cm，卜幅3－10cmで深さ3cmで全周する。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央東寄りを壁外へ85cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚U部から煙道部までの長さ125
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′　　　　　　　　　′　　′　　　　　　一　、．　　　　　　　　　　　　　、／　　　　　　　　　－　l I一　　・′、－　ノ

捜設し補強材としている。火床部は長径姐飾　短径滋閥の楕円形に3撒ほど掘りくぼめられ学　熱を受けて赤変

硬化している。火床部奥に円礫を埋設し予　支卿として使用している。煙道部は学　火床部から垂直に蓬ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色＋ローム粒子中量

2　黒褐色　灰褐色粘層∫りJ、ブロック中；葦iニ

覆土：月、車からなり．自然堆積である

土層解説

ま　暗褐色　ローム粒予当才色微載守一少註

2　暗褐色　ローム粒子中量サ　ローム中や小ブロック少量

3　褐　　色　焼レJ、フロアク中毒

4　赤褐色　焼土中フロソク中量

3　畷褐色　ローム粒子少冒

遺物　土師器片謂点　須恵器片摘点　灰軸陶器片　点　鉄製品　点，士製品1点が出土している。第186囲

′　　　ノ　′　′、　　　　．　．ノノ　　　　．・ノ　　　ー、／．　　′′ノ　　：‥、∴、一一一・一　ノ、－′　ノ′、！　ノ・－．

ている。3の土師器婆は竃内の覆土中から津はこしている。　の土製紡錘車は両壁中央部の覆土下層から出土

している

所見　本跡の時期は．出上遣物から0世紀後葉と考えられる

‘ノー　j・／ノー　ら・言く、、　∴′∴′㍉1ノー、
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第185図　第99B・100号住居跡竃

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l ll　　－　i

Ll11－十一一l一一　一1

第186図　第99B号住居跡出土遺物
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一　　一′′　　一　　　　′－　′、一

図版航　器　種　測腑1）i　緯形の特徴 手法の酢酸＋巨鉦色酢焼可　備　　考

第ユ86図　　　棒　　　　　　　　　　　　　　 平底、、体部は内攣気

1日縮鵠∵黒船鋸酌湖脱線

！

＝縁部から体部内・外面ロクロナデ、砂粒・石英・雲母　　P733　　　　　80％

底部輌転糸切；　　　　　　　　　　橙色　　　　　　　北西コーナー覆土中層

；1㌢適

杯＋＋目し　雄宜　底部から目線部にかけての破片∴　辛汀線部から体淵雄幸ケ減車コタロナデ　砂粒・石英・雲母　　P7：3よノま　　　　　甜％

2＋i土　師　器つ8＋ま9　「軋　体部は内攣気味に立ち上が生体部中位から再駁手持ちへラ削り　　　　　　　　　　　東壁中央床面

C　5当用部に至る 底部手持ち／＼ラ糾、、　　　　　　　普通

悉　　　A　L30五　体部から＝縁部にかけての破片　体目線部から体部内0外面ロクロナデ　砂粒も石英サ雲母　　P7Z′ノ隻1　　　　ニ賀％

3＋［！上　師　器つ守蔓　は配り日掛は内攣気味に立ち上がる、頭部は休部上位瀾絡拉単＼ラ削り∴「端横位　橙色　　　　　　　電内

くの字状を呈し，目線部は外傾す

る．、＿、体部中位に把手を有する、

のヘラ削り　輪積み痕　　　　　　　　普通

患製品観察表

図版番号

… 信 詩 讃 孔径行m芹 繍 軸ラ　　 … 地 点　　 備　 考

′′′i
鋸 … つ （痛 lef日　 0・を）

洩㍊リ ［碑せ中央覆子守一層　　　　　　　　　　　　　　 I）l‥‥）89　　　　　　 70％

h．　　　　　　　　ノ　′、　　　′、・く

位置　調在I中川lリ出し121）：！区

－I′　　一・　　J　　　　′′　　・′　′、′′．　′、′　　　′′　、ノ　／、－、ノ　、

規模と平面形　長帖1．05111．仙l服．70111の長方形である

主軸方向　N－…801－つ：

璧　壁高は2読mで学　外傾して立ち上がる。北西部は第99B号佳屠跡に掘り込まれ不明である。

：　、′、　　　　　　　・　、ノ　′r‥　　　　　　　　、・・；一言一　′′ノ　．・、弓・．h　　　三、′ノ／ノ

床　全体的に半」1「ご言竜から中央誹昔二かけてよく踏み回められている

竃　東壁中央部を壁外へ渕cmほど掘　込み　付設されている。規模は　焚［磯から煙道部までの長さ9娠m∴両

袖間の最太幅l摘cmである。袖部はラ　砂質の褐色粘土で構築されている。火床部は長径3翫m　短径測cmの楕

紆形に凱㍑ほど掘りくぼめられ，熱を受けて赤変硬化している。燵遺部は　火床部から緩やかな傾斜で立ち

上がる

竃土層解説

i　極　暗　褐　色　ローム粒j二少；苦言

2　暗　褐　色　粘上′j、フロック　粘吊も白㌔中［圭芸

3　にぷい赤褐色　焼「太フロソク中私㍉廃土小フロソクの焼‡二

粒子少宗

覆土　引用からなり，自然堆積である

土層解説

∠4　暗　褐　色　ローム小フロソク　ローム粒ゴア1多［ま‡

5　撃　褐　色　ローム粒子少完

4　赤　褐　色　焼損約二多　ふ　炭化材を炭化粒糾牒

1　情　木　田　邑　悦上位J’・・量化物・量化粧J′当日－；

6　畷　褐　色　ローム粒了中旨芸

遺物　土師器片77点夕　須恵器机7息　鉄製品1点が出土している。第柑図6の土師器杯はタ　南壁中央部の床

面から正位で㌔旧二している。　の　の土師器杯9　用の須恵器杯は竃内の覆土中から出土している。9の土師

器婆は南東コーナー部の床面から粗上している。Ⅲの須恵器鉢はヲ　南東部の覆土中層から出土している。12

の鉄鎌はタ　北壁中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時間は．出上遣物からり日月LHl葉と考えられる
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第187図　第100号住居跡出土遺物

第100号住居跡出土遺物観察表

図 版番 け 据　　 種 汁渕価紬 ） 昔語　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎－ト 色調 ・焼成 備　　　　 考‘

第 187 図1 林 A　 lO ．6 l l縁 部　 一部 欠 Jii 、It底　 休 部 は内亨・管 l l縁 部か ら体 狛 年 外 面 ロ クロナ デ 砂粒 ・雲母 P 743　　　　　　 95 ％

（； 上　帥　 器 B　　 3．3 気味 に 、ンこち 上が り， l l緑 部 は わず か 休 部 下端 一丁二持 ちへ ラ削 り。底 部へ ラ にぷい橙 色 南幌 中央 I末［宿

C　　 54 に外反 する 、 削 り 普通 内 ・外 面 l緑 郎煤付 着

7

巧、 －1 「12．31 底 部 か ら l ほ索郎 にか け ての破 け ・ザ 日緑 部か ら休 部外 面 ロ クロナ デ　 体 砂粒 ・雲母 ・パ ミス P 748　　　　　 15％

上　師　 器 B　　 4．3 底 、体 言出土内 誉・㌢気味 に 、：J二ち 上が り． 洋l汗 端 千才．11ちヘ ラ削 i）　 内面 へ ラ磨 にぷ い赤褐 色 電内

C　　 5，7 日縁 部 に圭 る き 、底 部 手持 ちへ ラ削 り　 内 軋 り．㌔色

処理 こノ

普通

8

上ィ、 A ［12．9 ］ 底 部か ら目線 部 にか けて の破 1ト．平 1 1縁 部 か ら休 部外 面 ロ クロナ デ　 内 砂粒 ・雲母 P 749　　　　　 10％

上　 帥　 器 B　　 3．2 底 、休 部 は内 轡 気味 に 立 ち ト．が り． 面へ ラ磨 き、体潮汐川柚 l純：ヘ ラ削 り 橙色 電内

C ．「 8．0 1 日緑 部に 圭る 内面 黒色処 理 普通

9

藍 A 「20 8］ 休 部か ら日縁部 にか けて の破 片　 体 l l縁 郡内 ・外 面ナ デ ．休 部外 面砧位の 砂 粒 ・長イ】‘・雲 母 P 750　　　　　 10％

上　 帥　 器 B （ 7．9 ） 部 は内轡 しなが ら 、とち L が る ＿　頭 部

は くの ‘テ：状 を 1I L ， l l縁 部 は外 傾 す

る．ハ

ヘ ラ削 り′　内面ナ デー 橙 色

や や不 良

南東 コー ナー床 Irl［

10

杯 A ［12 ．4］ 底部 か ら l 相承部 に かけ ての 破 片 、休 日縁 部か ら体 部内 ・外 面 ロ クロ ナデ ノ 砂粒 ・雲 母 P 75 1　　　　　 10 ％

須i 恵　 岩音 B　 ‘4．2 邦は 内轡 しなが ら 、：／二ち 上が り． 1 1縁 体 部 ド端 f 持 ちへ ラ 削 、底 部 手持 1天蹟色 庖 内

C　 二6．6］ 郡に 至る ちヘ ラ円い）、． 普通

11

鉢 A ［23．1」 休部 か ら＝緑 部 にか け ての破 片 ′　体 ll緑 部 内 ・外 面 楯ナ デ　 休 部外 面 斜・ 砂粒 ・れ 英・雲 母 P 752　　　　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （8．8 ） 部は外 傾 して 立ち 上が り， l l縁 部 は

強 く外 反す るノ

位 の 、Iそ行 叩 き．内 l桁縦 位の ナデ 褐灰 色

普通

南 船 ‡l；覆 上中層

金属製品観察表

lズ1版 番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　 l二　 地　 ∴ll 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重 址（g ）

12 鉄　　 鎌 （9 ．8 ） 3．5 0，3 （34．1） 北 壁中央 床 面 1・．180　　　　　　　　　 70 ％

第101号住居跡（第188図）

位置　調査E区西部，Ela9区。

規模と平面形　長軸3．95m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－730－E

壁　壁高は73～90cmで，外傾して立ち上がる。

ー236



壁溝　北部及び竃両袖部脇を除き巡っている。上幅16－20cm，下幅6～10cm，深さ8cmで，断面形は∪字形で

ある。

床　平坦で，北側半分が硬く踏み固められている。

竃　東壁やや北寄りを壁外に20cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚きU部から煙道部までの長さ87

cm，両袖間の最大幅105cmである。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床部は，楕円形に5cmほど掘

りくぼめられている。煙道部は火床部から急傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1黒褐色　ローム・粘土粒子少量
2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子申鼠　焼　ト炭化粒イー・ローム小ブロ

ック少宗二
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化拉トローム小ブロック微量

3　暗褐色　粘1二粒子多呈，ローム粒！ヰ童
4　黒　　色　焼土小ブロック・焼　ト炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，黒褐色ブロック上少量
4　褐　　色　ローム粒子多量

遣物　中央部の床面から覆土上層にかけて多量の土師器片，須恵器片が出土している。第189図1～18は土師

器杯で，1－8は床面から，9～16は覆上下層から，17は覆土中層から，18は覆土下層から出土している。

19は土師器台付嚢で，覆土中層から出土している。20～39は須恵器杯で，20－26・35は覆土下層から，27～

34は覆土中層から，36－39は覆土上層から出土している。40～46は須恵器高台付杯で，40～45は覆土中層か

ら，46は覆土上層から山上している。47は須恵器盤，48は須恵器蓋，49・50は須恵器鉢で，いずれも覆土中

2m

＿旦＿

＿旦＿

第188図　第101号住居跡 「　一一一一一十　一・一i
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層から出上している　51・52は須恵器高月こて．51は滝川中主う、ら．52は覆上目Il・車から出上している　5：ト5（う

は須恵器悪で．5：1・5・1は特上卜層から．55・5（iは柁巨l中は、ら出上している

新風　床面から覆土中層にかけて多量の土器が集中して出土している。時期差は芦　およそ8世紀前葉から9世

紀前葉と豹服紗隼ほどあるが床面から出土している遺物から苧　本跡の時期は9　8世紀前葉と思われる。

．′、　′′　　　　′－　　　　・′了ノ　ご′、！

図版番号 器　　 種 計紬陶凍 器　 形　 の　 躯　 徴 手　法　 の　 特　 徴 胎士e色調さ焼成 備　　　　 考

第＿ほ図 杯 A　 13．7 丸底、体部棉享に稜を有し言桁狛ま 目線部から体部内e外面へラナデ、 石英受誰かスコリア P 742　　　　　　 粥％

1 土　師　器 B　　 4．7 外傾しながら聞針　 目縁部は直立す

る∴

底部へラ牒附ト にぷい樟色

普通

中央部床面

2

杯 ノノミ　13，4 丸底、体部下位に稜を有し，体部は 目線部から体部内e外面へラナデ 石英も霊妙スコリア P7ご4∠ま　　　　　　 き光％

十　和や　器 f3　　4．6 外傾しながら開き言 i縁部は内攣す

る、′、

底部へラ削り にぷい褐色

普通

中央部床面

3

杯 A　 13．8 丸底。休部待笑に稜を有し，休部は 目線部から体部内や外面へラナデ＼こ、、石英弓釜石e雲母 P745　　　　　　 60％

土　師　器 B　 J．4 外傾しながら開き言‾‾了縁部は内攣す

る

底部へラ削り 明赤褐色

普通

l「リミ部床面

4
i

杯 A　 H ．5 九線。体部下位ぷ稜を有し，体部は ＝縁部から休部瀬い外面へラナデ．石英・霊妙スコリア ′）ム′ノ録う　　　　　　 猟％

土　師　器 B　　 4．2 外傾しなが引開き，＝縁部は内攣す

る、′二

底部へラ削り 庚黄褐色

普通

中央部床面

rJ

杯 A　L招馳 丸底、．、体部下位に稜を有し　 体部は ＝縁部から体狛力む外面へラナデ
i

石英弓去右 圭二）75二重　　　　　　 朝％

i二　師　器 モノ3　　4．5 外傾しながら聞針　 目縁部は内攣す

る

底部へラ削り． 灰褐色

普通

中央部床面

杯 A ［㍑戒 丸底しこ　体部日立に稜を有し，体部は 目線部から体部内e外面へラナデ，、 石英亮封かスコリア Ij75′豊　　　　　　 鋭％

転 ；二　師　器 B　　 も∠皇 外傾しながら開き，目線部は内攣す 底部へラ削り 灰褐色 中央部床面

る、 普通

7

杯 JJノも　i′′4．ニ4 丸底、体部日立に稜を有し，体部は 目線部から体狛句e外面へラナデ 石英8雲母やスコ　ア P755　　　　　　 期％

上　納　器 B　　 4－．8 外傾しながら開き，目線部は内攣す 底部へラ削り． 褐灰色 中央部床面

る．二一二。 普通

8

杯 A　 lg4．8 丸底．∴　休部輔畑二稜を有し，体部は ＝縁部から体部内を外面へラナデ 石英』長石の雲母 P756　　　　　　 70％

！二　締　器 B　　 4．9 外傾しなが引聞き9　日縁部は内攣す

る．

底部へラ削り、．

！

にぷい橙色

普通

中央灘鋤諦ii

9

杯 A　 ユ3．9 丸底。．体部頼王に稜を有し　 体部か ＝縁部から体部内も外面へラナテ㌧ 石英や長石も雲母 P757　　　　　　 95％

土　師　器 B　　 4．1 らLJ縁部にかけては，外傾しながら

開く．

底部へラ削り＿、ニ

；
普通

中央部覆土守一層

H＿）

杯 A　 l＆（．） 丸底。体部輔岩に稜を有し，体部は 目線部から体都区いタ事由へラナデ′石英を長石の雲母 I二j758　　　　　　 甜％

i二　師　器 B　　 と4．5 外傾しながら開き，目線部は内攣す

る二二

底部へラ削り にぷい橙色

普通

中丸部覆土下層

＝

杯 A ［ユ34」 丸底。＝　体部下位に稜を有L や　体部か ＝縁部から体部内も外面へラナデノー石英も長石のスコリア P759　　　　　　 70％

i二　師　器 B　　 4．9

［

ら＝縁部にかけては，外傾しながら

開く、

底部へラ削り 橙色

普通

中央部覆士下層

12

杯 A　 i3．7 丸底ノ　体部円位に稜を有しゥ　休部か 目線部から体部内の外面へラナデ 石英弓討ナスコリア P760　　　　　　 90％

土　師　器 B　　 4．ユ ら＝縁部にかけては，外傾しながら 底部へラ削り、．＝ 樟色 中央部覆土lご層

開く二ノ 普通

杯 JA　 i5．0 丸底÷　体部下位圭稜を有し，体部か il縁部から体部内の外面へラナデ 石英ヰ長石のスコリア ）罰．　　　　　 ＿用％

13 i二　師　器 I：3　　3薫 ら＝縁部にかけては，外傾しながら

閃く、．

底部へラ削り にぷい黄橙色

普通

中央部覆土下層

杯 ．Å　 ユ6．2 丸底こ′　休部は外傾しながら開き，［二j ＝縁部外面へラナデ′　体部外面へラ
】

長石を　スコリア P 762　　　　　 100％

1∠ま 手二　師　器 B　　 4．4 縁部は直立する． 削りノん．内面へラ磨きノこ 明赤褐色

良好

中央部覆土下層

杯 A ［12．8］ 丸底、体部は外傾しながら閃き，＝ ＝縁部外面へラナデ　 体部外面へラ 長石や雲母 P 7そうニ3　　　　　　 渕％

15 土　師　器 B　　 4．ユ 縁部は直立する′ 削り∴　内面へラ磨きニ

普通　　　 ［

中央部覆土！、一層

底部墨書

238…
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第189図　第101号住居・跡出土遺物（1）
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第191図　第101号住居跡出土遺物（3）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　】
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第192図　第101号住居跡出土遺物（4）

＿＿－lll三二

0　　　　　　　　　　　　10cm
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［ i C　　 7．（‾）
i

巨 磯 部 に至 る i
i

［
［良好

i
［

椀 ふ．一一㌔　Ll6．2 ‾1 底 部か 引け縁部 に かけ ての 破 片 ∴　辛 体 部外 面へ ラナ デ　 内面 へ ラ磨 き後， 石 英 弓 ミ右 P 76 5　　　　　　 4．0％

17 上　 帥　 器 三一3　　 6．（う

C　 L 8．3〕

底、 体部 は内攣 しなが ら立 ち 上が 上

目縁 部は わずか に外反す る、

黒色処 理　 底狛 可転へ ラii服 ） 橙 色

普通

ま

中 央部務土 中屑

18

椀 A　 15．8 丸底 、＿、体部 は内 暫 しなが ら立 ち士 が 体 部 外 面へ ラナ デ後 、ヘ ラ磨 き　 内 長石 ・スコ リア P 76 6　　　　　　 90％

上　 師　 器 B　　 6 ．6 り， 目線部 はわず かに外 反す る 面 へ ラ磨 き後 Ⅰ黒 色処理 黄橙 色

良好

中 央部覆土 下層

19

台　 付　 悪 ノ1 1ムノー1－．5 台部 欠損 、休 部 は内 攣 しなが ら 立ち 目線潮掃い 外 面横 ナ デ　 体 部外 面 へ 石 英 ・長石 IJ 767　　　　　　 80 ％

子二　師　 器 B （1五9）

E （1．7）

i二が り，＝縁部 は外 傾す る、 ラ削 i）　 内面 ナデ 暗赤褐 色

普通

中央部 覆土 中層

2（）

林 A　 圧 工 底 部 か らi け射裾 二か けて の破 片 、「 l i縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 雲 母 ・ス コリア P 747　　　　　　 20％

須　 恵　 器 B　　 二．8 底 、．．体 部 は外傾 して立 ち 上が り， l l デト　体 部 ド端 手 持 ちへ ラ削 り にぷ い褐色 中央部覆 土下瀬

C　 L 7．4］ 縁部 はわず か に外 反す る、 二 方向のヘ ラ削 り 良 好 新 治窯産

2 1

杯 ．・A　 13．8 l l縁 部　 淵；欠損 。、平 底 、体 部 は外 傾 ＝縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石英 ・長 石 P 77 1　　　　　　 8 0％

須　 恵　 器 B　 ．く‥1！う して立 ち 上が 年， 目線 部は わず か に デ　 底 部ト一極 三へ ラ削 り 灰 色 中 央部覆 トト潮

C　　 7 ．5 外反 する 普通 新治 窯産

22

杯 Å 「1二．勘 底部 か ら目線 部 にか け ての破 片 、ド 目線 部 か ら体 部 内 e 外 面 ロ クロ ナ 長石 ・雲 母 P 772　　　　　　 30 ％

須　 恵　 器 B　　 4．5 底。一二　体部 は外 傾 して 立 ち上が 軋　 ‾1 デ 、、こ　休 部 下端 手持 ちへ ラ削 り、二 灰黄 色 中央 部覆土 卜牒尋

C ［7重 縁 部 はわずか に外反 する 粗 いヘ ラ削 り 普通 新治窯 産

第ほ廟図 杯 ．よ．．㌔　 ＿1よ′＝ 体 部 ‘部 欠損 ． 、函宅、 休 部 は外傾 し l 橘 用 ；か ら体 部 内 e 外 Iriiロ ク ロ ナ 長石 P 77‘一　　　　　　 餅 ％

2こう 須　 恵　 昔話 王う　　 4．∠ま て 、：／二ち l二が 星　 川 締 ！に 圭る デ　 休 部 再肛手持 ちへ ラ削 り　 底 部 黄灰色 中央 部覆 「 軌i寺

C　　 8．S つ詳 押）へ ラi附 ）、 普 通 新 治窯 産　　 底部 墨書

2．く′ま

打　 i

′′i、
．′へ　　　1つ∴だ
√1　　　ユtj．U

上…　 体部 は 外 傾 して 立 ち 上が り、五 磯 部 か ら体 部 内 ∵外面 ロ ク ロ ナ 反 駁 長石 i n 【【ハ　　　　　 ．ハハハ′

須　 恵　 器 B　　 五5 目線 部 はわずか に外反 する デ　 体部 下端 手 持 ちへ ラ削 り　 底部 灰 黄色 中央部覆 「輌 尋

C　　 8 ．0 多方 向のヘ ラ削 り 普通 新 治窯産

25

林 ノ㌔　 ＿14 ．0 底部 か らl 悔摘 ；にか け ての破 片 、iそ l l縁 部 か ら体 部 内 e 外 面 ロ ク ロナ 長 石 P 77 7　　　　　　 8 0％

須　 恵　 器 B　 J4．5 底∴　体 部は外 傾 して 立 ち 上が り， ＝ デ　 体 部 再鉦手持 ち へ ラ削 り、、 灰 白色 中央 部覆 土下層

I
C　　 8．6 縁 部 に至 る‥ 訪 向 のへ ラ削 り　　　　　 i 普通

26

杯 A　 l二3．2 底 部 か らけ縁 部 にか けて の破 片 、iそ l 緒信雄か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ∵k 右 P 78 1　　　　　　 60 ％

須　 恵　 器l B　　 4．7 底　 体 部は外 傾 して 立ち 上が 年，＝ デ　 底部 帖転へ ラ削 り 灰色 中央部 覆土 下層

C　　 7．8 縁 部 に至る 良好

ま

底部墨 書

27

2 8

！

2～） i

30 i

3 ユ i

32 i

i

33 i

i

：うム4 i

】i

杯 A　 13．7 一部 欠損 。＿＿言 1そ底。ノ　体部 は 外傾 し ＝ 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ∵長石 P 769　　　　　　 90 ％

須　 恵　 器 B　　 ∠1．0 て 立 ち 上が り，l I縁 部 は わず か に外 デこ．体 部下 端手 持 ちへ ラ削 り 褐灰 色 中央部 覆土 中層

C　　 8．5 反す る リノあ向のへ ラ削 り 普通 新 治窯 産

杯 A　 ＿1：3．6
休 部 豆招く軋 平 底二体 部は外 傾 L i

i i縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ
i

石 英 ・雲母 P 77二3　　　　　　 80％

須　 恵　 器

杯

I3　　 4 ．0

C　　 8 ．5

A　 13．9

て 立ち 上が り， 「1縁 部 に至 る

底部 か ら目線 部 にか けて の破 片 、I｛

デ　 底 部－∴方向の へ ラ削 i）

日縁 部 か ら体 部 内 0 外 面 ロ ク ロナ

尿 黄色

普 通

長 石

中央部覆 土中 層

新 治窯産

P 775　　　　　　 60％

須　 恵　 器l 8　　 ′′．ニ3 底 。 休 部は外 傾 して 立ち 上が り， l i デ　 休 部 卜端 日 吉ちへ ラ削 り　 底 部 灰 色 中 央部覆土 下層

C　　 7．7 縁 部 に圭る ・方向 のヘ ラデ狛 ） 良好 堀 ノ内窯産

杯 A ［13．4 ］ 底 部 か らL1線 部 にか けて の破 片　 平 ＝ 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 弓 姜石 ・雲 母 P 779　　　　　　 50 ％

須　 恵　 器 B　　 4．6 底 ご、．体 部 は外 傾 して 立ち士 が 年，＝ テ ンノ　体 部下 端手 持 ちへ ラ削 り－ノ　底 部 灰 白色 中央部 覆土 下層

C　　 8．：3 縁 部に至 る へ ラ削 り 普通 新治窯 産

林 A　 12．8 休 部　 一部 欠損、 、槻 ∈　 体 部は外 傾 し 目 線 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 P 780　　　　　　 80 ％

率
B　　4．7
C　　8．1
A　13．9

て立ち上がり言＿l縁部に至る、

「i縁部一一一・部欠損∴骨鯨ノ　休部は外傾

デ＿．底部帖転へラ切り＿

「‾‾‾l縁部から体部内・外面ロクロナ

灰黄色
普通
長石・雲母

中央部覆土中層
益子賓ノラ竺ノ三　　朕部一里丑AL江　 ；′窯痙三＋　 ノ蝿遣臣墓岩

P 782　　　　　　 80％
須　 恵　 器 f3　　 4．3 して立 ち i二が り、 Ii縁部 は わず か に デ　 体部 ド端 手持 ちへ ラ削 り． 褐 灰色 中央部 覆 回 ‾‾‾！層

C　　 8．4 外反す る リノ向 のヘ ラ削 り 普 通 新 治窯 産　　 底部 墨書

杯 A　 12．7 休 部 ′一部 欠損 ．、臣民こ　体 部 は外 傾 し ＝縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石英 弓 壬石 P 78 3　　　　　　 80％

須　 恵　 器 B　　 3．9 て立 ち上が り，＝縁 部 に至 る こ

l

武部 か らl 悔摘 ；にか けて の破 1「　 辛

デ こ　体 部 下端 手持 ちへ ラ削 り．ノ二　底 部 灰 色 中央 部覆 土中層

［
C　 7・つ 二 方向の ヘ ラ削 り 普通 新治 窯産

杯 ′：＼ ‾‾ほ．7 ］ 目 線 部 か ら体 部 内 0 外 面 ロ クロ ナ 長石 P 78 7　　　　　　 ニ30 ％

須　 恵　 器 壬3　　 ニ3．8 底　 休 部 は外 傾 して 、：たち 上が 生 l l デ　 底部 陣転へ ラi附 ） 黄灰 色 恒夫部覆 土中層

C 「7．7〕 縁 部に至 る 普通

…－243…



図版番 号 器　　 種 計測碑 用1） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 巨 色 調 ヰ焼 成 備　　　　 考

第 190 図 杯 Å ［14 ．8」 底 部か ら目線 部工 かけ ての 破片 、iそ i l縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ 長石 P 770　　　　　　 ∠妊）％

35 須　 恵　 器 B　　 3．5

C ［＿10 ．3］

底。＿、体 部は 外傾 して立 ち上 が i）， 「J

縁部 に至 る、

デ 、底 部帖転 へ ラ削 り、“ 灰黄 色

普通

中 央部 覆土 梢，き

：36

杯 A　 13 ．7 休 部　 ∴部欠損 、 、出産、、体 部 は外 傾 し 目線 部 か ら体 部 内 や外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 P 778　　　　　　 80％

須　 恵　 器 Iう　　 乳0

C　　 6 ．5

て立 ち 上が り、 ！頼義部 に至 る、 デ　 底 部伸転 へラ削 り 灰 「l色

普通

中央部 覆 「JA．層

底部墨 書 ・ヘ ラ記 シナ

3 7

杯 A 「1．2．∠裏 底部 か ら「1縁 部 にか けて の破 片 ∴ 平 H 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ
㌔

P 784　　　　　　 40％

須　 恵　 器 B　　 3．7

C　　 7．7

底、∴　体部 は外 傾 して 立 ち上が り、「l

縁部 に至 る、

デ、、底部 陣転へ ラ削 i）、、 灰色

普通

中央部 覆土 日百

38

杯 A　 ＿12．8 、出産． 休 部 は外 傾 して立 ち I二が i）， ＝ 縁 部 か ら体 狛 ′句 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 e 雲 母 P 785　　　　　 ．100％

須　 恵　 器 B　　 Z．0

C　　 7．5

「！縁部 はわず か に外 反す る∴ デ ∴　底部 陣転へ ラ削 り 尿L三i色

良好

中央部 覆土 日百

新 治無 産

：39

杯 A　 L12．4 ］ 底部 か らI l縁 部 にか けて の破 片　 平 l i縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長石 P 78 6　　　　　　 ∠4－0 ％

須　 恵　 器

I

B　　 3．G

C ［7．6 ］

底 し、体部 は外 傾 して 、ン二ち I二が 生 I l

縁 部 に至る、、．

デ 、底部 へラ削 り 灰色

普通

「再 と部 覆十 日百

40

高台 付 杯 A　 ＿10．6 休 部一 部 欠損 ．こ、底 部 と休部 の境 は稜 ＝ 縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ P 78 8　　　　　　 70 ％

須　 恵　 器 B　　 5．5 をな して屈 曲 し， 休部 は外 傾 して 立 デ。一、．底 部へ ラ削 り後，高 台貼 り付 け。＿－． 灰 色 中 央部覆土 中層

D　　 7．0

E　　 ．3

ち上が る．高台 はハ の字JI餌 こ開 く、ニ 良好 堀 ノ内窯 産

底部 へ ラ記 号

第19 1図 高台 付 杯 A 「ユ2．5］ 体 部 は外傾 して立 ち 上が り， ＝縁 部 目線 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ 長石 P 789　　　　　　 50 ％

4 1 須　 恵　 笛 B　　 5．3 はわず か に外 反す る．こ．．高台 はハ の 字 デし　底部 回転 へ ラ削 り後 ， 高台貼 り 褐灰 色 中央 部覆土 中層

I） L 8．2」

E　 l．1

状 に開 くこ． 付 け。） 普通

42

高台 付 杯

須　 恵　 器

l

B （ 1．9 ）

I） 10．1

E　　 O ．7

高台 部片　 高台 はハの 字状 に聞 く、 底狛 可転へ ラ削 り後，高台貼 り付 け

i

長石

灰色

良好
l

P 790　　　　　　 30 ％

中央 部覆 回 l屑

i

4ニ3

高 台 付 杯 A　 17．0 底部 と休 部 の境 は稜 をな して屈 曲す ＝縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ 長石 ・雲母 P 79 1　　　　　　 90 ％

須　 恵　 器 B　　 7．0 る、、、体 部 は外傾 して 在ち i二が り， ＝ デ ．底 部 陣 転へ ラ削 り後 ，高 台貼 り 褐灰 色 中 央部覆土 中 や与

I．）　 ＝」

E　　 ユ．2

縁 部は わず か に外反 す る ∴高台 はハ

の字状 に 閃 く．

付 け、 普通 新治窯 産

4 4

高 台 付杯 A　 14 ．4 底部 と体 部 の境 は稜 を な して屈 曲す ［＿」縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 P 793　　　　　　 90％

須　 恵　 器 B　　 5 ．2 る， 休部 は外 傾 して 立 ち上 が り， ＝ テ㌧　 底 部 回転 へ ラ削 り後 言 蕾台 貼 り 灰色 中央 部覆土 中層

【）　 9．2

E　　 ＿1．2

縁部 は わず か に外反 す る、 高台 はハ

の字状 に聞 く

付 け 、 普通 新治窯 産

45

高 台付 杯 A ［14．4 」 底部 と体 部 の境 は稜 を な して屈 曲す ＝縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 P 794　　　　　　 50％

須　 恵　 器 B　　 5．2 る、ニ　休部 中位 か らH 縁 部 にか け て大 デ ：‥‥　底 部 回転 へ ラ削 り後言 海台 貼 り 褐灰色 中央部 覆土 中層

D　　 9．7

E　 i．2

きく外反 す るノ、高台 はハ の字 状 に開

く－．

付 け。こ 普通

46

47

48 i

！

49 i

第 192 図

高 台付 杯

須　 恵　 器

盤

B （2事

D ［10．2 ］

E　 l．2

A　 ＿17．0

高台溜吊－ 1㌔一正 Pはハ の字状 に閃 く

体 部一一∴部 欠損 。平 底∵　体 部 は外傾 し

底部 回転 へ ラ削 り後，高 台貼 り付け。ノ

目線 部 か ら体部 内 e 外面 横 ナデ ノ．底

長石

褐灰色

普通

長石 ・雲 母

P 792　　　　　　 20％

中央部 覆土上 層

新 治無 産

P 795　　　　　　 80％

須　 恵　 器

蓋

B　　 3．2

C　 9月

A　 20．1

て立ち上 が り，l i縁 部は外 反す る′、ノ

日縁部 一 部欠損 。二、．ボ タ ン状 の つ まみ

部へ ラ削 り

天井 部 恒棒云ヘ ラ削 り。 口縁部 か ら体

にぷい橙 色

普通

長 石 ・雲 母

中央部 覆土中 層

新 治窯 産

P 796　　　　　　 95％

須　 恵　 器

鉢

B　　 4．7 が 外面 に付 く．′．天井部 は ドーム状 で， 部内 ・外面 ロ クロナデ ′、

日縁 部 内 ・外 面 黄ナ デrノ　体部 外面 積

灰 白色 中央部 覆土中 層

F　　 3．3

G　 l．7

A　 3 2．7

l i縁 部 は短 く折 り返 されて いる．ノ 普通 新 治窯 産

底 部か ら目線部 にかけ ての 破 片　 平 長石 ・雲 母 P 7 97　　　　　　 80％

須　 恵　 器

鉢

B　 16．2 底 。休 部 は外傾 して立 ち上 が り， Lj 方向 の平行 叩 き二　休 部下位 へ ラ削 り。 黄灰 色 中央部覆 土中層

C　 L14ぷ 縁部 は外 反す る 内面 同心円 の当て 具痕。 普 通 新 治無産

A ［30 ．0」 底部 か ら体 部 にかけて の破 片　 平底 ′∴ 日縁 部 内 ・外 面横 ナ デ　 体部 外面 積 長 石 ・雲 母 P 79 8　　　　　　 20％

50

5 1

須　 恵　 器

高　　 杯

B　 l∠1．1 体 部は外 傾 して 立ち上 が り言 l縁部 方向の 平行 叩 き　 体 部下位 へ ラ削 り

脚 部外 面 ロクロナ チノ　内面 ナデ

黄灰 色 中央 部覆 土中層

C ［14 ．2］ は外 反す る ノ 普通 新 治窯産

B （′　8 ．ユ） 脚部 片 ノ。脚 部 は長 く， ラ ッパ状 に 開 長石 ・雲母 P 79 9　　　　　　 5 0％

須　 恵　 器 D　　 9 ．5

E　　 7 ．5

く二．、 黄灰 色

普通

中央 部覆二巨‡て層

新 治窯産
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図版机　 器　 種 恒 順 一－）！　 器 形 の 特 徴　 i　 … 三 の 特 徴 い狛 0色調 潮 可 ・備＋ 孝一

勘9 図　 ［埼　　 林 I二3 、を。鋸　 脚部汁　 輝部はハの字状に開 く∴　裾1 細部外面ロタロナデ　 内面ナデ

5　　　 須　恵　 器　 B　H C．釦　 端部は 、‾方につま受頼圭封虹ている

長右　　　　　　　　 P 酎拇　　　　　　 嶺％

褐灰色　　　　　　 中央部覆土上層

E　　 ．7
i

良好

53

透し 石英 弓姜石 の雲母

灰色

普通

i

P 封）1　　　　　　 嶺％

中央部覆 「軌fノラ

新治窯産

する i橘と端部は上方につ まみ上げ

られている

第ほ舶図 悉＋ ＋ は違　甘ほ目 上満潮戊 損∵酢裾 か駆机∴㌶亘汗」 体部外面積方 向の平行叩 き∴　頭 部 石英 弓釜石 の雲母 Ij804　　　　　　 80％

落－ 須　 恵　 器　 C lごニノ4．7　 が 生　 頭部は外傾する　　　　　　　　 内 の外面ロタロナデ　 体部 日立へラ 庚＝色 中丸部覆士下瀬

削り 普通 新治窯産

髪　　　 Å ［1 ．釦　 体部は内攣 して立ち i二が恥，頭部は　 体部外而横方向の平行叩 き：一二　内面に 石牒妄∵長石「 雲母 P 翻2　　　　　　　 ′（％

こ泊 須　恵　 器　 弱　 等‘5　 「く」の字状 を£喜としや　目線部は外戚」 躇感抑圧、頭部内 。外面ロタロナデ 灰色 中央部覆土中層

C ［粛減　 する　 目線端部は折 り返されて幸成　 体部下位へう 糾問 普通 新治窯産

第ユ92図 葱　　　 B　は ．′射　 底部からノ体部にかけての破片　 体邦　 体 部外而横方向の平行叩悸　 休部辛 石英 の長石 の雲母 fj80 3　　　　　　 m ％

56 須　恵　 器　 C　 ユ5．7　 は内攣 して立ち上がる　　　　　　　　 位へラ削り 黄灰色

普通

中央部覆土朝露

新治窯産

′′　　　一

位置　調在日中Li部，I三2（上区

重複関係　本跡は，第1仕上月日出舶二捕‖）込まれている

規模と平面形　長軸上押111．紬柚二．78Illの長方彬である

主軸方向　N一つ　－11＿二

壁　車高は附㍉圧、正こ．外伸して立ち上がる

壁溝　卑つ、‘を全周している　同山ト黒川1．卜帖－1＼（i（・111，深さ1日11で言柚［’1川三は∪ノ‖廿である

床、日月で。特に中央部が踏み出められている

竃　北曜やや来宮りを性外へ（瓶111はど捕目上込み，付設されている　視位は，焚き＝部から柚道部までの長さ

1（）五111．両柚間の最大帖1（）8し、11了こある　両袖部とも砂質粘上で構築されている　火床部は．府白iと同じである

伸道部は火床部から緩やかに立ち上がる

竃土層解説
i　黒　　　　色＋廃土e粘守戦守備滝
2　にぷい赤褐色　焼圭粒子軒数　粘り敬子少届

3　灰　褐　色　焼J∵ヰ鉦土粒守少凱　旋化粒子歓ぶ

4　畷　赤　褐　色　焼蛸壷fAの灰少鼠　炭化粒召数義

ピット　＿I）lは律1（う川のll川まで言策さ2（）川1の出入：）I時信是に′丁、巨うど、ソトと考えられる

覆土　二月、一子からなる自然世情である

土層解説
5　黒　褐　色　ロ…ム粒子微竃
6　黒　褐　色　ロ…ム粒子少宗

7　暗　褐　色　ローム小ブロックのロ∴－ム粒子微量

遺物　日出器片寮）点、須恵器片17点，元片上－∴一㌧　縄文上器jl一つ点が出上している　第川日、耳目は日油器小皿で芯

内の覆回生圭から正位で出上しているH　2・3は上帥器悪で．いずれも竜山から出上している　九は細片で．

縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時1机上　出上遣物から1（）世紀前葉と思われる
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第193図　第102・103号住居跡
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ノ　．　　′　　　　　　′　　　　　　′

第摘号住居跡㌔達土遺物観察表

図版番号 器　　 種 諦射両頭 器 形 の 特 徴　 i　 ‾手 法 の 特 徴　　 極 上 鋸 新 購
備　　　　 ′考ぷ

第柑ノ掴！ 小　　　 目lil A＋ 」旧薫 体部は外傾 して 立ち圭が軋　 津鼠部 「目線 部か ら体部内 も外綿棒 タロナ　 長右 をスコリア P 銅）5　　　　　　　 ノラ（％

ヱ 上　納　 器 持＋　 二川 ほわずかに輝元する　 拗　　　　　　 デ　 底紳 輔 へラ緋　　　　　　　　 にぷい褐色 電内

C　　 アサ2 普通

2

y蕃－L
i二　師　 器

A　 2：1．2

を3 （25．三男

； 豊 ；室；…苧：串 納 ！ふ［：｝‡f け デ 僻 糾 面へ ； 減 色 i
P 餅派　　　　　　 閥％

電内

サぶてニ ．こも　 2（＿＝ 体部か ら目線部にかけての破片　 体　 ＝縁部内 を外面櫨ナデ　 体部外繭へ　 長石 をスコリア P 鋤ア　　　　　　 ′裏％

3 土　師　 器 B （15．5ラ 部は内攣しなが ら立ち 上潜 り言 ‾1縁　 ラ削 り　 内面ナデ　　　　　　　　　 にぷい橙色 電内

端狛 ま外方へつまみ出きれて幸る ；甑 1ラ

ノ　　　′　　　　　　、′、

位置　調査E区画部管　監視二区。

重複関係　本跡が．第用2号仕居跡を握り込んでいる

規模と平面形　長址25Ill．虹仙月5111の長方彬である

主軸方向　N－85－W

壁　貼■∴吊お互111で．外陣して立ナノ上がる

壁湧　壁下を全属している。上幅蟻～凱cm　下幅　～8cm言蒙さ航mで　断面形は∪字形である。

床　平川で＼1守に中央部及び電付近が踏み出められている

竃　東壁やや南寄りを壁外へ渕cmほど掘　込み　付設されている。規模は　梵酎二部から煙道部までの長さ粥

・・′　　′ノー：ノ　　　　　　　ー′′．　　′　　　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　　′　・′　　　　　　　　ニ

：）くぼめられている　伸道部は火床部から緩やかに立ち上が完

2・lT



竃土層解説
1　黒　褐　色　焼　トローム粒r・微是
2　暗　赤　褐　色　廃土粒！一少量，炭化粒！・微；11こ

3　にぷい赤褐色　焼】二・ローム粒子中＿追，炭化粒f一少量

ピット　Plは径30cmの円形で，深さ20cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土屈解説
1　黒　褐　色　炭化・ローム粒子微量
2　具を　褐　色　ローム粒r・中量，炭化粒！・微量

音　褐　色　ローム粒子中量

音　褐　色　ローム粒！少量

遣物　土師器片466点，須恵器片7点，縄文土器片3点が出土している。第195図1は土師器杯で，竃の火床部

から正位で臥ししている。2－4は土師器高台付杯で，2は南壁際の床面，3・4は竃内から出」二している。

5は土師器高台付椀で，南部の壁際から出土している。6～8は土師器嚢で，6はPlの底面から，7は竃内

から，8は中央部の床面から出上している。9は土師器甑で，南壁際の床面から出上している。縄文土器片

は，流れ込みである。

」　 一 一一 一′‾ ′ ｝

《　 一 ダ ー′

1ふ ．＿＿　　　　　　　 ‾▼

′　 1 ′・‘‘‾

1 駐 ‥ ．　 一 一

第195図　第103号住居跡出土遺物
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われる。

第摘号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 銅 舶触 nl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　　　　　 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 ユ95図 杯 A　 l∠呈．8 底 部 か ら「‾＿寺縁 部 にか け ての破 片 、平 ＝ 縁 部 か ら体 部 内 を外 面 ロ ク ロナ 石英・長石もスコリア P 808　　　　　　 60 ％

1 i二　師　 器 B　　 5．1 底 ．、、体部 は内攣 しなが ら立 ち L が り， デ　 底部 陣転糸 切 り 橙色 電内

C　　 8．0 目線 部 はわず かに外 反す る、 普通

2

高台 付 杯 A 「払 3」 高 台 部 か ら 目線 部 に かけ て の破 片 目線 部 か ら体 狛 句 ・外 面横 ナ デ ．、底 長石 6 スコリア P 809　　　　　　 30 ％

ま二　師　 器 B　　 5．2 体 部 は内攣 気 味 に立 ち 上が 娠　 ‾‾‾l縁 部ナ デ後， 高台 貼 り付 け、． にぷ い橙色 南 壁際 床面

D ［8 ．11 部 はわ ずか に外 反 す る、一　高 台 はハ の 普通

E　 i．！皇 字状 に開 く

つ
と．j

高 台 付杯 ノ．も　 1よノ4．2 ＝縁 部 ㍉高子が甘一 部欠損 、、休 部は外 目線 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長 石 8 スコ リア 1）8 11　　　　　　 80％

i＿二　師　 器 B　　 5．9 傾 して 立 ち 上が 軋＋仕 縁部 に杢 る 、、 デ ∴　底 部ナ デ後 9　高台貼 り付 け 灰黄 褐色 電 内

D　　 7．9

E　　 2．3

高台 はハの字 状 に開 く、－、 普通

‘ノi

高 台付 杯 A　 lよノ4．5 休 部 か ら汀線 部　 ∴邦 欠損　 休 部 は内 目 線 部 か ら体 部 内 0 外 面 ロ ク ロナ 長石 ・スコ リア P 812　　　　　　 60 ％

上　 納　 器 B　　 6．2 攣 気味 に 立 ち士が i主 ！悔 摘；は わず デ。 底 部 ナデ 後」 言一汗 測 i り付 け、ノ　体 灰黄褐 色 電内

㌶　　 7．6 か に外 反す る　 高台 はハ の字 状 に開 部外而 ロク ロナ デ 普通

E　　 2 ．ユ くこ

rこう

高 台 付 杯 B （5 ぶ 高 台部 か ら休部 に か けて の破 片　 体 内面 へ ラ磨 き後 ，黒 色処 理 。底 部 回 石 英 さ雲 母 P 8 ＿10　　　　　　 40％

！二　師　 器 肯 ［6 潮 部 は内 攣気 味 に立 ち 上が る　 高台 は 転 へ ラ削 り後，高 台貼 り付 け。 橙 色 南部壁際

E　 1．2 ハの字 状 に開 く 良 好

6
！

↓し
A 「25融 休 部 か ら i i縁 部 にか け ての破 片 、体 ＝縁 部 内 も外 面械 ナデ、一　輪積み 痕、＿ 長 石 タスコ リア P 8 1こ3　　　　　　 20 ％

土　 師　 器 B （15．9 ） 部 は緩 や か に内 攣 して 立 ち トあが り， にぷ い橙色 P と底 面

目線部 に至 る∴ 普通

／

茸に
A 〔＿19．7」 休 部 か らけ縁 部 にか けて の破 片　 体 ＝縁 部 内 や外 面桟 ナ デ　 内 面 ナデ 。 長石 をスコ リア P 8日　　　　　　 20 ％

i二　師　 器 I．う （14．（＿）） 部は 緩 や か に内 攣 して立 ち 上 が り，

「持家部 は外反す る

輪積 み痕．＿、 灰褐 色

普通

電 内

8

葱 A 「24 ．8＿j 体 部か ら「！縁 部に か けて の破 片、、 体 「i縁 部 内 の外 面桟 ナ デ ． 内面 ナ テ㍉ 長石 のス コリア P 8 ＿15　　　　　　 10％

［二　師　 器 I3　日ム＿1．3） 部 は緩 や か に 内攣 して 立ち上 が り，

目線 部は外 反す る

船 積み 痕。 にぷい褐 色

普通

中 央部床 面

9

甑 Iう （8．8） 底 部 か ら体 部 にか けて の破 片 底 部内 ゆ外 面積 ナ デ ニ　体 部横 ナデ′j 石英 6長石のスコリア P 8 16　　　　　　 20％

土　 師　 器 C ［194 」 ほ鍔状 に横 方向 に 開 き9　体 部 は外傾

して立 ち i二が る．ノ

黒褐 色

普通

南壁 際床面

ノノ　∴∴・・lJ J′：’了，十て・

位置　調査E区帖乱　El、しゝ両：

－′　′、ナ　、一・、′′　　　！：’′；、、，・、　　ノ、一言、′′」．、ノ′‘、／′ノ∴！／ノl’・申㌣㌦小．！′「∴㍉ら

主軸方向　［N一二3－I＿三］

壁　曜高は20（、Illで言まぼ重直に立ち上がる

床、印tである

竃　北壁を壁外へ渕cmほど掘　込み　付設されている。規模は，焚き口部から煙道部までの長さ9おm　両袖間

の義太幅125cmである。両袖部とも砂質粘土で構築され，凝灰岩で補強されている。火床部はタ　床面と同じ

である。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい褐色　焼士e粘招立子微量

2　暗赤褐色　焼た′トフロノクさ焼士粒子中量，炭化粒子微屋

3　撃　褐　色　焼上中フロソク　焼損私子中乳，炭化粒子少賢妻蓬

4　明赤褐色　焼土中e小フロノク中敷土粒子多私，炭化載子

中簑

…249－－－…

5　灰　褐　色　粘土ブロック少量，粘土粒子中量
6　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロ…ム粒子ム微量



覆土　2層からなる自然堆積である。

第196図　第104号住居跡

土層解説
1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

ローム粒子少量
ローム粒子少旨，焼土粒
子微量

遺物　土師器片21点，須恵器片8点，

円礫2点が出土している。土器片

は，いずれも細片である。円礫は

竃袖部の補強材である。
0　　　　　　　2m

上目＿＿こし＿＿＿＿＿＿一二∃　　所見　本跡の時期は，第102号住居

I　　　　　　　　　　　跡の形態と類似していること，土

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l－－1－－－十一一一一一一一一一一一一一」

師器片に足高高台部片があること

から10世紀以降と思われる。

第105号住居跡（第197図）

位置　調査E区東部，D3j8区。

重複関係　本跡は，第112号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南部が調査区域外に延びているが，長軸（4．11）m，短軸5．72mで方形と思われる。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下を全周している。上幅12～20cm，下幅4～6cm，深さ6cmで，断面形は∪字形である。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央を壁外へ（22）cmほど掘り込み，付設されている。煙道部は撹乱を受けている。規模は，焚き口

部から煙道部までの長さ（66）cm，両袖間の最大幅114cmである。両袖部とも砂質粘土で構築され，土師器嚢

で補強されている。火床部は，床面と同じである。煙道部は撹乱を受けている。

竜土層解説
1　暗　褐　色　焼　ト粘土粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘上粒子少量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量，焼l二粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

250

3　明　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒！一少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量



遺物　土師器片165点，須恵器片37点，灰粕陶器片2点，土製品1点，瓦片2点が出土している。第198図1は

土師器聾で，竃袖部内から出上している。2－7は須恵器杯で，2は南西部の床面から正位で，3は南酋部

の床面から，4は竃内から，5は東部の壁際から，6は北西部の覆土下層から，7は北壁際の覆土中層から，

8は須恵器高台付杯で南部の覆土上層から出土している。9は管状上錘で，覆土中から出土している。灰粕

陶器，瓦は細片で覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀中葉と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　」

Ul

第197図　第105号住居跡



グ
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第198図　第105号住居跡出土遺物

第105号住居跡出土遺物観察表

グ

∑＝＝＝ク／

㊥

8，
10cm

l　　　　ト　　　　l

l刈版番－リ・器　　椎計測仙叫 繹　形　の　特　徴 f　法　の　特　徴 肝＝－・色調・焼成 怖　　　　 考

第198I叫

1

悪

士　価　昔昔

B（18．6）体紳l‾ノ　休部は内轡して、‘たち上がる、休部外面へラ磨き、内l雨ナデ k什雲けスコリア

橙色

浮適

P820　　　　　　 40％

竃袖部内

2

杯 A　13．0 、1そ底。体部は内攣して、一1二ち上がり，目線部から体部内・外面ロクロナ長イ「 P817　　　　　 100％

如．恵＋器B　　4．1

（二　　6．1

ll縁部に圭る′、 デノ　休部1・‾端手持ちへラ削り、底部

へラ削り

にぷい黄橙色

普通

南西紳床Ihf

3

林 A ［13．2］底部から日縁部にかけての破片、コ、Iそ日縁部から休部l句・外面ロクロナ長石・スコリア P818　　　　　　 30％

須　恵　器B　　4，2 底二　体部は外傾して立ち上がり，Lj デ。休部下端手持ちへラ削りr　底部にぷい橙色 南西部床面

C［6．2］縁部はわずかに外反するこ 回転へラ切り後．へラ削年 普通

4

林 A　12．5 II縁部　淵；欠軋、、；そ底ご　休部は内攣LJ縁郡から体部内・外面ロクロナイ英・長石 P821　　　　　　 95％

須　恵　器B　　4．1 気味に立ち上がり，日縁部に至る－フデ。ノ　休部卜端手持ちへラ削り。底部抑天色 竜内

C　　6．6 ヘラ削l主． 普通 新泊窯塵

〇

杯 A 〔13．6］底部から目線部にかけての破片′．、ド口緑部から体部内・外面ロクロナれ英・長イ丁 P824　　　　　　 20％

須　恵　器B　　3．9 底二　休部は外傾して立ち上がり．日デー．体部下端手持ちへラ削り′．底部黄天色 束壁際床面

C ［7．6］縁部に至る、 ヘラ削り、 普通

6

杯 B （2，6）底部から休部にかけての破片′、、Iそ底。体部内・外l山口クロナデ＿ニ　休部下端長石 P825　　　　　　 30％

須　恵　帯C　　6．1 休部は外傾して‾＿立ちl二がる 手持ちへラ削り一つ　底部二方向のヘラ

削り。

浅黄色

普通

北東部覆上1、‾層

／

杯 A ［12．6］底部から日縁部にかけての破片′、†（ll縁部から体部内・外面ロクロナイr英・長イ1‘ P822　　　　　　 40％

須（恵　岩音B　　4．4 底ン　休部は外傾して、とち1二がる－． デ。．休部lJ端手持ちへラ削り　底部尿黄色 北壁際覆士中層

C ［6，2］ 二方向のヘラ削り′ニ 普通 三和窯産

8

高台付坪

須i虚　器

B （1，9）

I）　7．8

E　　O．9

l高台部片こ　高台はハの字状に聞く＿、底部事1転へラ削り後，高台貼年付け－長イf

灰色

良好

P826　　　　　　 20％

南部覆1二川づ

堀ノ内窯産

252



土製品観察表

図 版瀾 ぺ ・ 椎　　 別

計　　　　　 測　　　　　 植

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 行 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量（g ）

リ 件 I大 仁錘 （ 3．1） 1．2 0 ．3 （3 ．4） 覆 】二中 D P 91　　　　　　　 70 ％

第106号住居跡（第199図）

位置　調査E区東部，D3j5区。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸3．82mの長方形である。

主軸方向　N－820－E

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全属している。上幅20～25cm，下幅6－12cm，深さ12cmで，断面形は∪字形である。

床　平坦である。特に，中央部が踏み固めらてれている。

竃　東壁やや南寄りを壁外へ70cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚き口部から煙道部までの長さ

125cm，両袖間の最大幅125cmである。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床部は，楕円形に10cmほど

掘りくぼめられ，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

第199図　第106号住居跡

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

トl－一一一一十－・」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　［

253



竃土層解説
1　灰褐色　粘土粒子多量，焼上粒子「巨軋　粘上′トブロック少

量，焼土小ブロック微量
2　灰褐色　粘上中ブロック多量，焼土・粘土粒子中量
3　暗赤褐色　焼土粒f一多量，粘土粒子中量，焼土′トブロック少量
4　暗赤褐色　焼卜粘1二粒子多量，炭化粒r少量，焼土′トブロ

ック微量

5　赤灰色　焼上中・′トブロック中鼠　焼＿L粒r一微量

6　黒褐色　粘土粒子少畳，焼土中・′トブロック・焼土粒ナ微量

7　褐　　色　ローム′トブロック中量

8　暗赤褐色　炭化粒子・粘1二′トブロック少鼠　ローム小ブロッ

ク微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径46cm，短径36cmの楕円形で，深さ27cmの出入りu施設に伴うピットと考

えられる。P2は長径57cm，短径48cmの楕円形で，深さ21cmである。P3は径30cmの円形で，深さ31cmである。

P4は径20cmの円形で，深さ21cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1　褐　　色　粘上小ブロック・ローム粒r・中量，ローム小ブロ

ック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，粘上粒子少量，焼上粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量：

4　褐　　色　ローム中ブロック中量

遺物　土師器片152点，須恵器片23点，灰粕陶器片2点，上製品1点，瓦片1点が山上している。第200図1は

土師器杯で，中央部の床面から正位で出土している。2は土師器皿で，中央部の床面から出土している。

3・4は窯笹90号窯式段階の灰粕陶器で，3は椀でP2内から，4ほ長頸瓶で覆土中から出上している。5は

管状土錘，6は瓦で竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

第200図　第106号住居跡出土遺物

第106号住居跡出土遺物観察表

7

／
こい．　．‾一．

＠）

05

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一十一一一一一一一」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第200】叫 杯 A　 13．2 平嵐、休部は内野気味に立ち上がり，日縁部から体部内・外面ロクロナ 長石・雲母・スコリア P827　　　　　 100％

1 上　師　器 B　　 3．9

C　　 6．0

ll縁部はわずかに外反する′＿、 デ．底部Ir－！転糸切り′ 浅黄橙色

普通

中央部床面

2

Jm A　 12．2 底部からIl縁部にかけての破片＿コ、ド ll縁部から体部内・外面ロクロナ 長石 P828　　　　　　 60％

上　帥　器 B　　 2．0

C　　 5．9

底。休部は人きく外方に聞く′＿ デこ　底部回転糸切り 橙色

普通

中央部床面

体郁外面・出1ニ

3

椀 B （1．9）高子浦川‘－、lそ底　 ㍍台は　二日J日大 底部l叶転へラ削り後，高台貼り付け 胎土：灰黄色 P830　　　　　　 10％

灰粕陶器 D　　 7．2

E　　 O．9

内山批ノ 粕調：透明

川t塗りで薄い

良好

P2両

照笹901J一窯式段階

254



士製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

i　 … 点

備　　　　　 考
長さ如） 径　 如き 孔径毎11） 射書芸二は）

こ＿） 管状土錘 （ ．鋸 1．5 （‾）．ニ3 （3強 竃内 I〕P 92　　　　　　　　 80％

、、f一＿＿」 舘　 E言　　 計　　 測　　 値 i　 … 点
備　　　　　 考

図腑 ㍗ 俸　 別 仁 義 一一） 幅 軸 巨 軸 －i） 齢勘g）
（う　目し　瓦 巨 5tと′蓬） （8．9） 2．8 （13で4蔚 電内 T 19

一　　　　　・、；　ノく

位置　調音E区中り用こ，仕lil区

規模と平面形　長軸工拍111，仙帖H）0111の方彬である

主軸方向　Nlつ81つ＼’

壁　曜高は18川子∴　外伸して立ち上がる

壁溝　撹乱を受けているが、碓認した生トを／拙Jしている　再出2、20m，卜帖5、8し、軋　深さ（汗111で言柚山

形は∪字彬である

床、日時であるl　牙吊∴　中央部が踏み囲めらてれている

竃　北曜やや東寄りを構外へ70川1ほど抽目上込み．付設きれている　規槙は．焚き口部から畑道部までの長さ

1：宜行111．両柚間の最大帖12（う（、111である　両柚部とも砂質粘上で構築され，上帥器悪で補強きれている　火床

部は．情廿帖二l（）し、111はど握りくぼめられ，火熱を受け赤変硬化している　畑道部は火床部から緩やかに立

ち上がる。

竃土層解説

1　灰褐色　廃し粒了中量、粘土粒子少量プ　焼L小フロック微賢妻箋

2　灰褐色　焼ヒ粒子e粘土小フロソク少最

3　灰褐色　廃と小フロックせ廃土粒子中量

4　灰褐色　炭化粒子　粘土小ブロック中鼠　焼土粒㌢微還

5　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

覆土　単・層で．自然堆債であるが．かな周r描Lを受けている

土層解説

1　暗褐色　ロ…ム粒子中農9　ロ…ム小ブロック微量

遣物　日油器片12勘上　須恵器片∵l点が出上している　第202図1・2は日油器林で、1は竜内から、2は北西

部の床面から出土している。　ほ土師器聾で　竃内から出土している。4　0　5は須恵器杯で，4ほ北東部

の床面から．5は電内から出上している

所見　本跡の時机上　出上遣物から1（）世紀以降と思われる

……255…



0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・　「・　l

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト－　「－‥　」

」し36．6m

8　　　　　　　2

第201回　第107号住居跡

一一一256

第202図　第107号住居跡出土遺物



第摘号任屠跡＿土遺物観察表

図版軌　 器　 種 恒 臨 －） 器　 形　 の　 特　 徴 ㌻　 法　 の　 特　 徴
i

胎土 4色調 e焼成 備　　　　　　　 考

第2 02回　　　 杯　　　 4－も 12．5 平底∴体部は内攣気味に立ち士が 娠 ＝縁部か ら体部内 の外 面ロクロナ P 832　　　　　　 10 0％

1　　 i二 汀線部に至る デ　 底部回転糸境川

普通

竃内

！

杯＋ ＋ 「B　主軸 底部から体部にかけての磯招‾　ヅ底 体部内 』外面ロクロナデ．底部回転 長石 e雲母 P 835　　　　　　　　 罰％

2　　　 上　 納　 器　 C　 5．9 体部は内攣気味に立ち上がる 象切娠 橙色

普通

北西部床面

蜜　　　 A　 2m 体部か ら目線部にかけての破片　 体 目線部内 。外面積ナデ　 体部外面へ 石英予 長石∴ P 8：37　　　　　　　　 70％

こう＋ ＋「圭．師　 器1 ］B　主格幸 部は内曾して立ち上が り言 i縁部端 ラ別当 スコリア 電内

部は上ノバこつまみ 日ずられている 橙色

普通

杯　　　 A 12．7 体部－A部欠損∴　体部は内攣気味に立 i H 縁部か ら体部内 あ外面 ロタロナ 長石 やスコリア P 83 3　　　　　　　　 90％

ごて4　　　 須　 恵　 器 「B 。甜 ち上が 恥，＝縁部はわずかに外反す デ、底部陣転へラ切 り、 橙色 北東部床面

C　 6，き） る 普通 体部外而墨書

林　　　 見　 ＿12．9 体部　 ふ部欠私 ．平底．、休部は内攣気 目線部か ら体 部内 さ外面 ロクロナ 長石 P 83∠呈　　　　　　　　 餅％

こ〕 須　 恵　 器　 B　 4．1 味に立ち上が りゥ「ぷ濠部はわずかに デ∴　体部下端手持ちへラ紗持主 竃内

C　 5．1 外反する．、＿、ノ ヘラ削りこ′．こ 普通

第用8号住居跡　し第2（）卦中

位置　調査I‥区東部，仕損区

、、　　　　′　′　　、　　　、　　　　　　　、・，ノ　　′′　　　　　∴、、′　　′　、　　′′′　′ノ　　　　言

不明である。

主軸方向　LN－Tt1－I：1

壁　貼高は1・l川1で，外伸して立ち上がる

璧溝　撹乱を受けているが　確認した壁下を全属している。上幅摘～蟻cm∴翻錮～摘cm言莱さ8cmで　断面

彬は∪字形である

床　平川である　特に．中り用；が踏み因めらてれている

′∴　′‾　′′　二＼い・　‾　．′　′・′－．。ノ　ー　　∴　′し　ノー　′、、　－∴　∴、　∵二　ノ′′．．．こ　　．′一

間の義太幅は右袖部が調査区域外に延びているため不明である。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火

床部は　楕円形に摘cmほど掘り　ぼめられ　鬼熱を受け赤変硬化している。煙道部は火床部から緩やかに立

ち上がる。

竃土層解説
1　極暗赤褐色　廃土の　コ…ム粒子微量

2　にぷい赤褐色＋自色粘川上最，焼土中ブロック少凱
炭化粒子微量

覆土（川t亨からなる人為堆積である、

土層解説

2

3

ム粒子ム少凱　焼一圭一粒子微宗

ム粒子多鼠，ロ…ム小フロブク徴遍

粒子多軋　焼上粒子
ローム小ブロック微量

3　暗赤褐色　焼ヒ粒子中量，廃土小フロノク少量

4　灰褐色　焼土中プロノク　焼士粒子華巌

5　暗赤褐色　焼土粒了少星，焼i二小フロノク微量

4　暗褐色＋ロ∴ム凝子中鼠　炭化粒　微簑

1　∴；∴灘L L「∴粒「中骨∴　他日＼．守一・

粘土小フロノク少量

6　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片犯喪　須恵器尉点　士製品点が出土している。第鋼図　は須恵器杯で　西部の床面から

出上している　2は皆状上錘で、覆回Iから出上している

所見　本跡の時期は，出上遣物から！月明J後葉と思われる＿

…－257一…
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第203図　第108号住居跡出土遺物

第108号住居跡こ出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

L l　　；

0　　　　　　　　　　　1m

』二一一一

l刺仮番サ 岩音　　 種 計測値（〔川） 界　 形　 の　 特　 徴 手 i去　の　 特　 徴 胎　ト 色調・焼成 備　　　　　　　　 考

第20割判 林 A ［14，2］ 底部から日縁部にかけての破片。、1そ rl縁部から体部内・外［山口クロナ ん英・長イf P838　　　　　　　 20％

1 須　 恵　 器 B　 4．5 底、休部は外傾して立ち上がり，11 デニ　休部ド端手持ちへラ削り．、底部 灰黄色 東部床面

C L 8創 縁部に至る。 ヘラ削り。 普通 新治窯産

上製品観察表

仰 視番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 一上　 地　 一戸、く 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 経 （cm ） イL 径 （cm ） 重 量 （g ）

2 管 状 1二錘 4 ．7 1．9 0，‘1 12．7 振 上中 D P 93　　　　　　　　　　　　　　　　 100％
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第109号住居跡　了宥2（＝図1

位置　調査E区中央部∴鋸招来

重複関係　本跡がS　甘1＿＿1仕・＼・1号・しつ月日朝亦封帖）込人．でいる

∴　　′　；　　　　′、、′　　　　　、．ノ　、　　　　　、　　　　ノ、．′ノ．　一　′，‾J　　・．．．、‘′

ある。

主軸方向　LN－8－1日

壁　壁高は封cmで　外傾して羨ち上がる。〕

床、臣I「こある

′　∴・′′′　　、・、　一一：、、　　ご．一、　　　　∴・こ　　　　　1・・ノ・一一　　一、一′ノ、　・、

ii　　　　　　　　⑥i＋i

∴ノ、／ソ　了　′、；　　ニ　′、′＼′：　LソJ、

の　　　　　　　瑠m

』二二二二二二二二豊二二ニ二二二二』
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0　　　　　　　2m

』＝ニ二二と二二二二二二二二』



両袖間の最大幅は左袖部が撹乱を受けており，不明である。右袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は，

床面と同じである。煙道部は火床部から裾やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　粘土小ブロック・粘土粒r・lい呈，炭化
焼土粒子・ローム中ブロック微量

2　灰　褐　色　粘上人・中ブロック中呈

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少呈，焼土・炭化粒イ∴
ローム小ブロック微量

3　暗　赤　褐　色　焼士小ブロック・焼土粒！ヰ呈
粘土小ブロック少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　枯l謙王子少宗二
5　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼L粒子・

ローム′トブロック微量

遺物　土師器片457点，須恵器片64点，灰粕陶器片2点，士製品10点，石製品1点が出土している。第205図

1・2は土師器杯で，1は南東部の床面から，2は覆土中から出土している。3・4は窯笹14号窯式段階の

灰粕陶器で，3は皿で覆土中から，4は長頸瓶で南部の床面から出土している。5～14は管状土錘で，7～

9は　いずれも南部の床面から，5・6・10～14は覆土中から出土している。15は砥石で，南部の床面から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀以降と思われる。

∴‥‥二二二シ　　＿＝二二十‘．

＼＼ミ≡±三雲

第205図　第109号住居跡出土遺物

第109号住居跡出土遺物観察表

㊤　④　㊦　◎）＠

9

㊤　㊥　⑥　＠　㊥

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　l　　　＿＿」

l叉1版番ぢ・器　　稚計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　　　考

第205図杯B（1．91底部から休部下位にかけての破片。休部ド端粗い手持ちへラ削年、底部石英・長石∴雲母P842　　　　　　　　30％

1】二　帥　提C［5潮、Iそ底。休部は内攣気味に立ち上がる。ノヘラ削りニにぷい橙色

普通

南東部末血

2

林B（1．2J底部から休部下位にかけての破片。休部ド端粗い手持ちへラ削り　底部長石・スコリアP843　　　　　　　20％

上　帥　器C　6．2、1そ底＿ノ休部は内攣気味に立ち上がる′ンヘラ削り′J にぷい橙色

普通

覆上中

底部から休部下位墨書

3

椀B（2．日高台部から休部にかけての破片．ニ　平底部回転へラ削り後，高f川占り付けノ胎！上：I天日色P846　　　　　　　　30％

灰軸陶器D　6．6底′ニ　休部は内李・持味に立ち上がる。、内面触． 袖諏：透明粘土中

E　O．6高台は一二l＝J状。 刷毛扱り

良好

黒笹90り一窯式段階

4

長　頸　瓶B（5．1）頚部片 頸紬句・外面ロクロナデ。内・外面胎上：I天オリーブ色P847　　　　　　　　5％

灰粕陶器 柵－ 紬調：濃い緑色

刷毛塗りで厚い

良好

南部J末面

黒笹14ぢ一窯式
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金属製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　　 値
巨 与 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考

ま

長 さ k m 中 畑 cm ラ
孔 径　 k 汀、ラ 養 量 （の

こ＿） 管 状　 上錘
3・l i i・0

0．3
i

2．2
I
覆 土 中 P P 94　　　　　　　　　　　　　　　　 100％

（う 管 状 i二錘 3．7 0 ．をラ 0．こう 2．6 覆 土 申 I：）P を清　　　　　　　　　　　　　　　　　 和 ％

／ 管 状 ！二錘 4．5 ユ。1 0．3 4，2 南 部床 面 I）P 9 6　　　　　　　　　　　　　　　　 100％

8 管 状 土 錘 3 逮
蔓

1．3 0 ．2 5．1 南 部床面 H P 軒　　　　　　　　　　　　　　　　 100㍉

きj 管 状　 上錘 2 ．8 1．0 0 ．2 1．と′4 南 部床面 ‡‾）P 98　　　　　　　　　　　　　　　　 100％

ユ0 管 状　 上錘 4．5 1．1 （．）．3 よ4－．7 覆 層 ！ I）P 鱒　　　　　　　　　　　　　　　　 ．臓（％

H 管 状 土 錘 3．2 1．1 0．3 4 ．5
i

覆 土中 ＝ P lOO　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝10㌦

12 管 状 土 錘 3．4 0．9 0．3 2 ．4′ 覆 土中 D P lO l　　　　　　　　　　　　　　 lO O％

13 管 状　 上錘
（2可　 1・0

O．∴う （2 ．0、） 覆 i薄 D P lO2　　　　　　　　　　　　　　　　 90 ％

14． 管 状 士 錘 2．7 （1．2 ） （）．こう （2．2） 覆土 申 D P lO3　　　　　　　　　　　　　　　　 70 ％

石製品親祭表

別
計　　　　　　 測 値 ト 質 … 地 点 i 備　　 考

長さ （cm中 信 （壷 巨重さ （cmj 遵巌 （わ
ユー‖ 砥　 石 （801ラ！　 6・2 ！　 384

（185．0）凝　灰　 岩 南部庸　 iQ 53　　　　　　　 50％

第椚OA号住居跡（第2（）・l図）

位置　調査E区中央部，り3j2区。

重複関係　本跡は．第1mト110しつJl住居跡に抑り込まれている

規模と平面形　東商霊池畔∴南北忠誠mである。住居跡の北部は第1柑C号住屠跡に掘　込まれてお娠　平面形

は不明である

主軸方向　　LN－8－つU

壁　畔高は！）（、111で，外伸して立ち上がる

床　平坦である。

覆土　甲．1層で，自然堆積である

土層解説

ユ　暗褐色　ロ…ム粒子少量

遺物　日油器片17点，須恵器片1点、吠柚陶器十一工　巨則lH点が出上している　‖器片はいずれも細片であ

る　第20（う図1・2は作1左上錘で．いずれも覆日中から出上している　灰細利器片は細片で覆上中から出上

している。

所農　本跡の時期はヲ　9世紀複葉と思われる第mOC号住屠跡に掘り込まれていることから，それ以前と思わ

れる

第11（十日目日朝亦出上巨畏！－吊甘察表

図版 番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （C扉 径 （cm j 孔 径 （cm ラ 重 量 （g ）

1 管 状 士 錘 （2蔚 1．5 0．3 （ニう。7j 覆 十！－ii f‾）P iO4　　　　　　　　　　　　　　　　　 50 ％

2 管 状」二錘 3．1 0．9 0．3 1．8 覆土 中 D P lO5　　　　　　　　　　　　　　　 100 ％
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第206図　第110A～C号住居跡出土遺物

i7

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一　一一一一一　一一一「－1

第110B号住居跡（第204図）

位置　調査E区中央部，D3i2区。

重複関係　本跡は，第110C号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　東西〔4．98〕m，南北（1．14）mである。住居跡の南部は第110C号住闘亦に掘り込まれており，

平面形は不明である。

床　平坦である。

覆土　単・層で，自然堆積である。
土層解説

1　暗褐色　ローム粒！一微量

遺物　土師器片8点，須恵器片3点，十製品1点が山上している。土器片はいずれも細片である。第206図3

は管状土錘で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，9世紀複葉と思われる第110C号住居跡に掘り込まれていることから，それ以前と思わ

れる。

第110B号住居跡出上土製品観察表

巨細仮番 り一 種　　 別

．目　　　　　　　 測　　　　　　 値

目　 上　 地　 ∴．I 備　　　　　　　　　　　 考‘

長　 さ （cm ） 往 （clu ） イL 経 （cm ） 屯 l－1 （g ）

3 筒 状 I二錘 （2．4 ） 0．9 0．3 （1．6 ） 覆 上中 D P lO 6　　　　　　　　　　　　　　　　 80％

第110C号住居跡（第204図）

位置　調査E区中央部，D3j2区。

重複関係　本跡は，第109号住居跡に掘り込まれ，第110A・B号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　東西（4．67m），南北4．70mで方形と思われる。

主軸方向　〔N－85。－E〕

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北東部コーナーを壁外へ（60）cmほど掘り込み付設されているが，削平されており火床部のみを確認した。

遺存状況から砂質粘土で構築されていたと思われる。火床部は浅く掘りくぼめられている。

覆土　単一層で，自然堆積である。
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土層解説

1　暗褐色＋ローム粒子少量サ　焼土の炭化粒子徴家

遺物　土師器片罰点　須恵器片　点　土製品　点　鉄製品　点がをはふている。第割図　は土師器蝋　は

1．ノ　′　　　　　、′・、　、′　．　ノ、－　′－・′ノ　′　　　　　　′ノ　　　八ノ　　　′　　・′　ノ　　　　　　J j

所農　本跡の時期は撃　出土遺物から9世紀後薬と思われる。

第温摘C号佳屠抄出土遺物観察表

図版番号 鍔　　 種　　　　　　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　　 －…　 の　 特　 徴 胎寸二も色調 e焼成 備　　　　　　　 考一

第206回 杯　　 ‡一日 1．鋸　 底部から体部下位にかけての破片　 体部 柑お手持ちへラ削り　 底部へラ 長石 P 8‘48　　　　　　　　 20％

ノ4 L　師　 器　 C　 685　　 平底．、、体部は外傾して立ち上がる．　 削り、 にぷい黄橙色 中央部床面

普通

澄　　　 B 圧選．ニお ［頭部から目線部にかけての破片　 頭　 目縁部 から頸部内 の外面 ロタロナ 石英 弓姜石 P 850　　　　　　　　 摘％

rこう 須　 恵　 器　　　　　　 部から＝縁部にかけては大きく外反　 デ、、 褐灰色 中央部床面

…

する 普通

i二製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 盲まH 植 巨 ち 一 地 点

備　　　　　　　　　　　 考長 さ k m中 畑 mラ
孔 径　 k 扉 重 暴　くg ）

6 管 状 土錘
可 ＋ ＝

0．3 5．5 竃内 ＝1）＝片　　　　　　　　　　　　　　　　 目）0㌦

金属製品観察表

まま［　　　　　　測　　　　　　値
イ濫　　　　　　　　　　　　　　　　　茅

：室長越墓誌志三三迄三三三迄
第1椚号住居跡（第207図1

′　－　、＝1、こ　く　　ノ、：　ノ′、、く

規模と平面形　嵐両級儲）恥∴敵艦娘野）mでラ　太部分が調査区域外に延びているため　平面形は不明である。

主軸方向　〔N－18－I三1

壁　畔高は：眈‖了こ、外伸して立ち上がる

壁溝　碓認した樟つ、‾を巡っている　口幅主上20（、Ill．卜帖8－10し、111言朱さ8川1で言柚l’刷三は∪ノ出二三である

床、伸しである

竃　北日出二付設きれている　規f畑土　焚き＝部から伸道部までの長さ＿105し、111．1－舶用Jの最大幅82し、111である　両

柚部ともr射′細i上で構築されている　火床部は．ほぼ床面と同じである＿　煙道部は火床部から緩やかに立ち

上がる

竃土層解説

1　暗褐色　ロ…ム粒子少蔓
2　灰褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック0焼士粒子微量

3　暗赤褐色　廃土小ブロックの廃土諸友子中量，灰少量，
炭化粒子微量9

覆土　7層からなる人為堆積である

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　にトム粒子中毒L．ローム小ブロック少量

3　黒褐　色　ローム粒子中蔓

4　黒褐色　ロ…ム粒子少最

4　にぷい赤褐色　焼士小フロノク　焼土粒子多凱　灰中凱
旋化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ロ…ム粒子多量，ローム小ブロック微量

「　黒　田　色　t「∴小ゾ㌧「′ツ・LJ．∴㌫1′－′レ量∴

ロ…ム中ブロック微量



遺物　土師器片31点，須恵器片2点，灰柚陶器片1点，土製品1点が出土している。土器片はいずれも細片で

ある。第207図1は管状士錘で，竃内から出土している。灰軸陶器片は細片で覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期の限定は難しいが，須恵器の絶対量が少ないことから，9世紀後某と思

われる。

＠

。5β
「　l　　‾1

第207図　第111号住居跡・出土遺物

第111号住居跡出土土製品観察表

匝＝娠番 じ 種　　 別

l言l　　　　　 測　　　　　　 値

出　 上　 地　 ∴L 備　　　　　　　　　　　 考

I長 さ （cm ） 律 （cm ） イL 経 （cm ） 重 lll二 （g ）

1 管 状　 上錘 （2．9 ） 1．1 0，2 （2，8 ） 芯 両 D P lO8　　　　　　　　　　　　　　　 100％

第112号住居跡（第208図）

位置　調査E区東部，D3i9区。

重複関係　本跡が，第105号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　東西4．39m，南北（2．30）mで，北側半分が調査区域外に延びているため，平面形は不明である。

主軸方向　〔N－76。－E〕

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径36cmの円形で，深さ32cmである。性格は不明である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片57点，須恵器片4点が出土している。第208図1は須恵器杯で，南西部の覆土卜層から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後葉と思われる。
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第瑠30号住居跡　目宥コ（）叶中

位置　調査A区帖肛I17日区

規模と平面形　長軸2．81111，仙柚（1．58、）11了こ、方形と思われる

主軸方向　N－告）－Il二

壁　貼l高は10川1で．外伸して立ち上がる

壁満　幅12川，深さ5川1の溝を電信柚部付近で碓認し．畔溝と思われる

床、印lである

竃　来世やや南よりを壁外へ5（う川はど握り込み．付設きれている　規模は．焚き口部から柚道部までの長さ

1（‖川1．両柚間の最大幅78し、111である　両袖部とも砂質粘上で構築されている　火床部は．桔Il川壬に1（‾）川lほど

捕同くぼめられている　仲通部は火床部から緩やかに立ち上がる

竃土層解説
1　極＿　暗　褐　色　廃土　粘土粒子中農

2　褐　　　　色　粘ま粒子多宗
にぷい赤褐色　焼i小フロソク月数上粒子多簑

4　極　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼ヒ粒子中毒

廃土小フロソク少量

5　極　赤　褐　色　焼Lの炭化粒子少冒

6　極　赤　褐　色＋焼土粒子少；ま‡

貯蔵穴　南帖’吊から碓認されている　律二貼、111のIl川まで．深さ18川1である

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色．1「　∴小ゾ＝・，ソ・「了　－∴樟j’－中；l；∴

ロ…∵ム中ブロック少蔓

！　黒　田　邑　揖化粒「中量l「∴小ゾt「・ン・lJ　∴杵「少宣

覆土（‖汁からなる自然堆積である

土層解説

l　黒　　邑　t「∴粒「少量．量化位j∴・

ローム小ブロック微量

2

・－

J

EP　　色　ロ…ム小フロノク微き至芸

里褐　色　口一ム粒召数完

3　褐　　色　ロ…ム中フロノク多量

4　極暗褐色　炭牝∴tr∵ム粒子少賢妻L　焼土′J、フノク少［重言

4　暗褐色　ローム粒子中冒

1　黒　田＋邑　し「－∴㌫つ′・’レ；i：

6　褐　　色　嬢∴0ロ∴－ム粒予微量



遺物　土師器片11点，須恵器片3点，縄文土器片3点が出上している。第209図1は土師器聾で，竃内から出

土している。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後葉と思われる。

④）、l【

旦36．0m

、二重′

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー－一一一一1－－－－111－」

第209図　第130号住居跡・出土遺物

第130号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 裡 計測値（em） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎　ト 色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第20釧ズ】 究 A ［23．4］ 休部から日縁 部にかけての破片、、体 口縁部内 ・外面櫨ナデ。休部外面へ イ＿「英 ・長石 ・雲母 P 85 1　　　　　　　 20％

1 土　 師　 器 R （10．9） 部は内争資して、ウニち 上がり，目線部は

外反する．

ラ削 りハ　内両横ナデ．＿、 暗赤褐色

普通

亀内

第131号住居跡（第210図）

位置　調査A区西部，B7伝区。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸2．60mで，長方形である。

主軸方向　N－720－E

壁　壁高は14～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西から南側壁下で確認した。上幅15－20cm，下幅4－6cm，深さ4cmで，断面形は∪字形である。

床　平坦である。

竃　東壁やや南東コーナーを壁外へ70cmほど掘り込み，付設されている。規模は，焚き口部から煙道部までの

長さ113cm，両袖間の最大幅90cmである。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床部は，楕円形に8cm

－266－



ほど掘りくぼめられている。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
l　嶋赤褐色　焼L′」、フロソク・廃し粒打中毒
2　畷赤褐色　廃土e炭化粒r少量

3　極暗褐色　ローム粒子少最

4　攣　褐　色　ローム粒了少‡ま芸

5　赤　褐　色　焼I二大フロソク多量

6　極賠赤褐色　ローム粒J∴中量，廃土き炭化粒了少量

貯蔵穴　南部から確認されている。径54cmの円形で9　深さ30cmである。

貯蔵穴土層解説

l　生　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微宗

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ロ…ム小フロック中毒

3　暗褐　色　口一ム粒了多凱　ロ…ム中フロック少最

ピット　Plは径16cmの円形で言莱さ10cmの出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる自然堆積である。
土層解説

l　黒褐色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　堅　　色．＋　ロ…ム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　b　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　　ロ…ム粒デー少量，ローム小ブロック微量　　　　　6　黒　　色　　ロトム粒チ少鼠　焼土粒デー微量

遣物　土師器片習点が出土している。第210図1は土師器婆で，竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後葉と思われる。

第210図　第柑号住居跡◎出土遺物
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第131号住屠跡出土遺物観察表

図版番シノー 器　　 種 計測憤りm lj 器　 形　 の　 特　 徴 r　 法　 の　 特　 徴 胎 巨 色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第2 10図

1

婆

上　 師　 器

i B （6．9う
体部片 内 e外面ナデ 石英 。雲母

浅灰色
恒

P 852　　　　　　　　 5 ％

竃内

体部外而刻 iま；二

第柑考住居跡（第2は図）

位置　調査B区西部，C5e7区。

重複関係　本跡は，第360836巨3侵号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸2．83m，短軸2．77mで言隅丸方形である。

主軸方向　Nつけ－E

壁　壁高は14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁から北側壁下で確認した。上幅8～12cm言下幅6～9cm，深さ10cmで，断面形は∪字形である。

床　平坦である。特にサ　中央部が踏み固められている。

竃　東壁やや北東コーナーを壁外へ62cmほど掘り込みラ　付設されている。規模はタ　焚き口部から煙道部までの

長さ75C恥　両袖間の最太幅（63）cmである。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床部は9　楕円形に15

cmほど掘りくぼめられている。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1　暗　褐　色　焼「．・し「…∴粒子′少量

2　暗褐　色　焼土もローム粒子少量，炭化物微量

覆土　6層からなる人為堆積である。
土層解説
1

2

撃　褐色　　ロ…ム粒子少最，ローム小フロノク微義
里 褐色　　焼土・炭化8ローム粒子

ロトム中フロノク微量

3　撃　褐　色　　ローム小フロノク　ロ…ム粒了少凱

焼巨粒子微；ま∃

チゝ36ち－．だ

‾）二一聖二＿≧＿＿＿…．＿▲一＿＿＿L＿Jrlll－

SK362　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　6

0

第211図　第132号住居跡

3　暗褐　色　焼土・El一ム粒子の炭化物微量
4　黒褐　色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

5　黒褐色　焼　トロ…ム粒r・炭化物微量

4　帽　褐　色　　ローム粒子一少軋　口一ム小フロック微量

5　暗褐色　　ローム粒子中量，ロ…ム大の中フロック少量，

焼し粒了微量

ti　黒　　色　　炭化・主上一∴1三Ilイ・少量∴　規上位J’・・

ローム小フロック微；葺；

2m

；　　、†　‥‥‥」
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・　　　　　　∴－．　　　　　′、．

片1点が川上している　第二は図1は＝油器

／　　ノ、　，　　　　二

細片で覆駐中から出土している。

所農　本跡の時期は苧　出土遺物から9世紀後葉

と思われる

′　′　　　　　　　　：′／ノ′∵′・

0　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　走
∴二ノ　′こ、二く　二■　ニ了ノ　∴－．′エリー、　：と圭か

器　 種 恒 腑 －ラi　 器 形 の 特 徴　 ！＋ 手 法 の 貼 徴 附 辛 強 潮 可　 備　　　 考

第2ほ図　　　 髪＋ ＋「A 度弦　 体部から目線部にかけての破片　 休日寮射即車 外面積ナデ　 休部外面へ 長石 e スコ　 ア　　 P 853　　　　　　　 日％

1　 i 帥　 器　 B H まき）　 邦は緩やかに甘攣して立ち上が娠　 ラ糾）、内面ナデ、 にぷい橙色　　　　 竃内

目線部は外反する 普通

第頂33号住居跡（、第21計時

位置　調在日中L周L ElL・l区

規模と平面形　束両　用．＝111言、ト上北（1．51五）で，大部分が調音

区域外に廷びているため，辛目’l川三は不明である

主軸方向　　LN一つγ－丁目

壁　曜高はコ（）（、111で．外伸して立ち上がる

床　平裏である。

覆羞　単一一上層で芦　自然堆積であると思われるがタ　撹乱層が多い。

土層解説

l　黒　田　邑　し「∴位」’一中；l；∴l「∴小’ハ「・ソ少量

′　　　　　　　　′　　　ニ　ー、　　′　　′′　　　　　　　′′′ノ

も細片である。

所見　出上遣物が細片であり，時間は不明である

書狽
′　、　、

」式　　　望澗』
1：1ニ’′三；く・ニ′1ノ二′亘ハ了÷ノ．、

第134号住居跡（、第21甘抑

位置　調査I）区中火乱　仕九、日区

、三二′　′．：　－：・　言日　、′　－、　∴′．、、、‾　′′　一三・・㌦．．・′ノ

主軸方向　N－111－つ1▼

壁　貼l∴吊ま1：ト15日11で．外伸して立ち上がる

床　平坦である。

ノ　　　′　・　′　　・　　　一　一　　ノ　・　′　　‥　　　　′、一　一　′‥．一一一・　ノー　つ工、／、、
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cm，両袖間の最大幅56cmである。両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床部は14cmほど掘りくぼめられ

ている。

竃土層解説
1　褐　　　　色　焼上小ブロック中量，ローム小ブロック少量二　　　3　にぷい黄褐色　焼士小ブロック少量
2　男　褐　色　焼土中ブロック中最，焼土小ブロック・　　　　4　黒　褐　色　ローム小ブロック中鼠　焼上小ブロック少量

ローム小ブロック少量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，焼1二粒子少量
2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少呈

5　暗　褐　色　焼上粒子中鼠　ローム中ブロック微量

3　褐　　色　粘上粒子中量，焼上・ローム粒f一少量

遣物　出土遺物は，土師器の細片と石製品1点である。第214図1は砥石で，覆土中から出土している。

所見　出土遺物が細片であり，時期は不明である。

⊂⊃　　　　1

2m　　　　0　　　　5cm

l　　　　＿⊥　　　」　　　　　　　　亡一一1－→

第214図　第134号住居跡・出土遺物

第134号住居跡出土石製品観察表

図版 番 弓・ 種　　 別

．汁　　　　　　 測　　　　　　 値

わ　　 質 山　 手二　 地　 ∴ 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） Jl。‡さ （cm ） 重 量 （g ）

1 砥　　　 イr （4 ．7J 1．6 0．7 （8．0 ） 粘　 板　 ㌫ 撹 上中 Q 54　　　　　　　　　　　　　　　　 70％
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第135号住居跡（第215図）

位置　調査D区東部，D4b5区。

重複関係　本跡は，第368・369号土坑，第6号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．47mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認した壁Fを全周している。L幅14－20cm，下幅6～10cm，深さ8cmで，断面形は∪字形である。

床　ほぼ平班で，特に中央部が踏み国められている。

竃　北壁やや中央部から焼土・粘土粒子が検出され，竃の袖部跡と思われる。

覆土　4層からなる自然堆積である。
土層解説

1　暗褐色　炭化・焼上粒子中量∴　焼土小ブロック
ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　炭化・ローム粒子少量

3　暗褐色　焼土大・中・小ブロック多量，炭化粒「小塙1こ
ローム粒イー少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，廃土・炭化粒子微量

遣物　土師器片123点，須恵器片7点，上製品6点，銅製品1点が出土している。第216図1・2は土師器杯で，

1は北部の床面から，2は北西部の床面から出土している。3は土師器嚢で，南部の覆土下層から出土して

いる。4は須恵器嚢で，中央部の床面から出土している。5～9は管状土錘で，いずれも覆上中から出土し

ている。10は銅銃で，北部の床面から出十している。

所見　本跡の床面からは，住居跡の南西部を中心に炭化材と焼土が検出され，床面も焼き締っており，焼失家

屋と思われる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

第215回　第135号住居跡



㊥

05

／二、．

「
第216図　第135号住居跡出土遺物

第135号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

］　　　i　　　＿＿j

図版番ぢ・2語　　種汁測仲（〔m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎　ト色調・焼成備　　　　　　　 考‘

第216図 材・。112．3体酢一部欠損。平底　体部は内誉l誉し目線部から体部内・外面ロクロナイ了英・長れ P854　　　　　　　　 80％

1 上　師　語注B　3．8

C　5．6

て立ち上がり，】臓部はわずかに外

J丈する

デ　底部「U他こ糸切り にぷい橙色

普通

北部末Irli

ワ

杯

上　帥　器

B（1．4）

C　6．5

底部片　す底F、 底部回転糸切り 長山・スコリア

にぷい黄橙色

普通

P855　　　　　　　 10％

北腑紳末巾i

3

藍 A　－21．8」休部からIl縁部にかけての破片一　体日縁部内・外l椚横ナデ　体ill；外l巾へ長イf・スコリアP856　　　　　　　 10％

上　帥　器B（10．4）部は内轡して立ち上がり．rl縁邦は

外反するノ

ラ削りIノ用紙ナデ にぷい橙色

普通

南部頂上卜ll再

・4

要 B（14．8J底部から休部中位にかけての破片ハ休部外面櫨力一向の、HJ刊Jき一　体部下イr英・上之イf P857　　　　　　　　 20％

須　恵　器C［10．21休部は内攣して立ち上がる 端へ利伸） l天色

良好

中央部床l山

新活窯産

土製品観察表

l対 版 番 り・ 椎　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 上　 地　 ∴l 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （c m ） 行 （cm ） 孔 径 （c m ） 重 ：‾11二 （g ）

5 管 状 上 錘 （3 ．1 ） 1 ．0 0 ．4 （2 ．3 ） 複 上中 D P l O 9　　　　　　　　　　　　　　　　 9 0 ％

6 管 状 上 錘 （4 ．5 ） 1 ．2 0 ．ご1 （6 ．5 ） 捜 上lい D P l l O　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 0 ％

7 管 状 l二錘 2 ．9 1 ．0 0 ，3 2 ．6 キ婁 1二申 D P l l l　　　　　　　　　　　　　　　 lO O ％

8 午1こ状 十 錘 3 ．3 1．0 0 ．3 3 ．0 覆 上中 1 ）1－1 12　　　　　　　　　　　　　　　 10 0 ％

f） 筒 状 一上 錘 3 ．1 0 ，9 0 ．3 2 ．3 複 上中 I） P l 1 3　　　　　　　　　　　　　　　　 10 0 ％
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金属製品観察表

第136号住居跡　し第217図）

位置　調査D区東部，D4a8区。

規模と平面形　長軸3．35m，短軸3．00mの方形である。

主軸方向　N－1∴－Ⅵ▼

壁　壁高は20～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北壁やや東寄りから竃の痕跡が確認できた。袖幅〔60〕cIn，長さ〔70〕cmと推定され，焼土・粘土粒子が

検出された。

ピット　Plは長径36cm9　短径30cfnの楕円形で言莱さ40cmである。性格は不明である。

第217図　第136号住居跡
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ロ…ム粒子中量　　　　　　　　2　暗褐色　ロ…ム粒子少量

遺物　土師器片74点，須恵器片20点，士製品主監　縄文土器片6点が出土している。第218図1は須恵器拝す

2ほ須恵器高台付杯で，いずれも中央部の覆土下層から出土している。3ほ管状土錘で，覆土中から出土し

ている。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀前葉と思われる。

第218図　第136号住居跡出土遺物

第136号住居跡出土遣物観察表

◎

臣
0　　　　　　10cm

』二二二二土二二二二∃

図版番号 器　　 種 計測値（（：nl、） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第218図 杯 A 12．（う 体部－・部欠損。、出炭．こ　体部は外傾し ll縁部から体部内 ・外面ロクロナ 長石 P 858　　　　　　　 80％

1 パr　　　－須　 心、器 B　 g4．2

C　 7．0

て、ン二ち上がり言 l縁部に至る′ デノ　体部下端‾三日、呈ちヘラi附）、

回転へラ削り

灰色

普通

中央部覆上再ご1ラ

2

】
高台付杯

l
B （4．4） 台部欠損。底部から体部下位にかけ 体部内 ・外面ロクロナデ二．底部回転 石英 ・長石

l I・）859　　　　 と40％

【行須　 心、器 E （1，0） ての破片、ノ　体部は外傾して立ち上が

る、

ヘラ削りノ． 灰色

普通

中央部覆土卜層

土製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　 上　地　 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （C扉 径 （cm） 孔 径 （cm） 重 義十校 ）

りJ 管 状 土 錘 （3．7） 1．3 4．8 覆土中 I．）P l＿14　　　　　　　　　　　　　　　 ：100％

第137号住居跡（第21叶舶

位置　調査D区東部，C4j6区。

規模と平面形　北西コーナー部が調査区城外に延びているが，長軸4．58m，短軸4．00mで，方形と思われる。

童軸方向　N－890－W

壁　壁高は50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下を全属している。上幅12～20cm，下幅4－10cm言宗さ10cmで，断面形は∪字形である。

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径32cmの円形で言采さ40cmの出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2ほ

径30cmの円形で言采さ16cmである。性格は不明である。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　焼土・炭化・ローム粒子少量，ローム大・

小ブロック粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒守一少鼠

炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　窯褐色　ローム粒子少量，焼士・炭化粒子・

ローム小ブロック微量

6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子微量
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遣物　土師器片317点，須恵器片86点，土製晶1点，石製品1点，縄文土器片7点が出土している。第220図1

は土師器椀で，北東部の壁溝内から出土している。2は土師器聾で，Plの覆土上層から出土している。3は

管状上錘で，覆土中から出土している。4は砥石で，Plの覆土下層から出土している。縄文土器片は流れ込

みである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後葉と思われる。

第219図　第137号住居跡

第220図　第137号住居跡出土遺物

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L l i

・／・「‥
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′’∴′′了　〕．、＿当－、′告十・、

計測値k扉 器　形　の　葦、賢　徴

体部　部欠損、陶も　体部は内攣気

㌻　法　の　特　徴

日録部から体部外海口タロナデ　内

胎土㍉邑誹巨蜜腋成 備　　　　　　　考

P860　　　　　　　80％

つ ‾… i 器 ［告 描 霊 iが …）ゥ 磯 部射 ずかに 匿 謂 誓 黒色綱 目 描 相伝贋 白ヒ東部壁藩

⊥，」
主 要 自 体部から「極路 にかけての磯宥　 体　 触 紺 も外面櫨ナデ 体狛中 外 長石 の雲母

P 86 1　　　　　　　 曇％

2　　　 土　 師　 器 f・日 私7　 部は内攣して立ち上がり，招 家畠は 「面ナデ　 船積み痕　　　　　　　　　 明赤褐色 P 湧㌢L 上層

外反する一　日縁端部は上狛 こつまみ　　　　　　　　　　　　　　　 ！普通

自デられている

土製品観察表

図版番号　 種　　 別

計　　 測　　 値 i … つ 地 点　　　 備　　　 考

長　さ （cmラ 径　 k nl）　 孔 径　 k lll）「鼓 義と　㍉の

3 （、3．6ラ
1・3 ！　 0・3 （細 恒 中　　　　　 i I）P i i5　　　　　　 80％

石製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 質

… 地 点 巨 …；喜　　 考

長　さ （（．：扉 幅　km j
鮮 持 前 序 巌 蘭

′4 砥　　　 石 （各日 こう．‘′ま－
ie：うノ㌦1可 ＋ 融

凝　 庚＋岩 ‡）1覆 … まき　　 日録　　　　　　　 50％

表2　！、ふり松遺跡桂馬那掛十覧表

鋸欄 壁高 床面 内　部　施　設
備　　　 考土軸方向 平面図 長軸×短軸　 k汀、ラ 出＋土＋遺　物

番号 東西×南北 新旧間瀬串桁可団

‖ 臥 N 一　こう、ノ…W ［湖丸ノ調舅 3e－1（頼 臓 擁 凋 γ耕 … － … －
つ 一 lri然 日曜器絹針∴庄片

2㌍ N …87㌧∴Ⅳ 長　 方　形

［

2（ラ ヤ班 ‖ i 束 十 ＝然 自抽ぷ4 読守再木杯「j鉦恵器目上

［二製品〔管状土錘） ［本跡→Si：2B
㌍ N 一㌢㌧ E 隅丸方形 4・10 ×3午 0 平坦 」 北 十 自然 土師器り有　小皿㍉土瀾描汗管状

吊勘 S．ほ。ノノ→本跡
：恒 ぐ8 N …OH 方　　　 形 こう・‘！45 ×蝕月　 5 ず耕 －

i i 融 ま！つ 2 ［′i然 主潮濡描－ SK 2をきい2至・）2→本跡
5 極 7 N …2∴∴W ［方　　 形］ 2・90 ×（2・65）い う 平耕 － － － －

つ 1 ＝然 口紅器（澄ラ S＿16→本跡
中 B8f（う N －　3 CノーW 方　　　 形 3・93 ×3e65 ！48～55 －

1つ 北 ！つ 2 自然 上師器（髪）「須恵器移付，鉱産 本跡→SI5

7　B軌14 N …82㌧ E 長　方　形 3‘35 ×2・7半 0 平班 十 円 十 人為0

日然

描け器叫ミ9　椀∴高台付椀，碧工 SK293 029ごま→本跡

㌍ N l 賂㌧ E 長　 方　形 ：う・80 ×当 6～22 辛耕 全周 十 宮 守 ＝然 Ⅲ鵜射杯，高台付妬∴酢，鉄 SK 2．1→本跡

㌍ ［N …5㌧∴Ⅳ］ 形］6・60 ×（5㌻ ～42 平班 十 円 守 人為e

［ヱ‾i然

土師器片，敏恵器移付，灰粕陶

器片ウ縄文土器片，石鉱　 ！

．li　f38受’2 N l 嫁㌧E 隅丸長方形 3．00×2．射）　17 平雄 …　　束

1

＝然 摘ii器い付軋　椀∴紆鉦狛軋

空言紙），≠鉦一首器千変∴　主製品
㍗㌢伏土錘圭　鉄襲品目刀子．う，纏

す文土器片，石核
l㌍ 鮮」吉雄‖方　　　 形 3‘55×3隼 37！平班 十 i北‖ ‾ 自然 土師儲昔杯9　苦言膏車重，望上　土

製品綿柏縮恒，剥片
SK9e＿10→本跡→

SI13
1㌍ N l賠ノーE 長　方　形 30 i幸雄仝周 十 宮 子 自然 土師ぷ十杯，婆主　縄文土器片，

石核
SIユ2→本跡

14 iB8iこう N －ユ2㌧1V 不　 明i i平坦 一部 十 円 十 人為 土師器昭こ，椀，要㍉≠鉦蕾器再も
高台相称＼愛工　鉄洋

1辛 N－　3′…W リ＝ ラ〕i6・60 ×舶牛 38 辛耕午 十 円 十 人為 口紅器り有㍉　畏勘計器り有　意圭

16 iB7it） N l賂∴E 3．20×2．30日 0 平組 」 つ 日 東！つ つ 人為 土師器湘軋，婆吊 丸字　 ！本跡→SI17

27（う



侶棚

番七一

l
位 樟 i二軸 方向 、白雨図

規模

長軸 ×短軸

針西 ×南北

唯 一i読

k 111）

床面 内　 部　 施　 設 i

‥覆 土 出　 i二　遣　 物
備　　　 考

新旧 関係（新→ 腑壁溝 棚状
出入i

ピット

年 収

吊⊥
桁 航
不　 時

ビバ、

ユ7 B 7 再 N － 4 ㌧J Ⅳ 長　 方　 形 3 ．65 ×　2．80 30

i ［

全周 北

i ［

自然

i

土師 器 湖こ，藍．甑 ）、圭製 品 （紡

錘 ム「恒 ．鉄浮

S I16→本 跡

i

18 f－う7再 LN ㍉鮒㌧1 嗅 長　 方　 形 3．15 ×　2 ．ニ30 ：32 ヤ川 全周 －
束
－ －

＝然 用締 結 軋∴ 酢 ，鉄 製品 は鮮 S K （う→ 本跡

20 II37Hr N … 12 、一1㌔′r カー　　　 彬 3．55 ×：3．50 よ‥1（‾）へノ．′持

、「坦

全周 北 l′l然 出離 齢 坊＼ 璧上　 須恵 器 H 釦 、

庚 紬陶 器，瓦 片

S I2 1 ・S K 7 7→ 本跡

2 1 B 7。97 不明 不　　　 明 不 明 不明 平 組
－ － －

北
－ － －

土 師器片 本 跡→S I20

2 こ主 C 7 。う 不明 不　　　 明 （3．60 ）×（2．30、） ．′㈹ 一部
［
［
l

＝然 自抽器 （小 目信　 一高台 付 杯 ， 婆 ，

椀 ）、不明鉄 製品

2∠呈 C 7ljl LN － 2 、…E 」 不　　　 明 不 明 不明 、臣 il
－
［
［ …

北
－ － －

口碑器片

25B C 7。、二号 N 一 イ「∴仙E 方　　　 形 3．55 ×　3．一40 6O 平出 全 周 － 1 北 － － 人為 周 紹針杯　 藍、） 須 恵器 仕付 本跡 →SI25Å

25A C 7。、：う 不 明 日　　　 形 3．90 ×［3．7 5］50－ 60 二段 － － － － － － 自然 縄文 土器片 SI25B →本跡

26 C 6。－8 N 一 信㌧ E 不　　　 明 3．60 ×（0．80 ） 20 、伸 ‾l … － －
北
－ －

鉦然 1潮紹紺 ∴　 須恵 器片 S K ＿1．0 8一斗本跡

27 C 61）コ N …鮮「∴W 不　　　 明 4．1（）×（3．40 ）140ノ・㌦5 0 ヤ耕 全 周 束 rI然 上師器 （鉢 ，慈主　 須恵 器 （杯 ），

灰紬 陶器，瓦 片，鉄 洋

28 A C 6〔＝ N － ．7 、、－W 方　　　 形 3．35 ×　3．10 35
圧 粗 全周 北 5 自然 土師器 （婆），十製品（管状 土錘圭

銅製 品レト型銅遷 仏）

S128B → 本跡

28＿B C 6。＝ N －8 7㌧ E 長　 方　 形 3 ．85 × ：3．25 ：30 平川 i 束 1 rI然 口碑器（杯， 小胤 ∴酎 ㌧　 反側 陶

器片， 「製品 （管 状士錘 ．）

本跡→ SI28A

2§） C （うil：ま N －90 ㌧ E 長　 方　 形 2 ．90 ×　2 ．60 ○ ヤ耕 全周 束 l 人為 自抽器（杯 ， 高台付坊主　 緑軸 陶

器 片， 丸瓦，砥 石

本跡→S B Z4→ S R l

3 0 C 6 g2 N …85㌧∴Ⅳ 不整 長方形 3．8 0 ×　3 ．20 2 0 微傾斜 仝周 東 ユ 人為 土師 器 描汗 召す杯 ∴整 ）， 上製 品

（管状士錘 ）言 l胴 lh

本跡一→S B ′4

：封 C 6だ LN … 2　」 領 不　　　 明 3．60 ×（2．35 ） ：30 、上田 A部 i＿

i ！ l

人為

i

日日柑鉦杯 ，高 台付杯 ∴ 監）、須

恵 器 （杯 言日日， 「製 品 （管状 ＿i二

錘 ）

ニ32 C （うり N …90、㌧ E 長　 方　 形 3．80 ×　3．15 33 平川

l

朝； 束 ［－′一寸然 摘 冊詩（高 台付杯 ，台付 棄 ），灰

紬 陶 器十瓶，壷 ．）， 上製 品 （管 状

i二錘 ），鉄 製品 付目∴　 蛋狛

S I34→ 本跡→ SI：33

3ニ3 C 6 1、j 不 明 不　　　 明 不 明 40 、臣 It 北 自然 土 師欄吊諒与什杯 ），須 恵器（m L），

灰 軸 陶器十瓶 ）， 鉄 製 品 （刀子 ，

紡錘 車）

SI32 ・34－→本跡

i
：－3・！1 C 5 iレり N … ！「∴－E 隅 丸 ノJム形 3．80 ×　3．6（〕 50 、印 l 全周 1 北 ウ 日然 白油 器硝 こ、 高台付 杯 ，望 ） 上

製品 （管状 圭錘 ）

本跡→ S I32 。二丈い35

35 C 5f！－） N －　8 、ノー E 万　　　 一形 4 ．70 × 4 ．65 ∠40 平耕 全周 4 1 北 人 為・

自然

土 師器 （杯 ， 嚢 ，甑 ）， 須 恵 器

（杯），不明鉄 製品

Si＿34→ 本跡

：・36 C 6。12 N －23 ㌧ E 方　　　 形 3 ．80 × 3 ．60 不明 、伸 と 淵； りJ 土師 器（杯， 高台付 杯， 禁）， 鉄

製品 は齢

S K 365 →本跡

：汀A

37B i

C （うiil

C 61－i i

N － （）く

N ‾8当

方　　　 形 3．95　×　ニ3．85 10 ～ 25

当

γ川

里 hlti

仝周

∴部 ！

‾ ！

J

i

つ

つ

」

」

つ

4

‾ i

」

」

つ

つ

1 i

北

東 ！

」

」

」

つ

つ

」

‾ ！

つ

1

含芸．i

誇

当

i二師器 冊 二、 －奇台付 杯，澄 ）， 須

恵 器 （牲 ）言 天軸陶 器 日日L），鉄製

品りJ 子， 鎌）

上師器 潮 信　 鉄 製品 （刀子 ）

S I3 7B ・SB 3 →本跡

S B 3 →本跡 →

S I37 A

本 跡一→S I38 B3 8A C 6i－8

C 5 1ウ8 ［

N －8 5CノーE 不　　　 明 3．60 ×（2．10） l（‾）

5 ！

平出 部 ！

可

束

束

2

1 ［

土師器 （高台付 杯，台 付婆 、磐 ）

灰粕 陶器 （：椀 ）

土 師器片38B N － 5 C3－W 不　　　 明 3．20 ×五 10 ） 平班 自然 S I38A →本跡

40 C 5g8 N …8 8ノ∴ E 長　 方　 形 3．15 × 2．8 3 20 平川
つ

； i

自然 土 師器 （杯， 高台付 杯，婆 ） S K 263→ 本跡

本跡 →SI45

ご4 1
。5［18 ！

C 5ムi8 ！

I〕5こ已8 ！

N …11㌧J Ⅳ ノJ　　　 形 3．15 ×　ニ3．15 ：35 、上根 ∴部 北 l′i然 口紅器 り有　 望 ㍉　 須 恵 器 り有

望 ），鉄製 品 （鎌，紡 錘車 ）

土師 器 （杯 ，台付 嚢， 碧）i 須恵

器 湖 こ，蓋）， 鉄製 品（刀子）

上師 器（杯，葱 ），須恵器 凋 こ）

42

4 ：3 】

N …13 ㌧ E

N － 15 くノ一、・㌔つ

方　　　 形

［長 方 可

4 ．10　×　3．90

5 ・00 ×（4′・00 ）i

50

10～ 2 3i

平坦

、叫
∴叫

1

つ

北

可

自然

人 為 ！

4 ノ4′ C 5i＿1
N ‾ 当

！

隅丸 長 方形 5 ．80 ×　5．20 18－ 25 、臣 Il 全周 l 北 人為・

自然

上師 器 用 こ， 盤 、婆 ）， 須 恵 器

湖 こ，姜）， 土製 品 （土 玉 ），石 製

品 （紡 錘 車 ），鉄 製 品 （鎌 ，不 明

鉄 製 品）

……277…ル



番号

位 置 自酢方向 平 面図 長軸 ×鯨 油

勅 封 ×南北

壁 高してlJJ

（cn l）

床面 内　 部　 施　 設
i

j　覆 I二 出　 上　 遺　 物
備　　　 考

新 ＝男装j係　 絹子→旧 ）壁溝 刃辞
山人l

＼ピット

！ 電
新鮮
不　 時

、ピット

4－5 C 5i＿4 N －770－ E 方　　　 形 5．20 × 5．0 0 15 4 1 北 人為・

自然

土師 器 西こ） 須恵器 （蓋 ） SI44→本跡

4 6 IM 壷 N －鮮 長　 方　 形 Lノ4．05 ×　3．0 5 15 、棚 も仝周

r
l
l

2 北 4 lT 然 目刺 詳 （杯 ， 高 台 付 杯 ，碧主

須恵 器　 増仕「 灰軸 陶 器 片、 土

製 品 （管状 圭錘 ）、鉄 製品 （鎌 ）

4 7 D 4 ビ6 N … 5 。－W 長　 方　 形 3．30　×　3．00 30 ～3 3 段 差 一部 1 北 4 土 師 器　 け畑　 高 台付 杯 ， 婆 ），

須 恵 器　 用こ，台 付整 う，灰 粕 陶

器　 は毛頭 瓶主　 上製 品 （管 状 上

錘 ）瓦

本跡→S K 374

48 D 4g（う N － 9 〇一W 長　 方　 形 4．40 × 3．65 40 平 出 1 北 人為・

自然

土 師 器　 用 こ，婆 ，台 付 聾），須

恵 器 （杯 ，蓋 ， 円面 硯）， 灰粕

陶器 （′卜瓶），石 製品 （紡錘車 ）

SI49→ 本跡

49 D z娠う N … 2 ㌧ W 方　　　 ′形 4．15 × 4．10
！ 2 5

微傾斜
極 周 I

1 北
「
人為・

lよj然

土師 器 （杯，椀，高台付 ＿軋　 壷 ）

須恵 器 （杯），灰 紬陶 器 （椀 ），

石製 品 （砥石），鉄 製品 （鎌上 瓦

本跡→SI∠指

50 A D 受パ 不 明 ［長 方 形 ］ 5．45 ×　3．25 20 乎班 ム部
】

（北） 2 人為・土師 器　 け不），須 恵器 （杯），土

製品 （管状 士錘）

S I50 B も50 C ・5 0I）

→本跡→SI51

50 B I：）4。9二i N － 870… W 長　 方　 形 3．45　×　2．90 19 平班 1部 東 日然 l二師 緯 （高台付杯 ，椀 ，高林 ），

須恵 器　 憎い， 土製 品 （管 状 士

錘 ）， 不明鉄 製品

本 跡 → S I 5 0 A ・

50C ・50D

50 C D 4 （、二号 不 明 不　　　 明 不 明 19 一部 － －
北 東
－ － 不明 土師器 （璧 ） SI50A ・50B・50D →本跡

50I．） I）4 。Ⅰ：弓 N … 3 ㌧ E 長　 方　 形 3．40 × 2．60 19 平班 一部 北 人為 土師 器　 待畑　 高台付 杯 ）， 士 製

品 （管状 土錘 ，紡錘．r恒

S I5 0 B → 本 跡 →

S I50 A ・50C

5 ＿1＿ D 4（H

l

N －8 70－ W 方　　　 形

［

3 ．25 × 3．10 11

】

平班 淵；

】 ；

東

！

自然

i

土師器 （杯，婆 ） S I‾50 A ・S K 197 ・19針

；2739274→本跡

52 D 4（．．′1 N － 8 ㌧」Ⅳ ［長 方 形 ］ 3．15 ×（2 ．00 ） 13 一部 北 土 師 器 （杯 ）∴ 上製 晶 （管状 土

錘 ），鉄 製品　 用臣、）

SI53→ 本跡

5：3 D 軋＿l 酢一 ㌢㌧ E 長　 方　 形 5．0 0 ×：3．50 2 0 γ耕 全 周 l 北 人為・

自然

土 師器　 用 こ，磐）， 上製 品 （管

状士 錘），鉄 製品 （鎌 ）

本跡→SI52

54 A D 4日 N －100－W 長　 方　 形 3．5 6 × 3．22 26 平坦 北 自然 土師 器 （杯，高台付 杯，碧，甑）

須恵 器 （杯）， 土製 品 （管状 土

錘）， 鉄製 品 （鎌 ），古銭

S K 2 7 2 → 本 跡 →

SI54B

54 B I〕4子1 N － 1 10…W 不　　　 明 3．25 ×（1．16） 1ニ3 平川 ∴部 － 1 北 － － と′l然 L二師 器　 用の ，須恵 器 （葱） SI54A →本跡

55A

55B

5可

：；；；i

I）411二3

N…2。…W 不　　　明4．20×（2．50）40 芸III

つ
平川！

II：I

2

つ

‾i

‾！

‾！

1

1

‾！

」

北

北

可

う

つ
」

≡！

‾！

‾i

」

J

i
i

i
2！

！

：i

i

人為土師器（高台付j乱　髪），須恵
器（疎ら　上製品（管状士錘、

SI55B→本跡→
r　r‾

N －2。…W

［N －8 CL E月

不　　　 明

不　　　 明

5．03 ×（3．02）

不明

28

30
つ

つ

自然

人為

者か　 、，ム＿…＿一製品 （管状土錘）

土師器 （杯言島台付t軋　碧，甑）

須恵器 （杯言高台付杯，婆），

灰紬陶器 （長頸瓶、），土製品

（管状土錘），鉄製品（丑f一言軋

不明鉄製品う，

土師器片

SIo〇C

本跡→SI55A ・55C

SI55A ・55B→本跡
56 D 4（．ユニi N …2 0…W 長　 方　 形 3．25 ×　2．95 可

［

孟 ！

北 ！

摘Ii器 （杯，婆） SI53 ・58→本跡→

SI57・59

SI53 ・56→本跡57 D 4e3 不明 不　　　 明 3．15 ×（1．50） 平坦 土師器片

58

59 ！

D 4e2

D 4fニまi

N －OG

N‾12。‾W i

方　　　 形

方　　　 形

3．70 ×　3．70

3．46 ×　3．44

34

22

平坦

二当

土師器 （高台付椀，甑），須恵

器　用立「灰軸陶器 （椀），

品 （管状土錘，紡錘車）

土師器（杯，髪），須恵器（杯），

土製品 （管状土錘）

土師器 （杯，高台付杯、愛，甑：）

須恵器 （髪．），土製品 （管状土

錘），鉄製品 （鎌）

土師器 （小皿，婆）

SI60・61・SK201・

SE 2→本跡→SI56・

59

SI58 ・61・S E2 ・

SK 279→本跡

SI61→本跡→SI58

SE2→本跡→SI58～

60

60

61 ！

D 4f2

D 4f2

N －7 0－W

N ‾84㌧ E i

長　 方　 形

長　 方　 形

3．58 ×　2．60

3．38 ×　2．34

21＿

i当 」

北（2）

東 i

自然

278



［ ！ ！ i i ［ ！ ！ I ［ i I ！ 庵 ∴ 薮思器 胤 慧上 鉄 製品

口上上　 不明鉄 製品）

［

（iこう I）4。、シ1 N … 90㌧ E 長　 んム　 形 3．80 ×　3 ．05 11 、再iL 一部 北東・

束

人為 口紅器 （杯言 高台骨 椀，澄言 縮

須 恵 器　 冊 立　 灰 袖 陶器 （椀 ），

鉄 製品 （刀子十　 九瓦

S K 276 ～ 278→ 本跡

→SI鯨ま

64 D 4 。、l N － O Cj 力1　　 形 3．50 ×　3．‘ニ45 23 、臣 lt 一部 北 人為 土師器 姥？付 私　 議台 付杯言 縮

須 恵器 （杯 ）， 上製 品 （管状 圭

錘 ），不 明鉄製 品

S‾I63 ・66 ・SK 21∠巨

215 ・276ノ～278 叫本

跡

65 D 3dt－） N …10 C－ W 不　　　 明 3．23 ×（1．64 ）14～ 19 ∴部
－ 1 － － －

自然 自然 土師器 片，須 恵器 片

66 D 3ピ0 N －90 C－ E 隅 丸長 方形 3．80 ×　2．50 10 平班 ′一部 北 人為 土 師器 （牲 ∴ 酎 ∴　土 製 品 （管

状土 錘），鉄 製品　 は十日

SK 26 8 ・2 70→ 本跡

→SI64 ・67

67 D ：3110 N － 17 く㌧ W 方　　　 形 孔20 ×　3．90 ：32 、㌣狙 ・部 1 北 1 人 為 土師 器 （杯 ，椀 ），須恵 器 （杯 ，

高 台付 杯 ∴意 ）， 士製 品 （紡 錘

車）鉄 製品 （鎌）

SI66 ・SK 2 7（巨 2 80

～ 282→ 本跡→S I68

68 D 3 棺 N － 7 ㌧ E 隅 丸 方 形 3．20 ×　3．00 15 平班 ∴部 ユ＿ 北 自然 土 師器 （杯 ， 高台付 杯 ）， 須 恵

器 （杯 ∴意、）

S I6 7 ・S K 2 2 2 ・

27 巨 281→本跡

69 I：：）3ぐ8 N 一＿12㌦」Ⅳ 方　　　 形 5 ．30　×　5．10 30 、上田 ム部 2 l′i然 Ⅲ離岸　 り有　 鉢 ）、須恵 器　 経信

鉢 婆 ），石製 品 （切子玉 ），鉄 製

品 （不 明鉄製 品）

本跡－→SK 267

70 I）3i17 N 一 ㍍⊥ W 隅丸 長方形 3 ．80 ×　2．90 ユ5 平 班 全周 － 1 北 － 1 土 師器 （杯 ），石 器（ス クレ イパー ）S K 226→本跡

7 1 D ：玩 N － 5 ㌦！Ⅳ 隅丸 長方形 3．20 ×　2．50 45 ～ 50 平川 全周 北 自然 土 師器 （牲 ∴ 掛 ， 須恵器 （杯 一

意 ）， 「製品 （管状土錘 ）

本跡→S I72

7 2

［

D ：3ま－2

（

Ⅳ ㍉ぱ㌧ w

i

［長 方 形 ］

！

6．00 ×（3 ．50j

I

3 5

！

平 耕

！

・部

i

2

i

l

i i ； i

＝然

！

土師 器 （杯 ）， 須恵 器 （杯 ， －笥

雲霊 晶苧 ）一鉄 製 品 ㈲ 不 i

SI71－→本跡

！ i ！ I

I

l ！ I I ［ ！ I i 】 I台 付 杯、 惹 ）．鉄 製 品 （鎌 ，不

明鉄 製 品）

［

7：3A I〕3g：j N … 15㌧ W 不　　　 明 2．20 ×五 （．）0） 40 、臣 lt － － － 北 － － 人為 土師器 （杯，椀 ，髪） SI73B → 本跡

7こ3B 鉦玩 N －7 2㌧ E 不　　　 明 3．20 ×五 10） 二35 γ班 － － －
束
－ …

鉦然 i二師器 （杯） SK 320→本跡→S汀3A

7∠1－ D 2go N － 9 0－ W ［長 方 形 ］ 3．50 ×汀 40） 30 平班 土 師器 （椀，婆 ），須 恵器 （杯，

高台 付杯 ，慧）

75 E 2こi8 N － 4 ㌦ノⅣ 隅 丸長方 形 6．00 ×　3．よ40 25 平班 一部 自然 土 師器（椀 ，高 台付椀 ，小 目軋髪壷 ），

丸瓦 ，銅製 品　 欄ri尻），鉄 洋

SI84 ・S K 322 ・S E 5

→本跡

76 I）2i（） N －85 ㌦∴W ［長 方 形 ］ 2．70 ×（1．60 ） ：30 、印 も ∴部 － －
束
－ ユ 自然 土師 器 用L，小＿＝軋椀 ，悪），丸瓦 SK 2飢 ・285→本跡

I7r7／／
C 4」1 N － O G ［長 方 形 ］ 4．30 ×（3．ユ0 ） 16

恒 ［ユ ∴部
－ － 北 － －

土師 器 （杯言 海台付 杯，碧，甑） SK 3 15一→本跡

78 D 2jO N －87 。－E 長　 方　 形 4．00　× 3．00 15～ 20 平粗 一部 東 1 自然 土 師器 （杯 ），灰 粕陶 器 （長 頸

瓶，椀 ）

SK 3 16 ・3 18→ 本跡

→SK 233 ・3 17 ・319

7f） E 二3Hl N … O C 不　　　 明 不明 ：30 、臣 It 北 臼然 土 師器 （杯 ），須 恵器　 用 二、 －笥

台付杯 ）

SI‾8 0 e 8 1B ・S K 323

－→本跡

8 0 E 2；も0 N －80㌧ E 方　　　 形 3．80 × 3．50 25 北 凍 ‘ 自然 土 師器 （杯 ，椀 ， 婆），灰 粕 陶

器 （壷 ）

S K 312 ・313 ・323→

本跡→SI79

8 1A E 3 1）1 不 明 不　　　 明 不明 b 平 班 － － － － － － 自然 土師器 片，須 恵器 片 S I81B ・81C →本跡

8 1＿B E 3 iji N － 80Cj－ E 方　　　 形 4 ．20 × 4 ．10 45 平班 東

l

l】

l′－、！然

［

師器 （杯， 椀 ，登 ）， 灰紬 陶器

（壷 ）， 土製 品 （管 状土 錘），鉄

製 品 （鋤 先 ），石 製 品 （砥 石 ，

双 孔 円板 ）

S I 8 1 C → 本 跡 →

S I81A

8 1C E 3。・1 N 一 針〕 長　 方　 形 3．70　×3 ．40 7 0 平班 北 自然 土師器 （杯），須恵 器 （杯 ），鉄

製 品　 O J 子．）

本跡→S I81A ・8 1B

82 D 2i2 N －8 2㌧∴Ⅳ ［長 方 形 ］ 3．80 ×（3．50） 80 平坦 ′・部 東 自然 土 師器 （杯， 整）， 須恵器　 昭二，

聾 ），鉄 製品 （刀子 ，不 明鉄 製

品 ），土 製品 （管状土錘 ），古 銭

SI83→ 本跡

83 D 2j8 N － O Cフ 長　 方　 形 4．10 × 3．0 0 35 平出 仝周 北 1 自然 土 師器　 物 こ，小 ＿川1言 蕾台 付 椀、

襲 ），土製 品 （管 状土錘 ），鉄 洋

本跡→S I82 ・84

84 E 2こ18 N － 3 CうーW ［長 方 形 ］ （3．60 ）×2．6 0 30 平班 一部 りと．） 人為 土 師器 （杯言 島台 付椀，鉢言 阻，

婆 ），鉄製 品 （鎌 ，刀子 ）

SI83→本跡→S I75

87 E 2〔肇 N － 8 ㌧」Ⅳ 隅 丸 方 形 2．68 × 2．4 7 1＿1～ 14 平粗 － 1 北 － －
自然 土 師器 （椀 ，高 台付椀 言縮 SD l ・2→本跡

27与）



酔瀞

音ぢ

カニ

位 置 ト軸方 向 、裾 ii図

規模

長軸 ×短軸

東西 ×南北

壁 かJJ

k lTlラ

床 面 内　 部　 施　 設 i

j　覆 上 出　 上　 遣　 物
備　　　 考

新 旧関係　 欄テ→ 旧 ）壁 溝
出入「

、ピット

l 娘：

㌻山
新鮮
不　 用

＼ピ1小

88 E 2。一丁 N －90 ㌧ E 長　 方　 形 3 ．06 × 2．73 15 平班

［

l 東

i

l 自然 摘 棺是 （高台付 椀， 小皿 ，璧上

平 瓦，石 器　 朝 一製石斧 ）

S D 2－ヰ本跡

8§）A E 2。事 N 一 針㌧ E ノJ‾　　　 形 乳55 ×乳30 2ご′4 、上県 ∴部 りと） ．ニ二ま ＝然 用 紹音 （椀、 一高台不用軋　 小 皿∴

鉄 製品　 初 子）

S D l ・2 ・SE 針→ 本

跡→SIA89王‾3

89B E Z 屈 N － 10㌧ E ［長　 方 形 ］（3．2 6）×（2 ．82 ） 24 、捏 it （北 ） L二師器片 S I8 9A ・S I）l ・2 ・

SE 8→本跡

90 E 2。こ7 N ～7 70－ E ［長　 方 形］ 3．ヱ47 ×（1．69） 19 平班 － － － － － － 自然 上師 器片 SD ∠‥婁→本跡

9 1 D 2iT N …9げ⊥ E は壬　方 形］ 3．15 ×ほ．0 9） －
、印 l
－ － －

（北 ラ
… … －

自抽器骨

9 2A I〕2日 N －90 ㌧ E 不　　　 明 （1．82 ）×（1．0 3） 1ごま 、「坦 － － －
束
－ －

l′i然 川 路封 ll SI92＿B →本跡

92B D 2iA＿1 N －90 ㌧ E ［方　　 形］ 3．12 ×（2．96 j 14 平班 － － － 束 － －
自然 土師 器 （椀）、須恵器 （坊主　 埴輪 本跡→S I92A ・93

93 D 2iニ＿ま N － 0 0 ［長 方 形］ 3．47 ×（1．42 ） 60 土師 器 朝 こ∴璧 ∴　 土 製 品 （管状

上錘）

S I92B → 本跡 →S I94

9 4 l I‾）2くだ N －1㌢－W ［長　 方 形 ］
！

2．70 ×（1．17 ） 2∠1 辛耕
l

－ 2
l

－
l

－
［
ー　自然 須 恵器 叫 こ，璧上　 鉄製 品 り十日 ST93 →本跡

9 5 I）2＝パ N －82㌧ E 長　 方　 形 5 ．と40 × 3．47 20 、印 l 束 l′！然 恒 膵 ㈲ 婆），土 製描五管状

巨 錘 ）

S‾I98 ・SD l→本跡→

SI96 ・97

96 E 2 盲）＿ニi
i N － O C

隅丸 長方 形
l
再 ．26 × 3 ．28

：
rr○○ ・部 i l 北 1 土師 器 （杯 ∴高 台 付 杯 ， 棄 ），

須 恵器　 硝 こ， 婆）， 上製 品 （紡

錘ヰ上　 鉄 製品 （鎌 ），鉄 洋

S I95 ・S D い 2→ 本

跡→SI97

97 E 2ijAi N － 13㌦ E は壬 方 形］ 3．0 5 ×日．．96） 18 平出 ∴部 － － － － 3 臼然 日油器骨 ，須恵器 片 SI95・96・SD 2－→本跡

98 E 2とl：〕 N － 8 0－W 不 整 方 形 3．15　×　3．13 23 北 自然 土師 器 （杯 ，慧 ），須恵 器 （杯，

高台付 杯）

SD l→本跡→SI95

99 A E 2ZlJ N 一 鮮 隅 丸長 方形 2．98 ×　2．54 ニ39 平出 ∴部 － 1 北 － 1． －
＝緬器 （小 形髪） S I99B →本跡

黙恨 I：三2Zll N … O C 隅 丸長 方形 5．60 ×　3．82 30～射）、伸 し全周 北 ＝然 上帥 器 （杯 ，壁上　 上製品 （紡

錘 車）

S D l ・2 ・S K 3 27→

本跡 →S I99 A ・1（対

iOO E 21－）2
I N －8ぴ⊥ E

長　 方　 形
！3 ．05 × 2．70 i 25 序 坦 一部 ［ i ！束 ！ I 白 漕 土 師 器 （杯 上 須恵 器 （杯 ，鉢 ．）

鉄 製品 （鎌）

SI99B ・S D 2→本跡

10 1 E lこlリ N － 73Cノ…E 長　 方　 形 3．95 × 3．00 73 ～ 90 平川 ・部 束 l′l然 日肺器　 硝 こ，髪 ，台 付望 上 須 恵器

（杯，高台 付杯，盤，意，鉢 ）

102 E 2（12 N 一 木㌧ E
I
長　 方　 形 4．39 × 2 ．78 30 － 34

ま
全周
－ 1 北

i
－
自然 土 師器　 いJ、」乱髪 ） SIlO3→本跡

ユ03 E 2ci：j N …8 5。－W 長　 方　 形 3。2 5 × 2．45 34 平坦 － － 東 － 1 土師 器 （杯 ，高台付 杯，窯，甑） 本跡→SI102

104 E lぐ（） ［N － 3 0… E ］ 不　　　 明 （5．40 ）×（0．8 4） 20 平班 －
北
－ －

自然 ＝緬器片，須恵器 片

10 5 D 3j8 N …＿150－W ［方　　 形］ （4．1．1）×5．7 2 16
、叫 全周 」

： i

つ

‾ ！

つ

つ

．

つ

‾ i

J

i

つ

」

： i

つ

」

つ

つ

つ

1 】

つ

つ

」

」

北
‾ i

」

つ

」

： i

！

3 i

i
≡ i

i

i

i

！

！

＝然 上帥器 （婆上 磯 恵 器　 け重高 台

付坊 主 I二製品　 帽 こ状 土錘 ）

須恵 器 （牲 皿 ）瀬 瀾 陶器 （椀

長頸瓶 上 土 製品 （管 状 土錘 ）

土師器　 杯 婆上 須恵 器 （牲）

SIH 2→本跡

本跡→SIllOA ・

110B ・110C

SIlO9 ・110C → 本跡

ユ0 6 D 3j5 N …82 ㌧ E 長　 方　 形 4．30 × 3．8 2 20 ノ 束

107 D 3i．4 N －18 ㌧」Ⅳ 方　　　 形 4 ．39 × 3．90 18
御 車 摘

北 ！＿′＿i然

108 I‾＿）：3iO 待十 79㌧ E ］ 不　　　 明 5 ．0：3 ×（2．20 ） 14 、印 し　 ∴部 束 人為 須 恵 器 （杯 ） 「製品 （管 状 士

1骨相封上土製品 （管状 土錘 ）

109

日0A

D3j2

D3j2

［N－8㌧W］

［N－8くノーW月

不　　　明

不　可

3．21×（2．80）

2・24×五59）】

：i

つ
：：i

IIIIIII I ：i

つ
北東！

北！
つ
東！
東！
東［
つ
北！

自然

自然l
＝OH D 3i2 不明 不　　　 明 ［4．98」×仕14） 平叫 …

－ 自然 土製品 （管状土錘） SIllOC→本跡

110 C

川 ！

D 3j2

I）3g7 i

「N －850－E］

［N －18 0－I可

方　　　 形

不　　 可

（4．67．）×4．70

（3．60）×（0．97）

平牛

車 狂「 部！

」

つ

つ

1 ！

自然

人為！

土師器 （杯上須恵器 （窯上 鉄

製品 （鎌上 土製品 （管状土錘）

日緬器骨 ， I二製品 （管状土錘）

本跡→SIlO9・110A ・

110B

本跡→SIlO5

S K 360～362→本跡

SD 6 ・SK 3 68 ・369

→本跡

ユ12 D 3再 ［N －76㌧ E］ 不　　　 明 4．39 ×（2．30） 10 平叫 － 1 白然 須恵器 （杯）

130 B 7ぐう N －79㌧ E ［方　　 形］ 2．81 ×五58） ＝）
平班恒 ； ！

i

i

i

i

i

自然 土師器 （整う

131 B 7fんま N －72㌧ E 長　 方　 形 3．70 ×2．60 14－22 平坦上 部 1 ！

つ

つ

つ

‾ ！

自然 土師器 （婆）

132 C 5ぐ7 N －82〇一E 隅 丸 方 形 2．83 ×2．77 14 人為 土師器 （聾）

13：3 E l。1 ［N －170－W 」 不　　　 明 （（．）．40）×（1．50） 20 棚 「 自然 日紆器片

134 D 3。▼0 N －14㌧」Ⅳ リラA　　 形］［3．50］×［3．36］13～15 平班 － 人為 土師器片，砥石

135 D・4†〕5 N －90㌧ E 長　 方　 形 4．00 ×3．47 18 平年 ‾部 北 自然 土師器 （杯，碧），須恵器 （空），

土製品 （管状土錘）

…280



訃 … 帖 車 梱 規模

長軸×短軸

来所×南北

壁高

托、ilH

極所 内　 部 施　設 i

間　 i二　遣　 物
i壁溝 濫

1歳日勤藩「普一「∴W ！方＋＋＋形 3ぷ「×　勤腑 20′～22 平班 － ら北＝＋… 1　 自然 須恵器　序上 ？計育相称工

［　　　　　　　　　 ［ ； ！ j i 品 骨 鋸勝　　　　　 ！

ば自 C躯」 きい磯子1 V i方＋＋＋形 宥涌　X　引潮 5（ラ ヤ耕 全面 守 」 中 為

i

i朝雄「潤し　忠告 i二製品 （管

状つ遽勘 ，砥 石

28且
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